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　すべての人間が、何らかの特とく殊しゆな能力を持つようになった近未来。

　神様からの贈おくり物ものという意味を込こめて、この能力は『ギフト』と呼ばれた。

　これは、そんな人類総エスパー時代の物語である。
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　──木曜の朝。

　玄げん関かんを出ると、見慣れた顔がすでにスタンバイしていた。

　髪かみの毛けを頭の高い所で縛しばり、見事なポニーテールにした少女だ。溢あふれんばかりの元気が伝わってくる。

「おっは[image: ～][image: ～]、コーヘー♪」

　有り余る元気を遠えん慮りよなくぶつけてくるこいつの名前は、飛とび田たつばさ。オレと同じ高校に通い、クラスは違ちがうものの学年は同じ二年。

　ちなみに家も近所だ。小四からのつき合いだから、まあ幼おさななじみって言ったっていいだろう。

　こうやって朝、つばさがオレを呼びに来て、一いつ緒しよに学校へ行くのもいつものことだ。すっかり習慣になっている。

「おふわあああ」

　オレも朝の挨あい拶さつをするが、まだ眠ねむいせいか欠伸あくびとミックスされてしまった。

「コーヘー、眠ねむそうだね。夜よ更ふかししてゲーム？」

「まあ、そんなとこだ」

「今はどんなゲームをしてるの？」

「ダンジョンシーカーってゲームだよ。深いダンジョンに潜もぐって、宝を見つけるっていう内容。あんましストーリーとかはないけど、深く潜もぐれば潜もぐるほどいい宝が手に入るのが楽しいんだ。まあ、その分、敵も凶きよう悪あくになってくんだけど。攻こう略りやくのカギはとにかく準備を抜ぬかりなくすること。ダンジョンの階層によって敵の耐たい性せいやトラップの特性なんかがガラっと変わるから、それに応じた武器や鎧よろい、アイテムを用意して、さらにはスキルの習得も──」

「うわっ[image: ～][image: ～]、何だか大変そうなゲームだね」

　つばさが『うへぇ～』って顔になる。確かに、大ざっぱで面めん倒どう臭くさがり屋のつばさが楽しめるようなゲームじゃない。

（オレのように、一見、ズボラそうに見えてその実、事前の情報収集はきっちりと行い、それに応じた作戦を組み立て、完かん璧ぺきな準備をしてクエストに挑いどむような人間じゃなきゃな！　うはははは！）

　睡すい眠みん不足のせいで少々おかしなテンションになっていたオレは、心の中で思いっ切り叫さけんだ。

「さっ、行くか」

　気を取り直し、学校への道を歩き始めるオレ。すぐ隣となりを歩きながら、つばさが話しかけてくる。

「アタシはね、最近夜は読書をしてるんだ」

『えっへん！』って声が聞こえてきそうなぐらいのドヤ顔だった。

「どんな漫まん画がなんだ？」

「あっ、もうっ！　すぐに漫まん画がだって決めつける[image: ～][image: ～]」

　つばさが唇くちびるを尖とがらせて文句を言う。

「アタシが読んでるのは、字ばっかのちゃんとした本！　挿さし絵えすらないぐらいなんだから！」

「へえ、そうなのか？」

　オレは素す直なおに驚おどろいた。

　つばさとはそれなりに付き合いの長いオレだが、こいつがちゃんとした活字ばかりの本を読んでるとこなんて見たこともなかった。

　筋金入りの漫まん画が好き！　しかも、読むのは熱血バトル物の少年漫まん画がばかりときている。

　そんなつばさが、ちゃんとした本を読むなんて実に驚おどろくべきことだ。

　高二の夏休みも終わり、高校生活も折り返し点を過ぎた今、こいつもようやく大人になり始めたのかとオレは感心した。

「で、どんな内容の本なんだ？」

「えっとね[image: ～][image: ～]」

　つばさは難しい顔で考かんがえ込こむ。

「主人公は男の人で……あれれ？　女の人だったかな？　それで、事件が起こるんだよ。殺人事件……ううん、誘ゆう拐かい事件だったかも。舞ぶ台たいは孤こ島とうにあるリゾートホテル……もしくは、山やま奥おくの廃校だったっけ？」

「おいおい、ちゃんと読んでんのか？　ちっとも内容が頭に入ってないじゃねーか」

「もちろん読んでるよ！　毎晩寝ねる前に少しずつ！　でも、不思議なんだよね～」

　つばさは、首をひねりつつ心の底から不思議そうな顔で話を続けた。

「次の日に続きを読もうとすると、前の日読んだ内容と全然違ちがってたりするの。登場人物が全員部屋に閉とじ込こめられて、そこに火をつけられたはずなのに続きは、皆みんなで普ふ通つうにご飯食べてたりするんだよ。展開が変わるのに追いつけなくって、頭がこんがらかっちゃうんだよね」

　つばさの話を聞いて、オレは何が起こっているのかを大体悟さとった。

　つばさは、本を読み始めるもののすぐに眠ねむってしまうんだ。つまり、覚えている内容の終わりの方は、ほとんどつばさの見てた夢だってこと。

　結果、読む度たびにコロッコロ展開が変わる摩ま訶か不ふ思し議ぎな本の出来上がりってわけだ。

　呆あきれながらも、実につばさらしいなってオレは何だか感心してしまう。

「まっ、ちゃんと読み終わったらその時にでも全体の感想を教えてくれよ」

「うん、待っててね。ちゃんと読み終わったら、感想をまとめて教えるから」

　つばさが笑え顔がおで頷うなずく。

　何年先になるか分からないが、気長に待つとしよう。

　それからオレ達は、いつものように下らない世間話をしながらしばし歩く。

　つばさが「あっ！」と声を上げ足を止めたのは、家を出てから十分程ほどの場所だった。

「いっけない！　アタシ、家に忘れ物しちゃった！　家庭科の授業で使う裁さい縫ほうセット。ちょっと取ってくるね」

　急いで引き返すと思いきや、つばさはその場にとどまる。

　間ま違ちがいない。『アレ』を使うつもりだ。オレは焦あせった。

「おい、つばさ。お前の足なら走って取りに行っても十分間に合うだろ？　そうした方が──」

　オレのアドバイスも聞かず、つばさは迷わず『アレ』を使った。

「ジャンプ♪」

　弾はずむ声でそう言った瞬しゆん間かん、オレの目の前からつばさの姿が消えた。忽こつ然ぜんとだ。

　イリュージョンなんかじゃない。つばさは、空間を飛とび越こえたんだ。専門用語で言うところの、瞬しゆん間かん移動、テレポーテーションってやつ。

　そう、つばさはいわゆる超ちよう能力者だ。だけど、別に珍めずらしくも何ともない。

　特とく殊しゆ能力『ギフト』を持った人間が現れ始めたのは、二十世紀の後半らしい。その数は日に日に増え、二十一世紀となった今では、すべての人間が何らかの特とく殊しゆな能力を持つにいたっていた。

　老ろう若にやく男なん女によ、すべての人間が特とく殊しゆ能力を持っているのが当たり前の世界。

　時はまさに、人類総エスパー時代だ。

　ただ、決して例外がないわけじゃない。何のギフトも持たない人間というものも存在する。

　統計で言えば、一千万人に一人。

　たった０・００００００１％。

　イレギュラー中のイレギュラー中のイレギュラー中のイレギュラー。

　でもって、レアキャラ中のレアキャラ中のレアキャラ中のレアキャラ。




　…………そいつがオレ、宇う津つ木ぎ航こう平へいだ。




　オレは、何一つとして特別な能力を持っていない。見事なまでに０なんだ。

　これが、アニメやラノベだったりしたら、実はオレは強大なギフトを秘めていて、まだ見ぬヒロインのピンチか何かにそれを覚かく醒せいさせ、いずれは宇宙皇こう帝ていか異次元魔ま王おうあたりと戦う運命にあるんだろう。

　だけど、悲しいかな現実は違ちがう。

　研究の結果判明した、人間にギフトを目覚めさせる特別な遺伝子。通つう称しよう、『ギフト因子』と呼ばれるものがオレにはまったく存在していないんだ。国の研究センターでの徹てつ底てい的てきな検査の結果、出された結論だから間ま違ちがいはないはずだ。

　つまりオレは、国にもその存在を認められたギフトのない普ふ通つうの人間……いや、今の時代で言えば、ギフトのない異常な人間だってこと。

　昔はこのどうしようもない現実に悩なやんだこともあったが、今は別に何とも思っちゃいない。ギフトなんてなくたって、目め一いつ杯ぱい人生を楽しんでいる。

　ギフトのないオレのことをからかってくる連中もいるけど、正直大して腹も立たない。そういった連中は、大たい抵ていギフト以外に誇ほこれるものがない奴やつらだからだ。

　むしろ厄やつ介かいなのは、オレに同情してくる連中の方だ。

　そいつらの目から見れば、ギフトがないって理由だけでオレはひどくかわいそうに見えるらしい。

　そういった連中に、同情の目で見られ特とく別べつ扱あつかいされること。それが、オレにとっては一番我が慢まんならないことなんだ。

[image: ]

　オレが道みち端ばたで少し待っていると、つばさが戻もどってきた。消えた時と同じように、瞬しゆん時じに目の前に現れる。

　せめて戻もどりは普ふ通つうに歩くなり走るなりしてきて欲ほしいというオレの願いは、残念ながら届かなかったようだ。

「お待たせ！　ちゃんと裁さい縫ほう道具入れてきたよ！」

　先さき程ほどよりも膨ふくれ上あがった鞄かばんを、つばさはポンと叩たたいてオレに見せた。

「つばさ、お前、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　オレが何を聞いているのか、すぐにピンときたんだろう。つばさは笑え顔がおで頷うなずく。

「うん、今回はちゃんと意識して跳とんだしね。それに、距きよ離りも短かったから問題ないよ。アタシが飛んだ後、別に何も落ちてなかったでしょ？」

「まあな」

「ほら、アタシだってジャンプが上手になってるってことだよ。これは、気楽に使えるようになる日も近いかもね」

　またまたドヤ顔でそんなことを言うと、つばさは学校に向かって歩き出す。

　その足が止まるのに、さほど時間はかからなかった。

　何やら困ったような顔で、急にモジモジし始める。

　オレは、最高に嫌いやな予感がした。

「おい、お前まさか……まさか……」

「えっとね、ちょっとスカートの中がスースーするかなって」

　顔を真っ赤にしたつばさが、恥はずかしそうに言う。

　これこそが、つばさのギフトの大きな欠点だ。よっぽど意識を集中させていないと、つばさはジャンプの際、身に着けているものを何か落とすんだ。

　靴くつだったり、靴くつ下しただったり、上着だったり、髪かみを縛しばるのに使ってるゴムだったり、制服のネクタイだったり、ｅｔｃ。

　今回それが何だったのかは、『スカートの中がスースーする』というつばさの台詞せりふから考えてあれしかなかった。

（よりにもよって、とんでもないもんを落としてきやがって。つまり、今のつばさは……の、のののノーパンってことじゃねーかよ）

　想像するだけで、こっちの方が恥はずかしくなってくる。

[image: ]

（想像するな、想像するなよオレ）

　呪じゆ文もんのように頭の中でそう繰くり返かえしつつ、オレはクルリと踵きびすを返かえした。

「ほら、早く取りに行くぞ。もちろん、普ふ通つうに歩いてな。何かあると困るから、オレも一いつ緒しよに行ってやるよ」

　困っていたつばさの顔が、パアーっと明るくなった。

「ありがとう、コーヘー♪」

　つばさが笑え顔がおでオレに言う。相変わらず、夏の向日葵ひまわりのような笑え顔がおだ。ここまで無む邪じや気きで屈くつ託たくのない笑え顔がおになれる人間を、オレはつばさ以外では知らない。

　この笑え顔がおを見るだけでも、こいつの友達でいる価値はあるってもんだ。

　でも、今はノーパンだ。笑え顔がおに癒いやされてる場合じゃなかった。

　オレ達は、もと来た道を引き返した。忘れ物……もとい、落とし物を回収するために、つばさのアパートへと向かった。

[image: ]

　つばさのアパートに寄り、落としたパンツを回収＆装着。その後、オレ達は早足で学校へと向かった。

　つばさは陸上部のエースだし、オレも運動は得意な方だ。そんなオレ達だから、早足だってかなりのスピードだ。

　結果、オレ達は遅ち刻こくすることなく学校へと到とう着ちやくした。いつもより五、六分遅おそいぐらいだった。

　オレ達が通う、青あお葉ば高校は、古くからこの街にある高校だ。歴史あると言えば聞こえはいいが、とにかく校舎が古かった。ボロって言ってもいいレベルに。

　それでも、このレトロな雰ふん囲い気きがオレは嫌きらいじゃなかった。家から一番近くにある高校だから通学時間も短くて済むし、一応進学校ではあるものの、そこまで勉強一色でない校風も気に入っている。

　オレはつばさと一いつ緒しよに二学年の教室のある三階へと上がる。

　オレはＣ組。つばさはＦ組だ。

　先にたどり着いたＣ組の教室の前で、オレはつばさに別れを告げた。

「じゃっ、またな」

「うん。じゃ[image: ～][image: ～]ね、コーヘー。またお昼にね[image: ～][image: ～]」

　ピラピラって手を振ふったつばさ。少し先に、クラスメイトの女子を見つけ、楽しそうに追いかける。

「おっは[image: ～][image: ～]。マコちゃん。元気？」

　とても、朝のひと時をノーパンで過ごしたとは思えない爽さわやかさだった。

「あいつ……大物だな」

　何となくそう呟つぶやいてから、オレはＣ組の教室へと入った。適当にクラスメイト達たちに挨あい拶さつをしながら、教室の一番奥おくにある自分の席へとつく。

　一時限目が始まるまでのわずかな時間、ぼんやりと窓の外でも眺ながめて過ごそうとしているオレに声がかけられた。

「宇う津つ木ぎ、お早はよう」

　同じクラスの西にし島じまだ。

「お前今日もまた飛とび田たさんと一いつ緒しよだったんだな？」

「ああ、そうだけど」

「いい加減に吐はけよ。本当はお前まえ達たち、付き合ってんだろ？」

（ああ、またか）

　オレは呆あきれた。こういった質問をされるのは、わりとよくあることだった。

　オレとつばさは付き合ってなんかいない。単なる幼おさななじみで腐くされ縁えんのご近所さんだ。向こうに聞いたって、迷うことなくそう答えるはずだ。

　確かに、一いつ緒しよにいることが多いのは事実だ。だから、疑われても仕方がないとは思う。

　だけど、クラスの連中に聞かれるのは正直、もう勘かん弁べんって感じだった。何度説明すれば気が済むんだよ。ホントに。

「だから、オレ達は付き合ってねーっての。幼おさななじみで腐くされ縁えんのご近所さんだってだけだ」

　オレは断固として言った。

　そんなオレの態度に、西にし島じまはあっさりと納なつ得とくした。もともと本心から疑ってたわけじゃなく、からかい半分といったところだったようだ。

（ったく、ふざけんなよ）

　心の中で文句を言ってるオレの前で、西にし島じまはため息をつく。

「でも、お前って本当に恵めぐまれてるよな。あんな可愛かわいい幼おさななじみがいて、毎日一いつ緒しよに登校してるなんて、もはやギャルゲーのレベルだぞ。ああ、羨うらやましい」

　西にし島じまは、心底羨うらやましそうに言う。

「できることなら、お前と入れかわりたいぐらいだ」

「オレと入れかわりたい？」

　オレは、フンと鼻を鳴らした。

「いいのか？　それってつまり、お前が無能力者になるってことだぞ」

　オレが、何のギフトも持っていないことは特に秘密にもしていなかった。クラスの連中なら普ふ通つうに知っている。

「う[image: ～][image: ～]む、無能力者か。さすがにそれは勘かん弁べんかな」

　西にし島じまは、苦笑いを浮うかべ言った。

　こいつだって、大したギフトを持ってるわけじゃない。確か、握にぎった消しゴムの色や形を好きに変えられるってだけの能力だったはずだ。

　そんなギフトでも、あるとなしでは大違ちがいなようだ。

　と、始業のチャイムが鳴った。

　すぐに教室の前の引き戸がガラガラと音を立て開き、数学の桜さくら下した先生が入ってくる。

「いけね」

　西にし島じまは慌あわてた様子で自分の席へと戻もどっていく。立っていた連中も急いで席へとついた。

　桜さくら下した先生はガリガリに瘦やせた外見だが、油断は禁物だ。今は人類総エスパー時代。当然ギフトを持っている。

《電魔王の眼差しエレキトリツクゲイザー》って、オレが勝手に名前をつけたそのギフトは、睨にらんだ相手の体に電流を走らせるっていうかなり強力なギフトだ。

　このギフトは、宿題を忘れたり授業中に居い眠ねむりしたり、あと先生の話をちゃんと聞いてなかったりした時に罰ばつとして発動される。

　特に男子には容よう赦しやなく！

　オレは、鞄かばんからノートや教科書を引っ張り出すと机の上に置いた。準備が遅おそくなり、目をつけられると厄やつ介かいだからだ。

　すぐに授業が始まった。まずは宿題の答え合わせだった。

　桜さくら下した先生がランダムに当てた生徒が、宿題の答えを口にしていく。

　オレは余よ裕ゆうだった。宿題は完かん璧ぺきに終わらせてあるからだ。

　オレにギフト因子がないってことがハッキリ分かったのは、オレが小三の時だ。いつまでたってもギフトに目覚めないオレを心配し、母さんが病院に連れてったのがきっかけだ。

　その時はショックを受け落おち込こんだりもしたが、最終的にオレが出した結論は一つ。




　ギフトがない分、他のことを頑がん張ばろう！




　だった。

　そんな決意があったせいか、自分で言うのも何だがオレはけっこうな努力家になった。

　夜よ更ふかしして好きなゲームをやることもあるが、勉強だって手を抜ぬいたりはしない。宿題はもちろんのこと、予習復習はかかさずしているし、テストの学年順位だって上位の10％には必ず入っている。

　宿題の答え合わせぐらい、どうってことなかった。どんと来い状態だ。

　少しだけ気を抜ぬいたオレは、何となくさっきの西にし島じまの言葉を思い出していた。

『でも、お前って本当に恵めぐまれてるよな。あんな可愛かわいい幼おさななじみがいて、毎日一いつ緒しよに登校してるなんて、もはやギャルゲーのレベルだぞ』

（つばさのかっ飛ばした天然っぷりを知れば、西にし島じまだって下らない夢から覚めるんだろうな）

　それでも、一つだけ認めなきゃならないこともあった。

（まあ、外見だけ見ればあいつ、確かに可愛かわいいんだよな）

　中学まではガリガリだったくせに、高校に入ってから急に体に肉がついた。太ったって意味じゃなく、体つきが女子っぽくなったってこと。

　で、スレンダーながらも出るべきところは出たなかなかのプロポーションの持ち主になった。顔立ちも整っているし、人気が出るのも十分頷うなずける。

　だけど、オレはどうにもピンと来ないでいる。昔っから一いつ緒しよにいてあいつのことを知り過ぎているせいだろうか？　異性として意識しにくいんだ。

　きっとつばさも同じような気持ちのはずだ。

　どちらかに恋こい人びとができるまでは、オレ達は今みたいな関係を続けるんじゃないかって思っている。

　ただし、今のところ、オレの方には恋こい人びとが欲ほしいなんて願望はない。つばさだって、すぐに彼かれ氏しができるとも思えない。

　オレ達の腐くされ縁えん街かい道どうは、まだまだ続きそうだった。

（まあ、それはそれでいっか。あいつと一いつ緒しよにいるのも、何だかんだで楽しいしな）

「……ぎ君……宇う津つ木ぎ君！」

　自分の名前を呼ばれていることに気付き、オレは慌あわてて返事をした。

「は、はい」

　桜さくら下した先生が教きよう壇だんからこっちを見ていた。少し不ふ機き嫌げんそうな表情。どうやらオレは何度も呼ばれていたようだ。

　考え事をしていて先生の呼びかけに気付かなかったなんて、大いなる不覚だった。

「次の問題の答えは？」

　桜さくら下した先生がそう尋たずねる。

　当然、宿題で解いた問題の答えを求めているんだ。

　手元には終わらせた宿題がある。ただ、何番目の問題の答えを求めているのかがオレには判別不能だった。

「すみません。聞きいていませんでした。何番の問題ですか？」

　次の瞬しゆん間かん、オレの体に強きよう烈れつな電流が走った。桜さくら下した先生のギフト、《電魔王の眼差しエレキトリツクゲイザー》だ。

　一年の時に食らって以来だったが、その時よりも１・５倍ぐらいパワーアップしている。

（シビれるって言うより……超ちよう痛いぞっ！　こいつはっ!!）

「ぎゃっあ！」

　耐たえ切れず、オレは情けなく悲鳴を上げた。

[image: ]

　午前最後の授業の終しゆう了りようを告げるチャイムの音が鳴なり響ひびいた。

　オレは大きく伸のびをする。まだ体の奥おくがビリビリと痺しびれているような感じがした。恐るべし、桜さくら下した先生の《電魔王の眼差しエレキトリツクゲイザー》だ。

　オレは鞄かばんから弁当箱の包みを引っ張り出し立ち上がった。

「宇う津つ木ぎ、今日も夫ふう婦ふで昼飯か？」

「俺おれ達たちとはレベルが違ちがうよな」

　クラスの連中から、そんなからかいの言葉を浴びせられる。

「夫ふう婦ふなんかじゃねーっての」

　憮ぶ然ぜんとしてそう言うと、オレは教室を後にした。向かったのは校舎一階にある多目的ホールだ。テーブルと椅い子すが並べられた広い空間で、休きゆう憩けいや昼食、放課後の自習等で生徒が自由に使えるようになっている。

「コーヘー、こっちこっち！」

　奥おくのテーブルで、つばさが大きく手を振ふっている。テーブルには、つばさが買ったペットボトルのお茶が二本、すでに置かれていた。

　オレはテーブルへと向かった。

「相変わらず早いな。まさか、跳とんだってことは？」

「さすがに学校の中でジャンプなんてしないよ。普ふ通つうにダッシュで来たんだよ。それより早く[image: ～][image: ～]」

　つばさが甘あまえた声を出す。

　オレは、つばさの前にドンと弁当の包みを置いた。

「ほらよ」

「待ってました♪」

　つばさが、声を弾はずませ包みを開く。中からは弁当箱が二つ登場した。

　片方はオレ、片方はつばさの分だ。サイズも中身も同じだから、どっちがどっちでも別にかまわない。

　実は高校に入ってからずっと、基本的につばさの分の弁当はオレの母さんが作っている。つばさの家は父子家庭で、弁当を作る人がいないっていうのがその理由だ。

「うわっ、今日はハンバーグだ♪　アタシ、大好物なんだよね」

　蓋ふたを開けたつばさが、大喜びで言う。

「いっただっきま[image: ～][image: ～]す！」

　箸はしを手に取り、顔の前で両手を合わせると、つばさは猛もう然ぜんと弁当を食べ始める。口くち一いつ杯ぱいに頰ほお張ばりながら、行ぎよう儀ぎ悪くオレに話しかけてきた。

「おははんはふふふほへんほふはひふほ──」

「ちゃんと飲のみ込こんでから喋しやべれよ」

「ふわひ」

　言われたとおり、口くち一いつ杯ぱいに頰ほお張ばっていたものをペットボトルのお茶の助けも借り飲のみ込こんでから、つばさは改めてオレに言った。

「コーヘーのおばさんの作るお弁当はいつもおいしいね。もう、最高だよっ」

「ありがとよ。母さんに伝えとく」

「でも、いっつも作ってもらっちゃってちょっと申し訳ないかな？　迷めい惑わくだったりしない？」

「そんなこと気にすんなよ。お前らしくもない」

　オレは、フンと鼻で笑った。

「弁当なんて、一つ作るのも二つ作るのもそうは変わらないって言ってたぞ。それに、お前だって母さんの性格、知ってんだろ？　大のおせっかい好きで、人に何かをしてあげるのが趣しゆ味みみたいなものなんだ。お前の分の弁当だって、毎日喜んで作ってるぞ」

　オレは言葉を続ける。

「材料代と手間賃も合わせて、お前の親父おやじさんから毎月それなりの額をもらってるんだ。お前は何も気にしないで、弁当を食べてりゃいいんだよ」

「そっか。それなら、遠えん慮りよしないでいただくね」

　つばさは中断していた弁当との対決を再開した。オレと同じ量の弁当なのに、オレよりも随ずい分ぶん早く食べ終わってしまう。

「ふ[image: ～][image: ～]、おいしかったあ♪」

　満足気に息を吐はき出だすつばさに、オレは幼おさななじみとして忠告した。

「お前、もうちょっとゆっくり食べたらどうなんだ？　一応、女子なんだから、早食いはマズいだろ？」

「い[image: ～][image: ～]のい[image: ～][image: ～]の。アタシ、そういうの気にしないから」

「いや、少しは気にしろって。せっかく人気が出てきたんだから」

「えっ、人気？　何のこと？」

　つばさがキョトンとする。

「お前、自分じゃ分かってないみたいだけど、結構男子に人気なんだぜ。今朝だってオレ、お前みたいな幼おさななじみがいて羨うらやましいって言われたんだからな」

「へ[image: ～][image: ～]、そうなんだ[image: ～][image: ～]」

　たいして興味なさそうにつばさが相あい槌づちを打った。

「でも、それを言ったらコーヘーだって同じだよ」

「オレが？」

「そっ。けっこうイケてるよねって、Ｆ組の女子の間で話題になってたもん」

　初耳だった。

「それ、マジか？」

「うん、マジのマジ。マジマジだよ」

　どうやら、冗じよう談だんではなかったようだ。

（ああ、勉強や運動に頑がん張ばってきた甲か斐いがあったぞ）

　自然と顔がニヤけてしまうオレ。

「参ったな。告白とかされたらどうする？　オレ、彼かの女じよとかまだ考えてないのに」

「あ、それなら心配いらないよ。告白は多分……って言うか、絶対ないから」

　オレのささやかな夢と希望は、つばさによってバッサリと斬きられた。

「コーヘー、悪くないけど将来性に不安があるって言ってたよ」

「それって、やっぱりオレが無能力者だからか？」

「うん」

　コックリとつばさが頷うなずくのを見て、オレは思わずため息をつく。

　つばさのクラスの女子の見解は、あながち間ま違ちがってはいなかった。

　ギフト。それは、個性でもあれば特とく殊しゆ技能でもある。市し販はんの履り歴れき書しよを見たって、当然のこととして『ギフト』って項こう目もくが存在しているんだ。

　会社の面接でも、とりあえずギフトを尋たずねられることが多いらしい。

　有能なギフトを持っていれば、就職にだって当然有利となる。

　もちろん、ギフトがすべてじゃない。就職で使えるようなギフトなんてほんの一ひと握にぎり。ほとんどは、大して役にも立たないようなギフトの持ち主だ。

　問題なのは、ギフトはあって当たり前。ない方がおかしいという現状だ。

　無能力者であるオレは、天然記念物並みに珍めずらしい存在だ。だからこそ、扱あつかいが厄やつ介かいだと思われてしまう可能性がある。

　正直、就職には不利だった。

　自分の置かれた立場、そして今時の女子高生のドライなものの考え方、その両方に失望し、オレは少しだけヘコむ。

　そんなオレに、つばさがサラリと言った。

「でも、アタシは良かったかな。コーヘーが無能力者で」

「どうしてだよ？」

「う[image: ～][image: ～]ん、どうしてだろ？」

　つばさがう～んと考かんがえ込こむ。自分で言っておきながら、よく理由が分かっていない様子だ。

「とにかく、そう思ったの。何でかよく分かんないけどね」

　つばさは勢いよく立ち上がった。

「何か、デザートに甘あまい物食べたくなっちゃった。購こう買ばいでプリンでも買ってこよっと。コーヘーもいる？」

「じゃあ一つ頼たのむ。お茶代と一いつ緒しよに金は後で払はらうから」

「い[image: ～][image: ～]よい[image: ～][image: ～]よ。アタシ、昨日お小こ遣づかいもらったばっかでちょっとリッチだから。どっちも今日はおごるよ。アタシのお弁当を持ってきてくれるコーヘーへの手間賃ってことで」

　そう言うと、つばさは早足で多目的ホールを後にする。

　弁当の残りを食べ終え、オレがお茶を飲みながらつばさの帰りを待っている時だった。

「おい、宇う津つ木ぎ」

　後ろから声をかけられる。肩かた越ごしに振ふり向むくと、一人の男子が立っていた。

　こいつのことは知っている。Ｅ組の水みず沢さわだ。

　面めん倒どう臭くさいヤツが来たなと、オレは露ろ骨こつに顔をしかめた。

「お前、この前の話を忘れたのか？」

「ああ、つばさと一いつ緒しよにいるなって話か？」

　そう、この水みず沢さわってヤツは、つばさの外見にすっかり騙だまされた人間の一人だ。

　だから、つばさといつも一いつ緒しよにいるオレが気に入らなくてたまらないらしい。

　つばさと距きよ離りを置くよう、ちょっとした脅おどしを受けていたんだ。

　まあ、正直忘れてたんだけどさ……。

「オレのことなんて無視すりゃいいだろ？　あいつ、もうすぐ購こう買ばいから戻もどってくるから、告白するなり口く説どくなり勝手にしてくれよ。オレは別に邪じや魔ましないから」

「お前みたいなのが近くにいるだけで目め障ざわりなんだ。いいからさっさと消えろよ」

　水みず沢さわの命令口調に、オレはかなりムッとした。

（消える？　おごりのプリンを諦あきらめろって言ってんのか？）

　もちろん、プリンだけが理由じゃないが、オレは水みず沢さわに抵てい抗こうする。

「断る。オレは好きにさせてもらうからな」

　オレの言葉に、水みず沢さわの顔が歪ゆがんだ。猛もう烈れつに怒おこったようだ。

　だけどすぐに、表情が変わる。今度は、オレを見下したような顔になった。

　水みず沢さわが、オレが手にしたペットボトルに視線を向ける。次の瞬しゆん間かん、ペットボトルからお茶が吹ふき出だし、オレの顔を直ちよく撃げきした。

　どうやら、これが水みず沢さわの持っているギフトらしい。別にお茶は熱くなっていなかったから、沸ふつ騰とうさせて噴ふん出しゆつさせたのとは違ちがう。おそらく、念動力系だろう。

　お茶でビショビショになったオレの顔を見て、水みず沢さわは馬ば鹿かにしたように笑った。

「どうだ？　悔くやしかったらお前も何かやって見せろよ。おっと、できるはずないよな。だってお前は、無能力者なんだから」

「そーだな。確かにオレにはこんな真似まねはできねーよ。でもな……」

　濡ぬれた顔を拭ふこうともせず、オレは水みず沢さわをギロリと睨にらみ付つけてやった。

「これからお前に飛びかかって、胸むな倉ぐらを摑つかんでぶん殴なぐることはできるぜ」

「ぐっ……」

　水みず沢さわが焦あせりの表情を浮うかべた。オレの気き迫はくに、ビビったようだった。

「お、俺おれが言ったこと、忘れるなよ！」

　上ずった声でそんな捨すて台詞ぜりふを口にすると、水みず沢さわは逃にげるように多目的ホールを後にした。

　オレは空っぽになったペットボトルを前に、ポツリと呟つぶやいた。

「ったく。お茶を無む駄だにしやがって。せめて弁べん償しようしていけよな」

　タイミングよく購こう買ばいからつばさが戻もどってきた。

「ごっめ[image: ～][image: ～]ん。購こう買ばいがメチャ混んでてで遅おそくなっちゃった。はい、お待ちかねのプリンだよ[image: ～][image: ～]」

　オレの目の前にプリンのカップを置いたところで、つばさは水を滴したたらせるオレに気付く。

「ど[image: ～][image: ～]したのコーヘー？　顔、ビショビショだよ？」

　水みず沢さわのことを説明するのも面めん倒どうだったから、オレは適当に誤ご魔ま化かすことにした。

「ちょっとばかし暑かったんだよ」

　って。
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　午後の最後の授業が終わった。先生も教室を出ていき、オレ達は自由の身となる。

　鞄かばんを肩かたにかけ教室を出たオレを待っていたのは、笑え顔がおのつばさだった。

「あっ、コーヘー。今、丁度呼びに行こうとしてたとこだったんだよ。これから市駅の方まで出てみない？」

　つばさは、一枚のチラシを持ち上げてオレに突つき付つけた。

「ジャジャ──ン！　マリリンクレープで大感謝祭が始まったんだって！　いつもは四百円のクレープが、今日から一週間、何と半額の二百円！　これはもう行くっきゃないよ！」

　市駅とは、青あお葉ば市し駅えきのことだ。ここからだと電車に乗って二駅。このあたりでは一番の繁はん華か街だ。『青葉モール』という名前の、若者向けの店が立ち並ぶモール街もあり、近きん隣りんの学生達が遊ぶ場所として定番だった。つばさお気に入りのそのクレープ店もそんなモール街の中にある。

　正直、クレープにさほど興味はなかった。甘あまい物が苦手なわけじゃないが、今日の必要甘かん味み量は昼につばさにおごってもらったプリンで十分に満たしている。

　それでも、久しぶりに市駅の方に出るのは悪くないと思った。あそこには、行きつけの中古ゲームショップがあるんだ。ちょっと覗いてみたい。

「別にいいけど、お前、今日は部活じゃなかったっけ？」

「今日はお休みにした。だって、こんなチラシもらっちゃったんだもん」

　つばさはあっけらからんと言う。あまり褒ほめられたものではないが、陸上部においてはつばさの実力はピカ一だ。普ふ段だん、好き勝手させておいた方が本番で結果を出す傾けい向こうがあり、こういった自由が特別に黙もく認にんされているらしい。

「それなら、別にいいぞ」

　頷うなずくオレ。と、声がかかった。

「ひょっとして青葉モール行くのか？　だったら俺おれも一いつ緒しよさせてくれよ」

　オレよりも一回り体の大きい男子が立っていた。太っているのではなく、ガチガチの筋肉に包まれた肉体の持ち主だ。

　こいつは、Ｅ組の森もり本もと輝てる夫お。中学からの同級生で、つばさとも仲が良く、三人でよく遊んだりすることもある。

「テルっち。相変わらず固そうな体してるね[image: ～][image: ～]」

　つばさが、輝てる夫おの腹をグーでパンチする。

「うははは、そんな攻こう撃げき、俺おれの鋼鉄の腹筋には効かんなあ」

　腰こしに両手を当て胸を張り、輝てる夫おが豪ごう快かいに笑った。

　今でこそこんな筋肉に覆おおわれているが、中学時代の輝てる夫おはこんなんじゃなかった。ぶくぶくに太っていて、よくつばさとオレとでその腹の肉の感かん触しよくを楽しんでいた。

　高校に入って、ボディービル愛好会なるものに入り厳しいトレーニングの末、こんなムキムキの体になった。

　正直、つばさもオレも前の輝てる夫おの方が好きだ。何より、触さわり心地ごこちが良かったし。究極の癒いやし系だったから。

「ああ、こんな固いテルっちなんて、テルっちじゃないよ。また前のぽにょんぽにょんしたテルっちに戻もどって欲ほしいな」

「フッ、あの頃ころの俺おれの姿は忘れてくれよ。鋼はがねの筋肉に覆おおわれたこの体こそ、俺おれの真実の姿なのさ！　さあ、見ろ！　俺おれを見てくれぇぇぇ！」

　輝てる夫おが、ボディービルのポーズを決める。

「よっ、カッチョイイ！」

　つばさがはやし立てる。結局、マッチョになった輝てる夫お相手でも十二分に楽しめてはいる様子だ。
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　調子に乗った輝てる夫おは、さらにノリノリでポーズを決め始めた。

　着ている制服がうっすらと透とう明めいになっていく。

　輝てる夫おが、ギフトを発動したんだ。

　こいつのギフトは、物質の透とう明めい化かだ。自分の体に触ふれている物ならば、何でも透とう明めいにすることができる。当然、着ている服も。

　このギフトを使って、むやみやたらに自分の筋肉を披ひ露ろうしようとするから質たちが悪い。普ふ段だんからボディービル用の見られてもいいパンツを穿はいているからある意味、確信犯だ。

　しかも困ったことに、この見られてもいいパンツすらうっかり透とう明めい化かさせてしまうこともある。今のところ、男子がいる前でしかその失敗はしていないが、もし女子がいる前でやってしまったら最悪だ。大だい惨さん事じであり、大事件だ。

「輝てる夫お、ここでは止やめとけって。女子がたくさんいるんだから」

　オレは輝てる夫おの肩かたを叩たたき、やんわりと止めた。

「おっ、そうだった。危ないとこだった」

　透とう明めい化かが止やみ、ホッと一息。

　オレは、つばさと輝てる夫おという二人の友人の顔を見比べた。

　片や、瞬しゆん間かん移動の度に身に着けている物を落としてしまい、いずれは全ぜん裸らになってしまうギフトの持ち主で。

　片や、調節を間ま違ちがえるとパンツまで透とう明めい化かしてしまい、全ぜん裸らになってしまうギフトの持ち主。

（オレの友達には、裸はだかになるヤツしかいねーのか!?）

　オレは何だか呆あきれた。同時に、笑えもした。

「で、テルっち。アタシ達と一いつ緒しよに行きたいんだよね。もちろんＯＫだよ。さあ、早く行こ！　新作クレープが売り切れちゃうよ！」

　小走りに駆かけ出だすつばさを、オレは輝てる夫おと一いつ緒しよに追いかけた。
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　学校を後にし、十分程ほど歩けばもう最も寄よりの青葉高校前駅だった。駅の構内に入り、待つこと数分。青葉市駅行きの電車がやって来る。

　オレ達三人は、電車へと乗のり込こんだ。下校する生徒達で、車内はそれなりに賑にぎわっていた。

　三人並んで座すわれる席が空あいてなかったから、窓まど際ぎわのスペースに立つ。どうせ青葉市駅まではたった二駅、十五分足らずだ。わざわざ座すわる必要もなかった。

「テルっちも、やっぱりクレープが目的？」

「クレープ？　おいおい、俺おれはそんな脂し肪ぼう分ぶんの多い物は食べないぞ」

　分かってないなといった感じに、輝てる夫おが首を振ふる。

「俺おれはプロテインを買いに行きたいんだよ。青葉モールの中に、輸入スポーツ用品店があるんだ。そこで、外国製の新しいプロテインを売ってるからな」

「プロテイン？　何それ？」

　キョトンとするつばさに、オレは軽く説明をした。

「ボディービルダーがよく飲んでる、筋肉を作るドリンクの元のことだ」

「へ[image: ～][image: ～]、そうなんだ。テルっち、そんなの飲んでるんだ。おいしいの？」

「筋肉が喜ぶ声が聞こえるうまさだ。今度味見させてやるよ」

「騙だまされるなよ。オレ、この間輝てる夫おん家ちで飲ませてもらったけど、少しもうまくなかったからな」

「そーなんだ。じゃあ、アタシは味見するの止やめとこ」

　つばさは、まだ手にしていたマリリンクレープのチラシに目を向けた。

「ああ、やっぱりおいしそうだな。ピーチスペシャル。マンゴースペシャル。あっ、イチゴチョコも外せないよね」

　十数分後にはほおばっているであろう甘かん味みを想像し、すでにヨダレをたらしそうな顔になっていた。

　オレは、輝てる夫おも水みず沢さわと同じＥ組だってことをふと思い出した。

「なあ、輝てる夫お。お前のクラスに水みず沢さわってヤツがいるだろ？　あいつのギフトって何なんだ？」

「確か、流体念動力とか言ったっけ？　分かりやすく言えば、液体専門のテレキネシスな」

　やっぱり、オレの思ったとおりだった。

「それがどうかしたのか？」

「いや、実は今ちょっと、その水みず沢さわとモメててさ。まあ、向こうが一方的に絡からんでくるだけなんだけどよ」

「……ああ、そうだった」

　輝てる夫おが、思い出したように軽く頷うなずいた。

「水みず沢さわ、飛とび田たに惚ほれてたんだっけ。俺おれんとこにも来たんだよ。仲を取り持てとか上から目線で命令してきて。もちろん、速そつ攻こう断ってやった。俺おれ、あいつ嫌きらいだし」

　輝てる夫おは楽天的に言う。

「まあ、水みず沢さわとならたとえケンカになったとしたって航こう平へいが勝つんじゃないか？　あいつのギフト、５００ミリリットルのペットボトル一本分の水を動かすのがやっとだって話だし」

「でも、毎日ビショ濡ぬれにされるのも勘かん弁べんだぞ。今日はまだお茶で良かったけど、これがコーラとかだったら最悪だ。服がベタついちまう」

「まあ、そこんとこは上手うまく切きり抜ぬけろよ。あんまりにもしつこいようだったら、俺おれの方からも言うようにするし。まあ、最後の手段としては、俺おれ達たちでお膳ぜん立だてして水みず沢さわに告白する機会を作ってやるってもんだがな」

「どうしてそれが最後の手段なんだ？」

「だって、飛とび田たがＯＫするはずないだろ？　水みず沢さわだって、キッパリ振ふられたらさすがに諦あきらめるだろ」

　輝てる夫おのアイデアに、なるほど、その手があったかとオレは感心した。

「確かにそれがてっとり早いかもな」

　チラリとつばさを見る。相変わらず、クレープのチラシにぞっこん状態だった。オレ達の話なんて、まるで耳に入っていない。他ならぬつばさのことを話しているのにだ。

（こいつは、まだまだ色気より食い気なんだ。水みず沢さわが告白したところで、『興味ないから、ごめんねー』の一言で終わりだろうな）

　そう考えると、同じ男として水みず沢さわのことが少しだけ気の毒になった。

　もちろん、だからって応おう援えんする気になんてならない。人に絡からんできた挙句、お茶をぶっかけていくようなヤツの恋こい路じ、手助けする気になるはずがない。

（とりあえず、タオルと着き替がえのＴシャツぐらい用意しておくか）

　そう、オレは何事においても、準備はきっちりとするタイプなんだ。

　やがて電車は、青葉市駅へと到とう着ちやくした。
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　青葉市駅を出ると、広々としたロータリーになっていた。そこを少し歩けば、もうモール街の入口となる。

　目的地であるクレープ屋は、モール街を入ってすぐの場所にあった。移動販はん売ばい車風の店だ。いや、実際移動販はん売ばい車なんだろうけど、この店を知ってからずっと、動いたことはない。前のスペースには、大きなパラソル付きのテーブルとイスが並べられている。

「コーヘーとテルっち何にする？」

「だから、俺おれはいいって。おやつならちゃんと持ってきてるからさ」

　輝てる夫おが自分の鞄かばんをポンと叩たたいて見せる。大方、バナナでも入ってるんだろう。

「じゃあ、コーヘーは？」

「キウイチョコスペシャル。生クリーム半分で」

「生クリーム半分!?　それってすっごい損してるよ。ふわふわの幸せを自分から捨てるなんてどうかしてるって！」

「うるさい。生クリームは量が多いとウゲッってなるんだよ」

「しょうがないな[image: ～][image: ～]。じゃあ、二人は席でも取ってて。アタシ、買ってくるから」

　オレは自分のクレープ代の二百円をサイフから出し、つばさの手に握にぎらせた。

　つばさが、並んでいる列へと突とつ撃げきする。

　言われたとおり、オレ達は席を取ることにした。幸い、一つだけ空あいていたテーブルがあった。迷わずそこに座った。

　まわりは女子ばかり。オレはともかく、輝てる夫おのゴツゴツとした体は異様に目立つ。

　ましてや、鞄かばんからバナナを一ひと房ふさも取り出しモリモリと食べ始めるんだから、なおさらだ。

　しばらく居い心地ごこちの悪い思いをしていると、つばさが戻もどってきた。その手には、クレープが四つも握にぎられている。

「はい、コーヘーのキウイスペシャル、生クリーム半分ね」

　オレに一つが渡わたされる。分かっていたことだが、残りは全部つばさの分だった。

「いっただっきま[image: ～][image: ～]す♪」

　イスに座すわったつばさが、クレープを食べ始める。この世の幸せを凝ぎよう縮しゆくしたかのような笑え顔がおになった。

「うん、おいしい[image: ～][image: ～]！」

　オレはオレで、渡わたされたクレープをかじってみた。久しぶりに食べることもあって、なかなかおいしかった。半分にしてもらった生クリームもオレには適量だった。

　オレが一つのクレープを食べ終わる頃ころ、つばさはすべてのクレープを食べ終わっていた。

「あ[image: ～][image: ～]、おいしかった！」

　甘あまい息を吐はき出だしてから、とんでもないことを口にした。

「さあっ、おかわりのクレープは何にしよっかな？」

「お前、まだ食べるのか？」

「もちろん！　だって、感謝祭は一週間で終わりなんだよ。来られる時に来て、しっかり食べとかないと後こう悔かいするよ！」

　瞳がメラメラと燃え上がっていた。

「コーヘーは何にする？　デラックス抹まつ茶ちやあんこ生クリームカスタードスペシャルなんてどう？」

　うっぷ、名前を聞いただけで、胸やけがしてきた。

「オレは一つで十分だから、お前は好きなようにしろよ」

「うん、分かった。じゃあ行ってくるね！」

　つばさは立ち上がると、クレープ店へと向かった。女子高生で長くなった列の一番後ろに並ぶ。

「飛とび田た、相変わらず甘あまい物は底なしなんだな。大したもんだ」

　感心したように呟つぶやく輝てる夫おだって、すでに一ひと房ふさ十二本程ほどのバナナを食べ終えようとしていた。

「どっちもどっちだろ」

　やや呆あきれ気味に突つっ込こみを入れてから、オレは輝てる夫おに言った。

「なあ、輝てる夫お。オレ、ちょっと出かけてきてもいいか？」

「どこ行くんだ？」

「ゲーム屋だよ。ここからちょっと歩いたとこにあるんだ。チラっと見てくるだけだから、そんなに時間もかかんないと思う」

「ふ[image: ～][image: ～]ん、別にいいんじゃないか。飛とび田たが戻もどってきたら伝えとくよ」

「サンキューな」

　オレは立ち上がり、モール街の中を歩き始めた。

　少し歩き、中古ゲーム屋の看板が見え始めた時だった。オレの目の端はしに、その光景が一いつ瞬しゆん映った。

　モール街から横に延のびる細い路地。そこで、他校の男子生徒達に一人の女子生徒が囲まれていた。

　男子生徒達の制服は、近きん隣りんでもあまり評判の良くない大だい南なん高校の制服。女子生徒の制服は、青葉高校のものだった。

　オレは足を止める。

（おいおい、オレ、何を考えてんだ？　別に放ほっときゃいいだろ？　単純に友達同士が集まって話してるだけかもしんないし）

　だけど、それは違ちがうような気がした。

　一いつ瞬しゆんだけ見えた女子生徒、何だかひどく困って、泣きそうな顔をしていたように思えたからだ。

「ええいっ、くそっ！」

　オレは自分の不運に毒づくと、クルリと向き直った。引き返し路地へと入る。

　近くでその集団を見て、オレは確信した。女子生徒は壁かべ際ぎわに追おい詰つめられ、体を小さくしている。四人の男子生徒達たちは、ヘラヘラとした笑えみを顔に浮うかべながら女子生徒に迫せまっていた。

　若者が多く集まる場所だけあって、質たちの悪いナンパをする連中も少なくはない。バシッと断って人の多い場所に飛び出してしまえばそれまでなんだが……。

（この子には、ちょっと無理そうだな）

　小こ柄がらな女子生徒だ。ショートボブの髪型がよく似合っている。全身から、私は気が弱いんですオーラが立たちのぼっていた。

　しかも困ったことに、かなり可愛かわいらしい顔立ちをしている。これならナンパされるのも頷うなずける。強ごう引いんに押おせばどうにかなると誤解されるのも仕方がない。

「ん、何だお前は？」

　男子連中がオレに気付いた。邪じや魔まするなオーラを全開にしてオレを睨にらむ。

「取とり込こみ中に悪いけど、オレ、その子と待ち合わせてたんだよね」

　オレは適当な噓うそをついた。同じ青葉学園の制服を着ているし、通用しないこともないだろう。

「待たせたな。じゃあ、行くか」

　男子連中の間に割って入り、女子生徒の腕うでを摑つかんだ。そのまま引っ張り、路地を抜ぬけようとするも……。

「おい、待てよ」

　男子連中が立ちはだかる。

　その中の一人、小こ柄がらな男子がオレに歩み寄った。

「なあ、もう一度。言ってくれないか？　その子と何だって？」

　粘ねばっこい口調で尋たずねてくる。

「だから、オレはこの子の知り合いで。待ち合わせてたんだよ」

　そう答えるオレの顔をしげしげと見つめてから、小こ柄がらな男子はニヤリと笑った。

「噓うそだな」

「噓うそじゃないって」

「いや、噓うそだ。だって、そう顔に書いてあるからな」

　小こ柄がらな男子は得意気に続ける。

「俺はな、そいつが噓うそついてるかどうか、顔を見りゃ分かるんだよ。噓うそをついてたら、『ウソ』って文字が浮うかび上あがって見えるからな」

「……ギフトか？」

「ああ、そうさ。これこそが、俺おれのギフト。《ルッキングフェイス》だぜ！」

　妙みようなポーズまで決めて、小こ柄がらな男子は叫さけぶ。

　自分のギフトに名前を付ける。男子なら一度はやることだ。それでも、高校生にもなってそれを口にするヤツはそうはいないが。

（ルッキングフェイスって何だよ。そのまま訳すと、《顔を見てる》じゃねーか。ちっとも恰かつ好こう良くねーよ！　どうせ名前を付けるなら、もっといい感じのがあるだろ!?）

　その点に関して、ついつい突つっ込こみを入れたくなってしまう。

「お前は、その子の知り合いでもなければ、待ち合わせなんかもしてない。そうだよな？」

　小こ柄がらな男子が、確信を込こめて言った。相手が真しん偽ぎを判断するギフトの持ち主なら、さすがに噓うそは突つき通とおせない。

「ああ、そうだ。噓うそだよ」

　観念し、オレは白状した。

「お前、横取りするつもりだったな!?」

「俺おれ達たちが先に声かけたんだ！　引ひっ込こんでろ！」

　男子連中が騒さわぐ。

「おいおい、誤解すんなよな。オレは別に、あんたらからこの子を横取りしてナンパしようなんて思っちゃいない。単純にこの子が同じ学校の生徒だったから、放っておけなかっただけだ」

　小こ柄がらな男子がオレの顔をじっと見つめる。

「本当……みたいだな」

　オレは、少しだけ下した手てに出ることにした。

「悪いけど、この子のことは諦あきらめてくれないか？　何か、怖こわがってるみたいだし。なっ、頼たのむよ」

　片手拝みで頼たのんでみる。

「無関係なヤツが出しゃばってくるんじゃねえよ！」

　息まく一人の男子。と、別の男子がそいつを制した。

　そして、その男子はオレの後ろに隠かくれるようにして身を縮ませている女子生徒に声をかける。

「なあ、俺おれ達たちのこと、別に怖こわくなんてねえよな？」

「…………」

「なっ!?」

　男子は怒ど鳴なりつけるように言った。

　女子生徒は泣きそうな顔で頷うなずく。

「ほら？　別に怖こわがってねえだろ？　お前の勘かん違ちがいだぜ」

　男子が勝かち誇ほこったように言った。他の男子達たちも、ニヤニヤと笑っている。

（何だよ。この子が気弱だって知ってて、脅おどしたんじゃねーか！）

　オレはさすがにムカついた。

　交こう渉しよう決けつ裂れつで、ぶっ飛ばしてやろうかと思った。

（でもな、他校の生徒とケンカなんてしたりしたら、一発で停学だし。どーすりゃいいんだよ）

「それとも何か？　お前、俺おれ達たちとやるつもりか？　だったら」

　一人の男子が、指をピストル型にした。路地に転がっていた空あき缶かんを指差し、

「バン！」

　と叫さけんだ。

　バゴンと音を立て、空あき缶かんが弾はじけ飛ぶ。なかなかの威い力りよくだ。

「俺おれのギフトが炸さく裂れつするぜ」

「模も糊こ道みちさんの《フィンガーバキューン》、すごいっす！」

「これ、おでこに食らったらチョー痛いんスよね」

　他の男子達たちが騒さわぐ。

（だから、ネーミングセンスが終わってんだって！　フィンガーバキューンって何だよ！　せっかくのギフトなんだからもっと恰かつ好こういい名前を考えろよ！）

　ゲーム好きで数々の必殺技わざと慣れ親しんできたオレとしては、やっぱり耐たえがたいものがある。ぶっちゃけ、オレが考えてやりたいところだった。

「で、お前はどんなギフトを持ってんだ？　俺おれ達たちをぶちのめせるような、すげーギフトでも持ってんのか？　おっと、ハッタリはなしだぜ。こっちにはルッキングフェイスの使い手がいるんだからな」

（ギフトなんて持ってねーっての）

　心の中で呟つぶやくオレだったけど、ちょっとした作戦を思い付く。

（待てよ？　こいつらに上手うまいこと、オレがすごいギフトの持ち主だって信しんじ込こませたら……）

　オレは素す早ばやく作戦を立て、それを実行した。

「仕方ねーな。特別に教えてやるよ」

　もったいをつけてから、世界の秘密でも語るかのように言ってやった。

「オレはな、超ちようレアだぞ。一千万人に一人って言われてんだ」

「一千万人に一人の強いギフトだって？　そんな馬ば鹿かな!?　ハッタリをかますにしたってもう少し控ひかえめにしろよ」

　笑う男子達たち。しかし、一人の男子は笑っていない。

　ギフト《ルッキングフェイス》を持つ小こ柄がらな男子だ。

「いや、本当だ。こいつ、本当のことを言ってやがる。ウソって文字が浮うかんでねえ！」

「ええっ！」

　男子達たちに緊きん張ちようが走る。

　オレは畳たたみかけるように言葉を続けた。

「何せ、国のギフト研究センターに散々調べられたぐらいだからな」

「……ほ、本当だ？」

　小こ柄がらな男子の言葉に、他の男子も慌あわてる。

「お前は、そんなにもすごい能力者なのか!?」

　否定も肯こう定ていもせず、オレは宣言した。

「オレは、誰だれもが驚おどろくのー力者なんだ！」

　オレは、いかにも必殺技わざを出しそうなポーズを決める。

「行くぜ！　《竜破断空撃ドラグデイバイテイングアタツク》！」

「ひゃあ！」

「な、何かスゲー強そうだぞ！」

「に、逃にげろ！」

　男子達たちが脱だつ兎とのごとく逃にげていく。

「今日だけは見み逃のがしてやろう！　うははははは！」

　高笑いを響ひびかせてから、さすがのオレも恥はずかしくなる。

「って、悪ノリし過ぎだな。オレ」

　少し反省してから、オレは振ふり向むいた。

　女子生徒は、オレの必殺技わざを恐おそれてか目をギュッと閉じ身を固くしている。

「おい、あんた。もう大だい丈じよう夫ぶだぞ」

　オレが声をかけると、女子生徒はゆっくりと瞳ひとみを開いた。

「あの連中なら逃にげてったからな」

　男子達たちの姿がないことを確かく認にんしてから、女子生徒は慌あわてた様子でオレに頭を下げた。

「あ、ありがとうございました」

「別に、気にするなって。同じ青葉高校の生徒だし。放ほっとけなかっただけだ。だけどな──」

　オレは少しだけ女子生徒に忠告する。

「ああいう連中相手には、キッパリ迷めい惑わくだって言わなきゃ駄だ目めだろ。それでも強ごう引いんに迫せまってくるようなら、悲鳴のひとつでも上げりゃいい。耳のいいお巡まわりさんがいれば、すぐに駆かけつけてくれるからな」

　耳のいいお巡まわりさんって言葉は、別に何かの比ひ喩ゆ表現でも何でもない。

　公務員は特に、仕事に適したギフトの持ち主が採用されやすい。超ちよう聴ちよう力りよくのギフトを持つ警官だって、普ふ通つうに存在しているんだ。

　そういった意味では、先さき程ほどの小こ柄がらな男子の噓うそを見破れるギフトなんて実に警官向きのギフトだろう。

　お世辞にも優ゆう秀しゆうな学生とは思えないヤツだったが、あのギフトがあるだけで就職はかなり容易となるはずだ。それが少しばかし悔くやしかった。

「はい、すみません。わたし、駄だ目めですね。今日だって、友達と一いつ緒しよに来てはぐれちゃったって、ちゃんと言うべきでした。なのに、あの人ひと達たちのことが怖こわくって……」

　女子生徒がシュンとなる。何だかオレがいじめてるみたいで嫌いやな気分だ。

「まあ、これからはちゃんと断るようにしろよ」

「はい、わたし、頑がん張ばります！」

　女子生徒が大きく瞳ひとみを開き、コクンと頷うなずく。なかなか素す直なおでよろしい。

「それにしても、すごいギフトをお持ちなんですね？　えっと、どらぐでぃばいでぃんぐ」

「や、止やめてくれ。人に言われると余計に恥はずかしい」

　オレはたまらず悲鳴を上げる。それから、苦く笑しようしながら真相を告げた。

「オレは、すごいギフトなんか持っちゃいない。それどころか、何のギフトもないんだよ」

「えっ？」

「オレは無能力者なんだ」

　オレの告白に、女子生徒はキョトンとした顔をする。

「えっ？　えっ？　えっ？」

　驚おどろきと困こん惑わくの嵐あらし。それぐらい、無能力者ってのは珍めずらしい存在なんだ。

　断言したっていい。この女子生徒が人生で初めて会う無能力者。それがオレだ。

　人生で最後に会う無能力者がオレになる可能性だって高い。いや、きっとそうなる。

　何せ無能力者ってのは一千万人に一人の存在だ。日本全国を見たって、たった十人程度しかいないんだ。

「で、でも、さっきの噓うそか本当か見み極きわめられる人が、どうして何も言わなかったんですか？」

「オレが噓うそなんて何ひとつつかなかったからだよ」

　オレは軽い口調で説明した。

「無能力者は超ちようレアで、一千万人に一人の存在だ。そんなだから、国のギフト研究センターで散々調べられるのも当然だ」

　そう、オレは一言だって噓うそは言っていない。あの男子達たちが勝手に勘かん違ちがいをしただけのことだ。

「でもでもでも、最後にこう言ってましたよね？　自分は、誰だれもが驚おどろく能力者だって」

「ああ、言った。でも、ちょっと発音が違ちがうな。オレは、誰だれもが驚おどろく『のー力者』だって言ったんだ。英語のＮＯで、ＮＯ力者。な？　噓うそじゃないだろ？」

「あっ!?」

　女子生徒も、オレのちょっとした言葉のトリックに気付いた。

「ＮＯで、ＮＯ力者。それを、能力者だと信じてたんですね。わたしも、そしてあの人ひと達たちも」

　面おも白しろかったのか、女子生徒がクスリと笑った。

　控ひかえめだけど、邪じや気きのない純じゆん粋すいさを感じさせる笑え顔がおだ。

「じゃあな。オレは行くよ。あんたも早く、友達見つけて合流しろよな」

「あ、ありがとうございました。本当に本当に、ありがとうございました！」

　女子生徒のお礼を背中に受けながら、オレは路地を後にした。

　正直、ちょっといい気分だった。
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　女子生徒を助けるのに時間を取られてしまったから、中古ゲーム屋は諦あきらめてオレはクレープ屋へと戻もどった。

　そこでは、つばさが九個目のクレープを食べ終えたところだった。輝てる夫おはと言うと、一ひと房ふさで足りなかったのか近くの果物屋で買ってきた二ふた房ふさ目のバナナをほおばっていた。

　その後、輝てる夫おの目的地である輸入スポーツ用品店へと三人で行ったり、適当にゲーセンを覗のぞいたりして楽しんでから、オレ達は家路についた。

　同じ中学出身だから、輝てる夫おの家も方角は同じだった。一いつ緒しよに歩けるところまでオレ達は歩く。

「じゃ、俺おれはこっちだから。またな[image: ～][image: ～]」

　プロテインの入ったビニール袋ぶくろを持ち上げ、輝てる夫おが手を振ふった。

「ああ、またな」

「まったね[image: ～][image: ～]。テルっち」

　輝てる夫おと別れ、オレ達は再び歩き出す。

「あっ、そうそう。コーヘー。面おも白しろそうなゲームは見つかったの？」

「いや、ゲーム屋には行かなかったんだ」

「えっ？　どうして？」

「ちょっと、いろいろあってな」

　オレは、手短に路地での出来事を説明した。

「へ[image: ～][image: ～]、そんなことがあったんだ」

　つばさが不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。

「だったら、電話してくれれば良かったのに。そしたらアタシも助すけっ人とに駆かけ付つけたよ。もちろん、テルっちも一いつ緒しよに」

「来て何すんだよ。二人してギフトを使って、でもって全ぜん裸らになるのか？　止やめてくれって」

　そんな話をしている内に、オレの家の前までやってくる。

「じゃあ、また明日」

「うん、おばさんにお弁当おいしかった、ありがとうって伝えておいてね[image: ～][image: ～]」

　そう言って、自宅のアパートのある方向へ走り出すつばさ。

　と、不意に足を止め振ふり返かえる。

「アタシ、そうやって困ってる人を助けられるコーヘーのこと、好きだよ」

　好きって言葉に、いちいち反応したりはしない。つばさが言っているのは、友達としての好きだ。これまでだって何度も言われている。今いま更さら、ドギマギなんてしない。

　それでも、褒ほめられているわけだから悪い気はしなかった。

「何だよ。おだてても何も出ねーぞ」

「エヘヘ。じゃ[image: ～][image: ～]ね、バイバイ！」

　つばさは笑え顔がおで手を振ふると、走り去っていった。それを見届けてから、オレは自宅へと戻もどった。
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　──翌日の金曜日。

　いつもと同じように、オレはつばさと一いつ緒しよに登校した。

　水みず沢さわがちょっかいをかけて来た時のために、一応タオルだけは用意しておいた。

　しかし、休み時間や昼休みになっても特に何事もなかった。

　そして、放課後がやって来た。

　荷物を鞄かばんに入れたオレは、Ｃ組の教室を出て廊ろう下かを歩き始める。

　つばさが声をかけてこないところを見ると、今日は部活に出ているようだ。それならそれで別にかまわなかった。

　と、

「おい、宇う津つ木ぎ」

　無ぶ遠えん慮りよな声を後ろからかけられる。

　振ふり向むくと、何やら険しい表情をした水みず沢さわがいた。

「ちょっと話があるんだ。来いよ」

　正直気は進まなかったが、今後ずっと付きまとわれるのも迷めい惑わくだった。

（ここらできっちり話をして、オレへのちょっかいを止やめさせるか）

　オレは諦あきらめたように頷うなずくと、水みず沢さわの後をついて行った。

　水みず沢さわに連れていかれたのは、校舎二階にある空あき教室だった。物置として使われており、椅い子すや机等が煩はん雑ざつに積まれている。

「なあ、水みず沢さわ。もうこれ以上、オレにちょっかいをかけるのは止やめてくれないか？」

　オレは単刀直入にそう言った。

「昨日も言ったけど、オレは別にお前がつばさにアプローチかけるのを邪じや魔まするつもりはない。オレのことは気にせず、告白でも何でもしてくれりゃいーから」

「もうしたさ！　今日の昼休み！　お前らが多目的ホールから戻もどってきた後にな」

　つまり、昼飯を終えて別れた後ということになる。

「へ[image: ～][image: ～]、そっか。やったじゃねーか」

　水みず沢さわの男としての勇気を褒ほめてから、

「で……どうだったんだ？」

　一応、結果を尋たずねた。

「……断られたよ。その場で、一秒も考えることなくな」

　思ったとおりの結果だった。

「ま、まあ何だ。縁えんがなかったってことで、諦あきらめるしかないんじゃねーか？」

　さすがのオレも、ついつい慰なぐさめの言葉をかけてしまう。

「でも、告白するなんてすげーよ。うん、オレなんて、一度もしたことねーし。あっ、ジュースでも飲むか？　おごるぞ」

　せっかく気を使ってやったのに、水みず沢さわはそんなオレを敵意の目で睨にらんできた。

「宇う津つ木ぎ、お前、どこまで俺おれを馬ば鹿かにすれば気が済むんだよ！」

「えっ？　別に馬ば鹿かになんか……」

「してるだろ！　だって、お前、飛とび田たさんと付き合ってるんだろ!?　なのに付き合ってないフリして、俺おれのこと笑ってたんだろ!?」

　何やら厄やつ介かいな誤解をしてくれている。

「おい、そりゃ誤解だ！　オレは別にあいつと付き合ってなんか──」

「うるさい！」

　問答無用とばかりに、水みず沢さわは叫さけんだ。続いて、小こ脇わきに抱かかえていたバッグから何かを引っ張り出す。

　それは、１リットルの牛乳パックだった。

（どうしてこのタイミングで牛乳なんだ？）

　呆あつ気けに取とられるオレに、水みず沢さわは言った。

「ただの牛乳じゃないぞ。こいつは夏休み前から部室に放置されてた牛乳だ！」

「なっ!?」

　水みず沢さわが何部なのかは知らないが、基本的にどの部屋にも冷蔵庫なんてものはない。つまり、牛乳は真夏の暑い部室で、放っておかれたことになる。

（腐くさってる！　あの牛乳は間ま違ちがいなく腐くさってるぞ！）

　腐くさった牛乳＋流体念動力のギフトを持つ水みず沢さわ＋オレとつばさが付き合ってるっていう誤解＝？？？

　答えは……考えるまでもなかった。

　水みず沢さわが牛乳パックの口を開いた。そして、ギフトを発動する。

　牛乳パックの口から、白い蛇へびでも這はいだしてくるかのように牛乳が現れた。空中でピンポン玉大の玉となる。

「食らえ！」

　水みず沢さわが叫さけんだ。牛乳の玉がオレめがけて飛んでくる。

「うわっと！」

　慌あわてて上半身をよじらせ、玉を避さける。玉はオレの脇わきをかすめ、空あき教室の黒板へと当たった。

　酸すっぱい匂においが立たち込こめる。よく見れば、黒板をしたたる牛乳はうっすらと黄色味がかかっていた。かんっぺきに腐くさってた。

「何すんだよ！」

　叫さけぶオレは、とんでもなく恐おそろしい光景を目にする。

　水みず沢さわが、新しい牛乳の玉を用意していたのだ。

　もはや玉なんて言葉は生易しい。弾たまって言った方がいいだろう。牛乳弾だんだ。

　あんなものを一発でも食らったら、オレは悪あく臭しゆうを放ちながら帰ることになる。そんなのはまっぴら御ご免めんだった。

「冗じよう談だんじゃねーぞ！」

　オレは迷わず逃とう亡ぼうを選んだ。空あき教室を飛とび出だし、校舎からの脱だつ出しゆつを目指す。

　しかし、水みず沢さわだってそう簡単にはオレの逃とう亡ぼうを許してくれない。もちろん追いかけてきた。

「待て！」

　背後から叫さけぶ水みず沢さわ。放たれる腐ふ敗はい牛乳弾だん。走りながらでは狙ねらいをつけにくいらしく、幸い直ちよく撃げきは免まぬがれた。

　外れた牛乳弾だんが、校舎の壁かべや床ゆかにベシャベシャと当たった。酸すっぱい匂においに、廊ろう下かを歩く生徒達たちから悲鳴が上がる。

　ダッシュで引ひき離はなすつもりだったが、意外と水みず沢さわのヤツ、足が速かった。

（だったら！）

　走りながら瞳ひとみを動かし、素早くあたりを観察する。そしてオレはそれを見つけた。

（よしっ！）

　足を止めると、クルリと水みず沢さわに向き直った。

　オレに逃にげる様子はないと判断し、水みず沢さわも追いかける足を止める。３メートルの距きよ離りを空あけ、オレ達は対たい峙じした。

　ピンポン玉大の牛乳弾だんを放とうとする水みず沢さわに、オレは言ってやった。

「オレのこと馬ば鹿かにする割には、チンケなギフトだな？　そんな量の水しか操あやつれねーのか？」

「何だと？」

　オレの挑ちよう発はつに、水みず沢さわの表情が強こわ張ばる。

「悔くやしかったら、もっと大きい玉をぶつけてみろよ」

「……やってやるぜ」

　水みず沢さわが、手にしていた牛乳パックを逆さにした。ゴボゴボと流れ出る牛乳を、ギフトの力でひとつにまとめる。先に出していたピンポン玉大の牛乳弾だんとも融ゆう合ごうさせ、ソフトボール大の牛乳弾だんを作った。

　直ちよく撃げきしたら最後、全身が汚お染せんされてしまう量だ。離はなれていても臭しゆう気きが漂ただよってくる。

「そ、そんなに大きいのかよ」

　オレはよろめくように後ずさりした。窓まど際ぎわに背中をつける。

　空になった牛乳パックを投げ捨てると、水みず沢さわは勝かち誇ほこったような顔でオレを見る。

「食らえよ！　全身臭くさくなって、飛とび田たさんに幻げん滅めつされちまえ！」

　巨きよ大だいになった牛乳弾だんが放たれた。それをギリギリまでひきつけてから、オレはその場にしゃがみ込こむ。

　その時、後ろに回した手で窓を一気に開けることを忘れなかった。

　牛乳弾だんはオレの頭上を通り過ぎ、開け放たれた窓から外へと飛び出した。

「くっ！」

　水みず沢さわが表情を強こわ張ばらせる。ギフトの力で牛乳弾だんを呼よび戻もどそうとしたんだろう。

　そうはさせまいと、オレは素す早ばやく立ち上がり、一気に窓を閉める。

　バシャン！

　牛乳弾だんは、オレが閉めた窓ガラスに当たって弾はじけた。窓ガラス越ごしに、黄色味がかった白い液体がダラダラと流れるのが見えた。

「ふう、危ないとこだったぜ」

　オレはホッと息を吐はき出だした。

「宇う津つ木ぎ……」

　水みず沢さわが驚おどろきで声をかすれさせる。

「お前、狙ねらってたのか？　最初からそうするつもりで、俺おれを挑ちよう発はつしたのか？」

　そのとおりだった。

　まず、鍵かぎのかかっていない窓を見つける。その近くで足を止め、あえて水みず沢さわを挑ちよう発はつ。残っている牛乳をすべてひとつの牛乳弾だんにさせる。そして、その大きさに驚おどろいたフリをして窓まど際ぎわへ。ギリギリまで牛乳弾だんをひきつけてから、窓を開け外へ飛び出させる。

　すべては、弾たま切れを起こさせるためのオレの作戦だった。

（これで、腐くさった牛乳はなくなった。後は水みず沢さわにちゃんと説明して誤解を解けば……っておい！）

　オレは、目をひん剝むき驚おどろいた。水みず沢さわが小こ脇わきに抱かかえたバッグから二本目の牛乳パックを取り出したからだ。先のものと同じ１リットルパックだ。

「牛乳パックが一本だけだと思うなよ！　うちの部はズボラなヤツが多いから、二本、三本は当たり前なんだよ！」

「そこ、威い張ばるとこじゃねーよ！　って言うか、何部だよ！」

　鋭するどい突つっ込こみを入れてから、オレは水みず沢さわに突とつ進しんした。あの腐ふ敗はいし汚お染せんされた牛乳パックを開けさせるわけにはいかなかった。

　不意を突つかれた水みず沢さわは、オレのタックルをモロに受けその場に倒たおれる。

　オレは水みず沢さわに馬乗りになり、両足でがっちりとヤツの体を押おさえこんだ。

　水みず沢さわが手を伸のばすよりも前に、脇わきに転がった牛乳パックを拾いアンダースローで投げ廊ろう下かを滑すべらせる。

「くそっ！」

　水みず沢さわが牛乳パックに視線を送る。遠くの牛乳パックがかすかに動いた。しかし、それまでだった。

　そう、水みず沢さわのギフトでは、１リットルの牛乳は重すぎて動かすことができないんだ。もちろんその点も計算した上でのオレの行動だ。

　水みず沢さわのバッグを確かく認にんする。幸い、三本目の腐くさった牛乳パックはなかった。

　今度こそオレは胸を撫なで下おろす。

「どけ！　どけよ！　宇う津つ木ぎ！　無能力者のくせに！　どけっ！」

　水みず沢さわが無茶苦茶に暴れた。振ふり回まわした拳こぶしがオレの顔に当たる。

　オレはマウントポジションを解除しない。振ふり回まわされる水みず沢さわの両手を摑つかみ、完全に動きを封ふうじる。

「水みず沢さわ、よく聞け！　全部お前の誤解なんだよ。オレはつばさとは……」

　そこでオレは言葉を止めた。止めざるを得なかった。

　何か、得体の知れない強きよう烈れつな力がオレを後ろへと引っ張っていた。

　腕うでや体を摑つかまれてといった感じとは違ちがう。体全体に、等しく力がかかり引っ張られている感じだ。

　さらに、その力はどんどん強くなっていく。

「うわっ！」

　オレの体が水みず沢さわから引っぺがされた。力はなおもオレの体に作用していた。宙を飛ぶようにしてオレは廊ろう下かを移動する。

　ドンという衝しよう撃げきと共に、オレの体は止まった。同時に、太い腕うでがオレの首に回される。

「確保だ」

　オレを後ろからがっちりとホールドし、太い声を出したのは、やたらガタイの大きいヤツだった。輝てる夫おに匹ひつ敵てき、いや下手したらそれ以上の筋肉の持ち主。

　首を回し、犯人を見る。角かく刈がりのいかつい顔が見えた。

　名前は知らないが、同じ学年のヤツだってことはオレにも分かった。見覚えがある。

　次いで、声が響ひびいた。

「これは一体何の騒さわぎですか？」

　オレを摑つかんだ男子生徒の隣となりでそんなことを言ったのは、背の高い女子生徒だった。

　ボリュームのあるゴージャスな髪かみ。ピシッと伸のばされた背筋。形のいい眉まゆ毛げ。整った顔立ち。凜りんとした雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

　オレは、その女子生徒のことを知っていた。
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（確かこいつ……新しい生徒会長じゃねーか？）

　オレは別に、生徒会の活動にさほど興味があるわけじゃない。生徒総会には一応、参加はするが、話なんてろくすっぽ聞かないし、寝ねていることの方が多かった。

　それでも、夏休み前に選挙で当選し、就任挨あい拶さつをしていたのを覚えている。

　今度の生徒会長は女子なんだって感心したから間ま違ちがいない。

（確か名前は……駄だ目めだ。全然覚えてねーや）

　会長は、オレと水みず沢さわとを交こう互ごに見比べると、呆あきれ果はてたような顔で言った。

「貴方あなた達、高校生にもなってこんな小学生みたいなケンカをして。恥はずかしくはありませんの？」

「いや、そんなこと言ってもよ。仕し掛かけてきたのは向こうであって、オレはただ逃にげてただけで……」

　そこでオレはハッとする。立ち上がった水みず沢さわが、転がっていた牛乳パックを拾い上げるのを目にしたからだ。

　動けないオレに向かって、腐くさった牛乳弾だんをぶつけようって魂こん胆たんだろう。

　当然、その時には後ろにいる男子生徒や、下手したら会長にまで被ひ害がいが及およびそうだが、頭に血が上った水みず沢さわはまるで考えていない様子だ。

「食らえ！」

　開け放たれた牛乳パックから、ソフトボール大の牛乳弾だんが発射される。限界までギフトを使い完成させた特大のものだ。

　それはまっすぐにオレめがけて飛んでくる。

「ひゃああ！」

　慌あわてて身をよじらせ避さけようとするも、がっちりと押おさえられていて逃にげられない。

（ここまでかよ！）

　さすがのオレも覚かく悟ごを決めた瞬しゆん間かん、信じられないことが起こった。オレの目の前で、牛乳弾だんがピタリと静止したんだ。

　一いつ瞬しゆん、水みず沢さわが冷静になり思いとどまったのかとも思ったが、ヤツの焦あせりの表情から見てそれはないだろう。

「こんな不衛生なもので、これ以上校舎を汚よごすわけにはいきません」

　会長が呟つぶやく。すると牛乳弾だんは水みず沢さわのギフトに逆行するかのように反対方向へと進み始めた。廊ろう下かに設置された手洗い場の中へと落下する。

「誰だれか、たっぷりと水を流しておいてくれません？　このままでは匂におってしまいますので」

　近くにいた男子生徒が、慌あわてて蛇じや口ぐちをひねり腐くさった牛乳を真水で排はい水すい溝こうへと洗い流した。

　考えるまでもなく、今のはギフトの為なせる技わざだ。

（ひょっとして、会長のギフトって水みず沢さわと同じ流体念動力なのか？　しかも、押おし戻もどしたってことは水みず沢さわよりも強い？）

　しかし、水みず沢さわも懲こりない男だった。残りの半分が入った牛乳を持ち上げる。まだ半分残っている牛乳で、第二弾だんの牛乳弾だんを放とうとしていた。

「やれやれ、仕方ありません」

　会長がため息混じりに言った。

「伊い福ふく部べさん。いるのでしょう？　彼かれの持っている牛乳パック、回収をお願いします」

「はいっ！」

　どこかで誰だれかが返事をした。

　次の瞬しゆん間かん、水みず沢さわが手にしていた牛乳パックがヤツの手を離はなれた。

「うわっ、何だよ!?」

　呆あつ気けに取とられる水みず沢さわをそのままに、牛乳パックはふわふわと移動し、会長の前までやって来る。

　牛乳パックを手にした、小こ柄がらな女子生徒が徐々に姿を現した。

「新にい垣がきセンパイ。どうです？　希のぞみの活かつ躍やく、見ててくれましたか？　って、見えないですよね。姿を消してたから」

　ケラケラと笑ってから、女子生徒は手にした牛乳パックを見る。

「って、これ臭くさっ！　ちょっとあんた、これ捨てといてよね」

　たまたま近くにいた気の毒な男子へと強ごう引いんに牛乳パックを押おし付つけた。

（そうだ、こいつら、生徒会のメンバーなんだ！）

　全校集会の時、会長の脇わきに二人が立っていたことを思い出す。男子副会長、女子副会長といったところだろう。

「それでは、改めて尋たずねます。貴方あなた、学年と名前は？」

　会長に尋たずねられ、オレは正直に答えた。

「二年Ｃ組、宇う津つ木ぎ……航こう平へい」

「そう、宇う津つ木ぎさん。では、この騒そう動どうの原因は一体何です？」

　妙みような誤解をした水みず沢さわが、振ふられた腹いせにオレに腐くさった牛乳をぶつけようとしたんだ。

　が正解だ。だけど、さすがに正直に伝えるのは気が引けた。水みず沢さわはいけ好かないヤツだが、そこまでの恥はじをかかせるのはどうかと思ったんだ。

「ただのケンカです」

「ただのケンカ……ですか。それにしても、派手にやってくれましたね」

　あちこちから立ちこめる腐くさった牛乳の香かおりに、会長は端整な顔をしかめる。

「こんなにも大おお騒さわぎになってしまった以上、見み逃のがすわけにはいきません。生徒会室でちゃんと説明してもらいます」

　少しだけ考えてから、会長は水みず沢さわに目を向けた。

「二人同時に話を聞いてもこじれるだけですから、とりあえず、まずは貴方あなたに詳くわしい話を聞くことにしましょう。一いつ緒しよに生徒会室に来てください」

「…………はい」

　さすがに生徒会に逆らう気にはなれなかったのだろう。水みず沢さわは大人しく応じる。

「オレは？」

「必要となったら呼びます。それまで貴方あなたは……」

　廊ろう下かのあちこちを汚よごしている腐くさった牛乳を指差す。

「あれらの掃そう除じをお願いします。匂においが残らないようキレイにね」

「えええ、どうしてオレが？」

「連帯責任という言葉をご存じではありません？　それに、もし貴方あなたに何らかの非があったとしても、後始末をちゃんとしておけば少しは心証も良くなると言うものですよ」

　……オレは、頷うなずくしかなかった。
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　とんだとばっちりで、オレはモップ片手に水みず沢さわがまき散らした牛乳弾だんの後始末をすることになった。

　それでも手を抜ぬかないのがオレのえらいところだ。まず牛乳を紙で拭き取り、それからモップを使ってゴシゴシとこすった。モップを洗う水も何度も取り替える。おかげで漂っていた酸っぱい匂いもどんどん消えていく。

　オレがせっせと掃そう除じをしている時だった。いきなり目の前につばさが現れる。

　ギフトで跳とんできたんだ。

「うわっ！」

　バランスを崩くずしたオレは、危あやうく転びそうになった。

「つばさ、何すんだよ！　それに学校で跳とぶなって言ってるだろ？」

　オレは素す早ばやくつばさの姿を観察する。部活中のジャージ姿。その右足には……靴くつ下したがない。

（落とし物は靴くつ下しただけか。まあ、セーフだな）

　オレは心の底から安あん堵どする。

　つばさに続いて、廊ろう下かを走ってくるのは輝てる夫おだった。こちらも愛好会の活動途と中ちゆうだったのか、ジャージのズボンにタンクトップ姿だった。

「航こう平へい、聞いたぞ。水みず沢さわとやりあったんだって？」

「そうだよ！　アタシもそれを聞いて思わずジャンプしてきちゃったんだよ！」

　つばさがオレの顔を見る。

「ああ、コーヘー。唇くちびるが切れちゃってる」

　言われて初めて気付く。水みず沢さわの振ふり回まわした手が当たった時に切れたんだろう。

　つばさの顔が怒いかりの表情となる。

「アタシ、コーヘーの仕返しをしなくちゃ気が済まない！　ひどいことした人はどこ？　今からジャンプして、そのまま踏ふみつけキックを食らわせるんだから！」

　がるるるるるるるる！

　そんな唸うなり声まで聞こえてきそうな雰ふん囲い気きだった。

「お、落ち着け！　つばさ！　こんな傷、大したことねーから。それに、水みず沢さわのヤツは生徒会室に連れてかれたし。今ごろこっぴどくしぼられてるだろ。オレ達がどうこうすることねーって」

　実際、どうなっているかは分からないが、つばさを落ち着かせるためオレはそう説明した。

「うううううう、コーヘーがそう言うなら別にいいんだけど」

　まだ不満そうながら、つばさは納なつ得とくする。

「航こう平へい。確かめるまでもないけど、水みず沢さわのヤツがふっかけてきたんだろ？　あいつにしてはえらく思い切ったことをしたんだな」

「ああ、つばさに振ふられた腹いせだよ。あと、オレとつばさが付き合ってるって誤解してたみたいでさ」

「へっ、アタシに振ふられた腹いせ？」

「当事者のお前が何キョトンとしてんだよ。今日の昼休みにお前、コクられて振ふったんだろ？」

「ああ、あいつ？　そっか、あの男子、そんな名前だったんだ」

　名前すらも憶おぼえてなかったようだ。オレはさすがに水みず沢さわに同情した。

「興味なかったからすぐにごめんなさいしたけど、まさかそれを逆さか恨うらみしてコーヘーに意地悪するなんて。こんなことなら、昼休みに告白された時顔をグーでパンチしとけば良かったよ。もしくはドロップキックとか」

　つばさは悔くやしそうに言う。

「今からでも遅おそくないよね。アタシ、ちょっと行ってくる！」

「つばさ、落ち着けって！」

　生徒会室に向かって駆かけ出だそうとするつばさを、オレは必死になって止めた。

　のんびりとした口調で輝てる夫おが言う。

「まあ、今は会長の新にい垣がき由ゆ梨り絵えに任せてもいいんじゃないか？　なかなかのやり手だって聞くからな」

（新にい垣がき由ゆ梨り絵え。ああ、そうだ。確かそんな名前だった）

　この時になって、オレはようやく会長の名前を思い出した。

「ううう、それならいいけど」

　不ふ完かん全ぜん燃ねん焼しようながらも、つばさもどうにか納なつ得とくする。

　そこでオレは、輝てる夫おに気になっていることを尋たずねた。

「輝てる夫お。会長と一いつ緒しよにいたお前みたいな体格のヤツって？」

「ああ、男子副会長の引ひき間ま剛つよ志し。Ｇ組だよ。生徒会でなかったら、ボディービル愛好会に勧かん誘ゆうすんだけどな」

　輝てる夫おはしきりに悔くやしがる。

「あいつのギフトって、何か知ってるか？　多分、念動力系だとは思うんだけど」

「確かそんなだったな。でも、普ふ通つうの念動力とは違ちがうらしい。物体を引き寄せる引力みたいなものだって話だ。しかも、かなり強力らしい」

「じゃあ、目付きの悪い小こ柄がらな女子は？」

「ああ、そいつは女子副会長の伊い福ふく部べ希のぞみだよ。生徒会役員の中で唯ゆい一いつの一年だったはずだ」

「伊い福ふく部べか。あいつのギフト、お前と同じ透とう明めい化かなんだな。もっとも、服だけでなくちゃんと体まで透とう明めいになってたけど」

「いいんだよ。俺おれのギフトは、この素す晴ばらしい筋肉をいつでも披ひ露ろうできるようにって筋肉の神様からの贈おくり物ものなんだからな」

　輝てる夫おが無茶苦茶なことを言う。負まけ惜おしみではなく、本気でそう思っているのが厄やつ介かいだ。

（人ひとりを軽々と引き寄せるギフトに、服だけでなく体まで完全に透とう明めい化かするギフトか。なかなか強力なギフトだな）

「じゃあコーヘー、せめて掃そう除じを手伝うよ」

「ああ、俺おれも！」

「お礼はコンビニのエクレア二つでいいから」

「俺おれは、プロテインジュースのパイン味を頼たのむぜ」

「何だよそれ」

　苦く笑しようするオレだったが、手伝ってもらえるのはありがたかった。

「分かった。それでいいから頼たのむ」
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　──同時刻、生徒会室。

　青葉高校生徒会のメンバーが勢ぞろいしていた。

　まず会長の新にい垣がき由ゆ梨り絵え。男子副会長の引ひき間ま剛つよ志し。女子副会長の伊い福ふく部べ希のぞみ。

　背の高いイケメンの男子もいた。ハーフ、もしくはクォーターだろう。サラサラの金髪と青い瞳が特とく徴ちよう的な彼かれは、会計の有ある賀がサム。

　大人しそうな眼鏡の女子もいる。書記の鶴つる巻まき美み代よだ。

　以上の五名が、青葉高校生徒会のメンバーだ。

　そして、その五人に取り囲まれるようにしてパイプ椅い子すに座すわっているのは、連れてこられた水みず沢さわだった。居い心地ごこちの悪そうな顔で背中を丸めている。

「確かく認にんのため今の話を復唱させていただきます」

　由ゆ梨り絵えが、呆あきれ顔のまま言った。

「水みず沢さわ敏とし明あきさん。貴方あなたは、Ｆ組の飛とび田たつばささんに告白をし見事に振ふられてしまった。その後、友人から実は飛とび田たつばささんがＣ組の宇う津つ木ぎ航こう平へいさんと付き合っていると知らされて、怒いかりのあまりギフトを使って彼かれに腐くさった牛乳をぶつけようとした？　それで間ま違ちがいありませんね？」

「……はい」

　水みず沢さわが頷うなずく。

「ハッ、情けない。これだから男子ってのはしょーもないのよね。往おう生じよう際ぎわが悪いって言うかネチネチしてるって言うか──」

「伊い福ふく部べさん、少し静かにしていてくれません」

　由ゆ梨り絵えにたしなめられ、伊い福ふく部べは慌あわてて口を閉じる。

「こんな騒さわぎを起こした以上、貴方あなたにはそれなりの罰ばつ則そくを与あたえなければなりません。牛乳の方は、宇う津つ木ぎさんに掃そう除じするよう頼たのんでしまいましたから……」

　由ゆ梨り絵えは少し考えてから、

「体育用具室の掃そう除じをお願いいたします。もちろん、貴方あなた一人でとは言いません。貴方あなたの所属するバスケ部の仲間も一いつ緒しよに」

「えっ、どうして!?　バスケ部の連中は関係ないはず!?」

「無関係ではありません！」

　由ゆ梨り絵えは水沢をピシャリと叱しかり付つける。

「宇う津つ木ぎさんを脅おどすようにそそのかしたのは、バスケ部の仲間だと貴方あなたが言ったじゃありませんか。それに、賞味期限切れの腐くさった牛乳を部室に放置してあっただけでも問題です。部室は清潔に使うのが決まりですから。連帯責任として、部の仲間と一いつ緒しよに頑がん張ばってください。引ひき間ま君、彼かれらがちゃんとやるように監かん視しをお願いします」

　男子副会長である引ひき間ま剛つよ志しにそう告げる。引ひき間まは任せてくれと大きく頷うなずいて見せた。

　運動部の統とう括かつは、男子副会長の仕事なのだった。

「それにしたって……」

　再び水みず沢さわを見て、由ゆ梨り絵えはため息をつく。

「恋こい敵がたきなのは分かりますけど、嫌いやがらせが過ぎるのではありません？　腐くさった牛乳をぶつけようだなんて、悪質です」

「それは……だってあいつが……」

　モゴモゴと口ごもる水みず沢さわ。

「何か言いたいことがあるならば、ハッキリと！」

　由ゆ梨り絵えにピシャリと注意され、水みず沢さわは半ばヤケクソのように本心をまくし立てた。

「あいつが、ギフトも持たないくせに大きい顔してやがるから。まるで、俺おれ達たちと対等な存在みたいに、平然と学校生活を送ってるから、それもムカついたんだっ！」

「ちょっと待ってください！」

　由ゆ梨り絵えが大きな声を出した。

「す、すみません。こんなの間ま違ちがってますよね。反省します、はい！」

　てっきり自分の差別意識が由ゆ梨り絵えの琴きん線せんに触ふれたのかと思い、必死に謝あやまる水みず沢さわ。

　だけど、少し様子が違ちがっていた。

「貴方あなた、今ギフトを持たないくせにって言いました？　それって、一体どういうことです？」

「どういうことって、宇う津つ木ぎのことですけど」

「宇う津つ木ぎさん？　彼かれが、大したギフトを持っていないってことですか？」

「違ちがいます。大したどころか、あいつは何のギフトも持ってないんです。だってあいつは、無能力者じゃないですか」

「…………無能力者」

　由ゆ梨り絵えは驚おどろきで目を丸くした。

「もう……いいです」

「えっ？」

「話は終わりました。水みず沢さわさん。もうお帰りください」

「は、はい！」

　何だかよく分からないが、解放されるようだと水みず沢さわは喜んで生徒会室を出ていった。

　五人の生徒会メンバーが残された。

　由ゆ梨り絵えは、他の面々を見み渡わたす。

「皆みなさん、今の話、聞きましたよね。二年Ｃ組の宇う津つ木ぎ航こう平へいさんが無能力者というのは、本当のことですか？」

「確かそのはずです。Ｃ組の知り合いがそう言ってました」

　引ひき間まが答える。

「私も、知っていました。でも、あまり触ふれちゃいけないことだと話題にすることはありませんでしたけど」

　書記の鶴つる巻まき美み代よが控ひかえめに言う。

「僕ぼくは噂うわさぐらいしか聞いてなかったかな？　あまり興味ないしね。正直、どっちでもいいし」

　会計の有ある賀がサムが、白い歯を見せてハハと笑う。

「センパイにそんなのがいるって聞いてたけど、本当だったんだ。チョーびっくり[image: ～][image: ～]」

　伊い福ふく部べが大おお袈げ裟さに驚おどろく。

「そう、皆みんなある程度は知っていたのですね。わたくしはまるで知りませんでした。まさか、この青葉高校に無能力者が存在していたなんて……」

　由ゆ梨り絵えが悲しそうな顔をする。その口から、同情のこもった呟つぶやきが漏もれた。

「かわいそうに……」

「かわいそう……ですか？」

　伊い福ふく部べが不思議そうに尋たずねる。

「ええ、かわいそうですとも。彼かれは、普ふ通つうの人間なら当然持つべきはずの力、ギフトを何一つ持っていないのです。しかも、今後永遠に持つことは叶かなわない。これがかわいそうでなくて何でしょうか？」

　心の底から、由ゆ梨り絵えはそう言った。

「先さき程ほどのような状じよう況きようになってしまったのだって、彼かれがギフトを持っていなかったからに決まっています。もし何らかのギフトがあったら、あそこまで執しつ拗ように嫌いやがらせを受けたりはしなかったはず」

　由ゆ梨り絵えは、少しだけ考えると固い決意を込こめ言った。

「青葉高校生徒会として、宇う津つ木ぎさんをこのままにはしておけません。他の生徒による理り不ふ尽じんな差別、暴力から、彼かれを守る必要があります。そのために、わたくし達生徒会が迅じん速そくに動かなければなりません。さあ、今から臨時会議を始めます！　彼かれのために、わたくし達に何ができるのかを考えましょう！」

　生徒会長、新にい垣がき由ゆ梨り絵えは燃えていた。

　燃えまくっていた。

　……困ったことに。
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　まき散らされた腐くさった牛乳の掃そう除じに、思いのほか時間がかかってしまった。つばさと輝てる夫おも、今から部活、愛好会の活動に戻もどる時間はないということで、一いつ緒しよに帰ることになった。つばさ、輝てる夫おはそれぞれ着き替がえのためその場を離はなれる。

　掃そう除じ用具を片付けたオレは、キレイにしたことを生徒会室に報告しに行こうとも思った。だけど、面めん倒どうだから止やめておいた。

　掃そう除じ中、特に生徒会からのお呼びがかからなかったことを考えれば、水みず沢さわへの糾きゆう弾だんでオレに大した非がないことは分かってくれたんだろう。そう勝手に解かい釈しやくする。

　オレが昇しよう降こう口へと向かうと、制服に着き替がえたつばさと輝てる夫おがやって来た。オレ達は三人で家路につく。

　もちろん、途と中ちゆうに寄ったコンビニでエクレア二個とプロテインジュースパイン味をおごらされたことは言うまでもない。

　って言うか、プロテインジュースが普ふ通つうにコンビニに置いてあることに驚おどろいた。世の中にはマッチョになりたいヤツは思った以上に多いようだ。

　やがて、輝てる夫おとも別れつばさと二人になる。

「お前、水みず沢さわの告白、断ったんだったな」

「もちろん。だって興味ないもんね。それに、コーヘーにちょっかい出すようなヤツ、大っ嫌きらい。今度会ったらやっぱりグーでパンチかジャンプキックを──」

「だから、それは止やめとけって」

　オレは苦く笑しようしながら喧けん嘩かっ早ぱやい幼おさななじみを制する。

　それから、改めて話の続きをした。

「水みず沢さわのヤツは論外としても、お前、誰だれかと付き合ったりしたいと思わねーのか？　つまり、恋れん愛あいしたいかってことだ」

「う[image: ～][image: ～]ん」

　つばさが難しい顔で考かんがえ込こむ。

「恋れん愛あいとか、アタシまだよく分かんないんだよね。前にさとちんとかりっちゃんに聞いたこともあるんだけど」

　オレは面識はないが、Ｆ組の女友達のことだろう。

「二人が言うには、この人がいないと耐たえられないって思える人が好きな人なんだってさ」

　つばさは少しだけ考えてから、

「それで言うと、コーヘーってことになるね」

　と答えた。

「コーヘーは、夏休みとかにアタシの宿題手伝ってくれるし。甘あまい物食べるのも付き合ってくれるし、たまにおごってくれるし。何よりアタシのお弁当を毎日持ってきてくれるしね。話してて何か楽しいし。コーヘーがいなくなったらアタシ、耐たえられないよ」

「……まあ、そんな理由だろうな」

　オレはため息交じりに呟つぶやく。

「やっぱり、お前にはまだ恋れん愛あいなんて早いんだろうな。まだまだ頭の中がお子様だから」

「あ、ひっど[image: ～][image: ～]い！」

　つばさが頰ほおを膨ふくらめ不満そうにする。

「そう言うコーヘーはどうなの？　恋れん愛あいのなんたるかを知ってるの？　好きな人とかいるの？」

　それを聞かれると、オレとしても正直困るところだった。

　人並みに興味はあるものの、特に誰だれかと付き合いたいとまでは思ったこともない。

（耐たえられないって程ほどでもねーけど、一いつ緒しよにいて欲ほしいって思うのはやっぱりつばさになるかな？）

　ただ、それが恋れん愛あい的な感情なのかと聞かれれば、声を大にして『違ちがう！』と叫さけぶ。

　つばさと一いつ緒しよにいると何だかんだで楽しいから。つばさの笑え顔がおで元気が出るから。まあ、そんなところだ。

「特に好きな人なんていねーや」

「ほら、コーヘーだって人のこと言えないでしょ？」

　つばさが笑う。

「別に急がなくたっていいよ。二人でゆっくり恋れん愛あいについて学んでいこ。好きな人とかできたら、ちゃんとお互たがいに相談すること。これ、約束だからね」

　つばさが小指を差し出す。

「ああ、分かった」

　しないことにはつばさは出した指を引ひっ込こめてくれないから、オレはつばさの小指に自分の小指をからめた。

　久しぶりに、『ゆびきりげんまん』をする。こんなことをしたのは、小学校以来だろうか？

　そんなことしているうちに、オレの家の前までやって来ていた。

「じゃな、また明日」

「うん、またね。コーヘー。おばさんにお弁当のお礼、よろしく」

　お決まりの弁当のお礼を口にすると、つばさは駆かけ足あしで去っていく。

「ただいま」

　オレは自宅の中へと入った。そのままキッチンへと向かう。

「あら、航こう平へい。お帰り」

　タマネギのみじん切りをしていた母さんがオレを見て言う。ごくごく普ふ通つうのおばさんだ。

「弁当、つばさがおいしかったってさ」

「ありがとう。作り甲が斐いがあるわね。明日は、鳥のたつた揚あげにでもしようかしら？」

　オレが流しに置いた弁当箱を、母さんはすぐに洗い始める。ただし、タマネギのみじん切りを中断したわけではない。

　まな板の上では、包丁がそれまでと変わらない動きでタマネギを細かく刻んでいた。

　これが、母さんの持つギフトだ。野菜を刻むとか、鍋なべをかき混ぜるとか、そういった単純な作業を、ギフトの力で行うことができるんだ。

　もっとも、このギフトの発動にはいろいろと条件がある。まず母さんが手慣れた動作でなければならない。それから、最初に少しは自分の手を動かさなければならない。あくまで、中断した動作が続くといった感じだ。しかも、このギフトが発動するのは料理の時だけなんだ。

　冷蔵庫から紙パック入りのオレンジジュースを取り出し、グラスに注いで飲んでいると、二階からドタバタという足音が聞こえた。

「いっけなーい！　『熱血家族』始まっちゃうよ」

　ダイニングルームに飛とび込こんできたのは、オレの妹、宇う津つ木ぎ凪なぎ。中二だ。着き替がえの途と中ちゆうだったのか、制服のボタンをいくつか外している。まあ、兄の目から見ても気の毒になるぐらいに胸はぺったんこだから気にすることないんだけど。

　凪なぎはテレビに向かってパチリと指を鳴らす。するとテレビがひとりでについた。同じように指を鳴らすと、チャンネルが変わっていく。お目当ての番組を見つけたのか、ソファーに座すわって見始めた。

　今のが凪なぎのギフトだ。指を鳴らすことで、様々な電化製品のスイッチのＯＮ、ＯＦＦを切りかえたり、簡単な操作をしたりすることができる。テレビやエアコンのリモコンが見つからない時なんかに重宝されるギフトだ。

　もちろんこのギフトにも条件がある。凪なぎが普ふ段だんから使い慣れている家電にしか作用しない。

「凪なぎ、お前も中二なんだからもうちょっと恥はじらいってのを持てよ。つばさみたいになるぞ」

「えっ、つばさお姉ちゃんみたいになるの？　だったら大だい歓かん迎げい。あれぐらいの胸が理想なんだよねー」

　自分の胸むな元もとを覗のぞき込こみ、はあとため息をつく凪なぎ。

「そういうこと言ってんじゃねーって」

　オレは呆あきれながら、キッチンを出た。二階にある自分の部屋へ向かおうと、階段を上り始める。

「ああ、航こう平へい。丁度良かった」

　階段の下からオレは呼び止められる。振ふり向むくと、パジャマ姿の中年男性が立っていた。オレの父親だ。

　風ふ呂ろ上りらしく、体から湯気を立てている。

「父さん、風ふ呂ろで久しぶりに感じたんだ」

　これは、父さんのギフトが発動したことを意味している。

　父さんのギフトは、一種の予知能力。だけど、未来に起こる出来事を正確に把は握あくできるような便利な能力じゃない。

　父さんが予知できるのは、自分、もしくは家族であるオレ達たちが未来に体験するであろう強い感情の動き。それだけだ。予知の頻ひん度どだって決して多くはない。月に一度か二度、あるかないかといったところだろう。

　決まって風ふ呂ろに入ってる時に発動するのもこのギフトの特とく徴ちようだった。

「これは、多分お前の感情だ。近く、ひどく驚おどろくみたいだぞ。覚かく悟ごしておけよ」

「分かったよ。何が起こるか分かんないけど、一応、覚かく悟ごしとくから」

　オレは適当にそう返事をすると、二階にある自分の部屋へと向かった。
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　──休み明けの月曜日。

　いつものように学校への道をつばさと一いつ緒しよに歩きながら、オレは先週末に父さんのした予知の話をしてみた。

「へ[image: ～][image: ～]、コーヘーがすごく驚おどろくか。一体何があるんだろうね？」

　つばさが興味シンシンな顔を見せた。

「まっ、別に大したことは起きやしないだろ？　驚おどろくって言ったら、先週の水みず沢さわの腐くさった牛乳の方がはるかに驚おどろいたぞ。むしろそっちを予知して欲ほしかったぐらいだ」

　軽く言うオレに、つばさが真面目な顔になる。

「駄だ目めだよ、コーヘー。おじさんの予知は、すごく当たるんだから。軽く見てると、大変なことになっちゃうよ」

　もちろん、父さんの予知が当たることぐらいオレだって分かっている。だけど、『驚おどろくみたいだぞ』だけでは準備のしようがない。

（ひょっとして、また水みず沢さわがオレに腐くさった牛乳をぶつけようとするんじゃ？）

　そうとも考えたが、父さんが予知する程ほどにオレが驚おどろくかどうかは疑問だ。所しよ詮せん、先週の二に番ばん煎せんじに過ぎない。

（腐くさった牛乳の上をいく液体。まさか、小便でもペットボトルに入れてくるのか？）

　オレがそんな汚きたない想像をしている時だった。ポケットの中でスマホがジャンジャカ鳴り始めた。

「あれ？　輝てる夫おからじゃねーか」

　オレは通話ボタンを押おし耳に当てる。

「もしもし、輝てる夫おか？　朝っぱらからどーした？」

『お、おま！　お前、見たか!?　廊ろう下かの、見たのか!?』

　輝てる夫おの声がガンガンと響ひびいた。

「うるさい、もうちょっと声のボリュームを落とせって。で、何だ？　廊ろう下かのって？　オレとつばさ、まだ学校に着いてねーぞ。まあ、目と鼻の先だけど」

『じゃあ早く来い！　とにかく生徒会の掲けい示じ板ばんを見ろ！　いいから早く！』

　それだけ言うと、通話は一方的に切れた。

　つばさにも輝てる夫おの大声は届いていた。

「テルっち、すごい慌あわててたね」

「ああ、とにかく早く学校に来いってさ。で、生徒会の掲けい示じ板ばんを見ろって」

「何だか気になるから急ご！」

「分かったよ。ただし、走っていくからな。跳とぶのはなしだ」

「そんなことしないよ。ジャンプできるのはアタシ一人だけなんだから。コーヘーを置いては行けないって」

　オレ達は、学校への道を走り始めた。もうほとんど近くまで来ていたから、すぐに校舎に到とう着ちやくする。昇しよう降こう口から入り、上うわ履ばきへと履はき替かえる。少し進んだ先に、何やら人だかりができていた。そこは、生徒会からのお知らせを張る掲けい示じ板ばんの前だった。

「二人とも来たか」

　オレ達の姿を見つけた輝てる夫おがやって来る。

「輝てる夫お、何だよさっきの電話は。それにこの人だかり」

「いいから掲けい示じ板ばんを見てこいって。生徒会からのお知らせが張ってあるから。とんでもない内容のな」

　輝てる夫おに促うながされ、オレとつばさは掲けい示じ板ばんへと向かった。

「来たぞ」

「確かあの人よ」

　オレに気付いた生徒達が、ざわめきながらも道を開けてくれる。

　不思議に思いながらも、オレとつばさは掲けい示じ板ばんの前に立った。そこに張られた紙を見る。

　そこにはこう書かれていた。














『無能力者保護校則決定のお知らせ』




　２年Ｃ組、宇う津つ木ぎ航こう平へい。

　右の者は、政府にも認められた何のギフトも持たない稀け有うな人間、無能力者である。

　ギフトを持たない彼かれの生活は、さぞや苦難と苦く悩のうに満ちたものであろう。

　そこで、我わが青葉高校は学校として、彼かれを保護する校則を決定、本日より施し行こうすることとする。

　具体的な内容は今後決まり次し第だい順次発表していくことになるが、全校生徒、ひとりひとりが彼かれを差別することなく、慈じ愛あいと奉ほう仕しの精神を持ち接するように。





青葉高校生徒会　











「な、何じゃこりゃああああ！」

　オレは叫さけばずにはいられなかった。

　父さんの予知で、少しは覚かく悟ごしていたはずなのに、それを軽く何十倍も上回る程ほどの驚おどろきだった。

[image: ]
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　これは何かの間ま違ちがいかと思った。寝ねぼけたオレが見ている質たちの悪い夢なんじゃないかと。

　だけど、いくら目をこすったところで目の前の張り紙は消えてなくならない。

「イタズラだよな？　な、これってイタズラだよな？」

「航こう平へい、残念ながらこいつは本物だ」

　焦あせるオレに、いつの間にか後ろに来ていた輝てる夫おが言った。

「ほら、ここに生徒会のハンコが押おしてあるだろ？　ついでにこっちには校長のハンコも。これは、生徒会が発案し校長もそれを認めたって証しよう拠こだ。この張り紙の内容は、噓うそでも冗じよう談だんでも、ましてやイタズラなんかでもないんだよ」

　足もとがガラガラと音を立てて崩くずれ落おちるような、そんな感かん触しよくをオレは覚えた。

「でもさ、でもさ、校則ってそんなに簡単に作れちゃうもんなの？　もしそうなら、アタシだって作っちゃうよ。購こう買ばい部ぶにクレープを置くって。あとショートケーキもね。ソフトクリームマシンだって導入したいな」

「いや、それは校則じゃなくって、単なる飛とび田たの願望だろ？」

　呆あきれたように言ってから、輝てる夫おは真しん剣けんな顔で説明を始めた。

「生徒の自主性を重んじるってのがうちの学校のスローガンなんだよ。そのせいもあって、他の学校よりも生徒会が持ってる権限が強いんだ。それにしたって、これはあまりに強ごう引いん過ぎるぜ。会長、どんな無茶をしたんだよ」

　輝てる夫おがため息をつく。

「じょ、冗じよう談だんじゃねーぞ！」

　オレは人だかりを抜ぬけ走り出した。

「コーヘー、どこ行くの!?」

「生徒会室だよ！　このふざけた校則を撤てつ回かいさせるんだ！」

「ちょっと待ってよコーヘー！」

　つばさが止めるのも聞かず、オレは全速力で生徒会室を目指した。これまで一度も入ったことはないが、場所だけは知っていた。校舎の最上階、五階の一番端はしだ。

　階段を一段抜ぬかしで一気に駆かけ上あがり、オレは五階に到とう着ちやくする。

　五階は、科学教室やコンピュータールームといった特とく殊しゆ教室ばかりの階だ。普ふ通つうの教室がないから、生徒の姿はなかった。

　廊ろう下かの突つき当あたりにある引き戸。『生徒会室』と書かれたプレートが上に貼はられている。

　オレは生徒会室の中へと飛とび込こんだ。

　幸いなことに、生徒会メンバーは集まっていた。

　まず会長の新にい垣がき由ゆ梨り絵え。それから男子副会長の引ひき間まに女子副会長の伊い福ふく部べ。

　他に二人、知らないヤツらもいたが生徒会メンバーで間ま違ちがいないだろう。

「まあ、宇う津つ木ぎさん！」

　突とつ然ぜんのオレの登場に、会長は嬉うれしそうな表情を見せた。

「掲けい示じ板ばんの張り紙、読んでいただけました？　本当なら事前に報告するべきでしたが、新校則決定の手続きでドタバタしてそれどころではありませんでしたので。すみません」

　会長は笑え顔がおで続けた。

「無能力者保護校則は無事に施し行こうされましたが、実はまだ具体的な内容は決まっていないのです。細かな部分を詰つめていくには、何よりも無能力者である宇う津つ木ぎ航こう平へいさんの協力が必要です。いろいろと意見を聞かせてくださいませんか？」

「……撤てつ回かいしてくれ」

　オレは押おし殺ころした声で言った。

「えっ？」

「張り出されてた校則を撤てつ回かいしてくれって言ってるんだ」

　オレは、言葉を続ける。

「オレは、あんな校則望んでない。慈じ愛あいと奉ほう仕しの精神もいらない。だから頼たのむ。校内放送でも使って、今すぐあの校則を撤てつ回かいしてくれ！」

「コーヘー！」

「航こう平へい！」

　オレを追いかけてきたつばさと輝てる夫おが、生徒会室に飛とび込こんできた。

「お二人は？」

「こいつの友人です。俺おれは、２年Ｅ組の森もり本もと輝てる夫お」

「アタシは、２年Ｆ組の飛とび田たつばさ！」

　会長に尋たずねられ、二人はそう自己紹しよう介かいする。

「会長、俺おれ達たちからもお願いします。あんな校則は止やめてください」

「そーだよ。コーヘーは保護なんて必要ないよ。だって、すっごく強いんだから。頭だって、アタシの何倍もいいんだから！」

「森もり本もとさん、飛とび田たさん。お二人の意見は分かりました。しかし、生徒会としてあの校則を破は棄きするわけにはいきません」

　穏おだやかに、しかしきっぱりと会長は言った。

「そもそも、新しい校則を作る時は全校集会とか開いて生徒の同意を得るのが普ふ通つうですよね!?　これは生徒会の横暴じゃないんですか？」

　輝てる夫おが食い下がるが、

「校則の不備により生徒の健全なる学校生活が脅おびやかされる場合は、生徒会、及および校長先生の同意をもって暫ざん定てい的に新校則を決定、施し行こうすることが校則で許されています。これは、宇う津つ木ぎ航こう平へいさんを守るための校則です。特例に当てはまります」

　揺ゆるぎない信念をもって、会長は言う。

「だから、オレは別に守ってもらわなくたっていいんだって！」

　黙だまっていられなくなって、オレは口を開いた。

「確かにオレは無能力者だけど、何の不自由もなく学校生活を送ってたんだ。今いま更さらあんな校則を決められる方が困るんだよ！」

　必死に訴うつたえたものの、会長は同情するような目でオレを見る。慈じ愛あいと奉ほう仕し精神に溢あふれた目付き。最悪だ。

「そうやって強ぶることでしか、自分を守ることができなかったのですね。でももう大だい丈じよう夫ぶです。これからは、生徒会長であるわたくしが先頭に立ち、貴方あなたを差別や偏へん見けんから守りますから」

「いや、だからそんなのないんだって」

　水みず沢さわのようなヤツがいるぐらいだから、まったくないといったら噓うそになる。それでも、オレが気にするレベルじゃない。

　なのに、会長はちっとも話を聞いてくれなかった。

「すべてわたくしに任せてください、悪いようにはいたしませんから」

　現状、ＭＡＸで悪いようになってるんだと、オレは声を大にして叫さけびたかった。

　そんなオレの肩かたを、輝てる夫おが太い腕うでで摑つかむ。

「航こう平へい、とりあえず今朝はこれぐらいにしよう。これ以上話しても、感情的になるだけだし」

「いや、でも」

「いいから、いったん引くぞ」

　輝てる夫おが強ごう引いんにオレを引っ張って生徒会室を出る。その筋肉は伊達だてじゃないから、力ではオレはかなわない。

「カイチョーの分からずや！　い[image: ～][image: ～]だ！」

　そんな悪態をついてから、つばさも生徒会室を後にした。

　生徒会室から少し離はなれた場所で、輝てる夫おはオレを解放する。

「あの様子じゃ、新にい垣がきにいくら訴うつたえたって通じないだろ。あいつは、自分が間ま違ちがってるなんてこれっぽっちも思ってないんだ。善意の塊かたまりなんだから」

　善意の塊かたまり。最高に尊くもあり、最悪に厄やつ介かいでもある代しろ物ものだ。

「攻め方を変えようぜ。新校則の施し行こうを許可した校長の方に話をしてみるんだ」

　生徒会と学校。両者がＯＫして初めて校則は施し行こうされる。生徒会の説得が難しいなら、学校側を動かすという意味だ。

「なるほど、その手があったか」

　オレは納なつ得とくする。

「とりあえず、昼休みにでも校長室に行ってみよう。当事者であるお前が、あんな校則は迷めい惑わくだって訴うつたえれば、さすがに許可を取り消してくれるだろ」
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「いや、気持ちは分かるよ。だけど、我わが校こうは生徒の自主性を重んじているからね」

「あれは、生徒会長の新にい垣がき君が、本当に君のことを心配して作った校則だ。その熱意に負けて、私も許可を出したんだ。それを、昨日の今日で取り消してしまうというのは問題だと思うんだ」

「まあ、しばらく様子を見てみたらどうだろう？　無能力者である君にとっては、決して悪い校則ではないはずだよ」

「しばらくだよ、しばらく。その間には、君もこの校則がそう悪いものじゃないって分かるんじゃないのかな？」




　とまあ、これがオレ達たちの訴うつたえに対する校長の答えだった。まるで話にならない。

　オレ達たちは校長室を後にした。昼飯も食べずにやって来たというのに、成果はまるでなかった。

「もうっ、校長先生の分からずや。本人であるコーヘーが必要ないって言ってるのに、どーして分かってくれないの！」

　つばさがプンスカと怒おこっている。もちろんオレだって同じ気持ちだ。

「やっぱり、会長に掛かけ合あうしかねーか」

「でも、今朝のあの感じだからな。通用しないと思うぞ」

「じゃあどうすれば？」

「署名とか集めるってどうだ？」

「署名……。ああ、面めん倒どうくせーな」

　オレと輝てる夫おがそんな話をしている中、つばさが声を上げる。

「コーヘー、テルっち！　重大なこと忘れてるよ！」

（ひょっとして、あのふざけた校則を撤てつ回かいさせるとんでもなく素す晴ばらしいアイデアでもあるんじゃ？）

　そんな期待を抱いだくオレだったけど、

「お昼！　アタシ達、まだ何も食べてない！　もうお腹なかペコペコだよ！」

　つばさが全力で主張する。

　オレと輝てる夫おは大きくため息をついた。

　でもまあ、確かにオレ達は昼抜ぬきだった。どう動くかにせよ、腹ごしらえは必要だった。

　そこで、オレはつばさに伝えるべき大切なことを思い出す。

「あっ、つばさ。悪い、今日、弁当ねーんだ」

「え[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

　つばさが、この世の終わりみたいな顔をして見せた。

「朝、母さん熱出して寝ね込こんだんだよ。つばさに謝あやまっといてくれって頼たのまれてたんだ」

「そっか。それならしょうがないよね。おばさんに無理させられないし」

　さすがに病気とあっては、つばさもあっさりと納なつ得とくする。

「じゃあ、購こう買ばい部ぶでパンでも買って食べる？　でもちょっと味気ないかな？」

「なら、学食にでも行くか？　俺おれ、たまに利用してるぞ。あそこ、鳥ささみ定食あるから筋肉を作るにもいいんだ」

　輝てる夫おの提案で、オレ達は学食に向かうことにした。

　昼休みが始まってしばらく時間がたっていたため、学食はそこまで混こんではいなかった。

　オレの姿を見た生徒達が、何やらヒソヒソと話をしている。

「ほら、あれが例の……」

「すっげー珍めずらしいんだって？」

「知らなかったよ。うちの学校にいたなんて」

　オレが無能力者だってことを話しているに違ちがいない。これまで知らなかった生徒にまで、しっかり伝わってしまったようだ。

（こーゆーのが面めん倒どうだから、放っておいて欲ほしかったんだよ！）

　ヒソヒソ声を無視しながら、オレは券売機の前に立つ。お手頃価格でそれなりにボリュームもあるＢ定食をチョイスする。横にある立て看板を見ると、ハンバーグと付け合せのスパゲティ。ごはんに味み噌そ汁しるという取り合わせだ。

「う[image: ～][image: ～][image: ～]ん、どれにしよっかな？」

　散々悩なやんだ挙句、つばさもまたＢ定食にした。ついでにデザートのあんみつの食券を購こう入にゆうしたのが実につばさらしい。

　宣言していたとおり、輝てる夫おは鳥ささみ定食の食券を購こう入にゆう。空いていた列に並び、カウンターに食券を出す。

「あいよ」

　出てきた学食のおばちゃんは、オレの顔を見るなり『あっ』と小さく声を上げた。

　しばらくして、三人分の定食がトレイに載のって出される。

　見るからに、オレのだけ異様に量が多い。本来ならＢ定食には入っていないはずの、鳥のから揚あげとトンカツまで載のっている。しかもご飯はカレーライスだ。

「うわ[image: ～][image: ～]、コーヘーすご[image: ～][image: ～]い。スペシャルだね。それって何定食？」

「知らねーよ。オレは普ふ通つうにＢ定食の食券を買ったんだって。おばちゃん、どういうこと？」

　オレが尋たずねると、おばちゃんは笑え顔がおで答えた。

「いやあ、君には精せい一いつ杯ぱい、サービスするようにって生徒会長さんと校長先生から要よう請せいがあってね。それにしても驚おどろいたよ。君、ギフトがないんだってね。気の毒に。さあさあ、遠えん慮りよなく食べるんだよ」

　オレは……最高に胸むな糞くその悪い気分だった。サイフから五百円玉を取り出して叩たたき付つけるようにテーブルに置いた。

「これ、オーバーした分の料金です。それと、これからはこんなことしてくれなくてもいいですから」

　きっぱりとそう言うと、重いトレイを持ってテーブルへと向かう。

『せっかくサービスしてもらったんだから、遠えん慮りよなくもらっとけばいいのに』

　とは、つばさも輝てる夫おも言わない。二人とも、オレが無能力者だってことで特とく別べつ扱あつかいされることを嫌きらうって知っているからだ。

　他の生徒達が興味深そうにオレのスペシャル定食を覗のぞいていく。

「おい、あれ、見ろよ」

「あれで三百五十円だろ？　なんか、ずるいよな？」

（オレはちゃんと追加で五百円払はらったからな！）

　肩かた身みが狭せまいオレは、心の中で叫さけんだ。

「いただきます」

　ヤケクソのようにオレはそのスペシャル定食をほおばった。悔くやしいけど……美味うまかった。

「つばさ、輝てる夫お、お前達も食べていいぞ」

「本当？　いっただっきまーす」

　つばさが喜んで箸はしを突つっ込こんでくる。

「俺おれは、余計な贅ぜい肉にくをつけるわけにはいかないからな」

　そう言いながらも、衣ころもを外したトンカツを二、三切れ、輝てる夫おは口にした。

　それから、深刻そうに呟つぶやいた。

「しかし、あの校則が学食にまで影えい響きようしてたなんてな。航こう平へい、こりゃ思った以上にお前の学校生活は変わるかもしれないぜ」

「怖こわいこと言うなよな」

　憮ぶ然ぜんとして言うオレ。

　輝てる夫おの言葉が正しかったことを知るのに、さほど時間はかからなかった。
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　ボリューム満点のスペシャル定食を食べるのに忙いそがしく、結局これからのことは話せないまま昼休みは終わってしまった。

　オレ達は仕方なく、それぞれの教室に戻もどることにした。

　午後の最初の授業は数学。そう、《電魔王の眼差しエレキトリツクゲイザー》の桜さくら下した先生の授業だ。

　桜さくら下した先生が数式を黒板に書く。なかなか手て強ごわい問題だ。本当なら授業に集中しなければならないとこだが、オレはいかにして無能力者保護校則を撤てつ回かいさせるか？　そればかりを考えていた。

　そのせいで、桜さくら下した先生に名前を呼ばれるのをすっかり聞きき逃のがしてしまっていた。

「……ぎ君……宇う津つ木ぎ君」

「は、はい！」

　オレは慌あわてて返事をする。

「問い３の答えは何ですか？」

　桜さくら下した先生に尋たずねられる。オレとしたことが、まるで桜さくら下した先生の話を聞いてなかった。黒板に問題が書かれているから、計算すれば答えが出せないことはない。ただ、すぐには無理だ。

　無む駄だにあがくのは諦あきらめ、オレは正直に言った。

「すみません。ちょっと考え事をしてて」

「そうですか」

　桜さくら下した先生の目が細められる。

（《電魔王の眼差しエレキトリツクゲイザー》が来るぞ！）

　身構えるオレ。

　だけど、何もなかった。桜さくら下した先生はオレの後ろにいた男子生徒、熊くま谷がいに同じ質問をする。

「あっ、えっと。俺おれもちょっと聞いてなくって」

　ヘラヘラって笑う熊くま谷がい。オレが電気ショックを食らわなかったから、桜さくら下した先生の機き嫌げんがいいとでも思ったんだろう。実際、オレもそう思っていた。

　だけど、それは違ちがっていた。桜さくら下した先生は、容よう赦しやなくギフトを発動した。

「ギャアッ！」

　熊くま谷がいが悲鳴を上げ体をのけぞらせる。

　さすがにオレは黙だまってられなくなり、立ち上がった。

「先生、どうしてオレはスルーで、熊くま谷がいはシビれさせたんですか？」

「それは……」

　桜さくら下した先生が、居い心地ごこちの悪そうな顔で口をモゴモゴとさせる。

「どうしてですか？」

　オレがしつこく尋たずねると、桜さくら下した先生は不本意といった様子で答えた。

「朝の職員会議で決まったんです。君には、ギフトを使った罰ばつは与あたえないようにって」

　無能力者保護校則の影えい響きようだ。学食の過か剰じようサービスと同じように、教師達もオレを特とく別べつ扱あつかいするようお達しがあったんだ。

「そんなのオレ、納なつ得とくできません！　熊くま谷がいと同じようにオレをシビれさせてください！」

　これ以上の特とく別べつ扱あつかいは勘かん弁べんだと、オレは熱心に訴うつたえる。

「それは……できないんだ」

「お願いですからやってください！　オレ、シビれたいんです！　桜さくら下した先生のギフトを味わいたいんです！」

「だから、できないと言っているだろう！」

　桜さくら下した先生がたまらず声を荒あらげる。

「さあ、授業に戻もどりますよ」

　オレの願いを無視し、数学の授業が再開された。

　少し離はなれた席から、丸めた紙が飛んできた。見ると、西にし島じまがこっちを見てニヤニヤとしている。

　紙を開くと、そこにはこう書かれていた。

『お前……マゾ？』

（ちげーよ！　特とく別べつ扱あつかいされるのが嫌いやなんだよ！）

　オレは心の中で絶ぜつ叫きようした。

　後で西にし島じまの向こうズネを蹴け飛とばしてやろうって、オレは心に決めた。
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　──放課後。

　最後の授業が終わったオレは、とりあえず西にし島じまの向こうズネを蹴け飛とばしておいた。悶もん絶ぜつしながら何で？って顔でオレを見ていたが、あいつの自じ業ごう自じ得とくだ。反省しろ！　くそっ！

　廊ろう下かに出ると、つばさと輝てる夫おが立っていた。

「航こう平へい、昼の話の続きをしよう。どこでする？　多目的ホールか？」

「せっかくだから、外に出ないか？　学校にいると、ジロジロ見られて落ち着かねーんだ」

「だったら、ファミレスに行こ！　甘あまい物も食べれるしね」

　つばさの提案で、行き先が決まった。

　歩き出すオレ達の前に、ぬっと数名の男子生徒が立ちはだかる。

「オレ達に何か用か？」

「おっと、そんな警けい戒かいするなって。俺おれはＡ組の海かい藤どうって言うんだ。ラグビー部な。他の二人は、ラグビー部の後こう輩はいだ」

　男子生徒が自己紹しよう介かいをする。

「生徒会から正式に要よう請せいがあってな。無能力者のお前が帰宅中に何かあったら大変だからって、俺おれ達たちが護衛につくことになったんだ」

「はあっ!?」

　とんでもない話だった。

「おっと、別に毎日俺おれ達たちが護衛するわけじゃないからな。明日はサッカー部、明後日あさつてはバスケ部って各部活が持ち回りでやることになったんだ」

「オレはそんなの必要ない！」

「必要ないって言われても、俺おれ達たちだって副会長の引ひき間まさんに言われてるし。やらないわけにはいかないんだよ」

　男子生徒が言う。

「お前の護衛役として各部から選出されるのは強いギフトの持ち主ばかりだ。俺おれ達たちだってもちろんそうだ」

　海かい藤どうは後こう輩はい二人を少し離はなれた場所に立たせた。

「よし、お前ら。俺おれに思いっきりタックルしてみろよ」

「うりゃあ！」

「どりゃあ！」

　本当に二人は全力でタックルをした。さすがに海かい藤どうでもこれをまともに食らったら数メートルは弾はじき飛とばされるだろう。

　しかし、そうはならなかった。ボヨンという奇き妙みような音とともに、後こう輩はい二人が反対側に吹ふっ飛とぶ。

「これが俺おれのギフト。反射さ。本気を出せば、突つっ込こんでくる軽トラックぐらい弾はじき返かえせるぜ」

　海かい藤どうが得意気に言う。

「ちなみに、あの二人もそれなりのギフトを持ってる。俺おれ達たち三人が集まれば、お前を家まで完かん璧ぺきに護衛してやれる」

（こいつら、馬ば鹿かじゃねーか？　俺おれの通学路を何だと思ってんだ？　紛ふん争そう地帯でも何でもねーぞ）

　呆あきれるオレ。

「ちょっと待ったああああ！」

「待ったあああああ！」

　逆に対たい抗こう意識を燃やしたのがつばさと輝てる夫おだった。

「コーヘーはアタシ達たちと一いつ緒しよに帰るから護衛なんて必要ないよ！」

「ああ、もし護衛が必要な場面になったって、俺おれと飛とび田たがいるから大だい丈じよう夫ぶだ！」

「お前らがか？」

　つばさと輝てる夫おをジロリと見て、海かい藤どうが馬ば鹿かにしたように笑った。

「２メートルしか跳とべないテレポーテーションのギフトと、自分の服しか消せない透とう明めい化かのギフトでどう宇う津つ木ぎを守ろうって言うんだよ？」

　海かい藤どうの認にん識しきは間ま違ちがっていた。

　つばさのテレポーテーションの飛ひ距きよ離りは決して２メートルではない。ただ、何も落とし物をせず安心して跳とべる距きよ離りが２メートルだから、人前ではそれ以上の距きよ離りを跳とぶなってキツく言ってあるだけだ。＋連続ジャンプも駄だ目めだって。

　輝てる夫おのギフトだって、透とう明めい化かできるのは服だけじゃない。体に触ふれている物体がその条件だ。例えば、大きなトランクを手にしていればそれを透とう明めいにすることだって可能だ。

　自分達のギフトを過小評価されていることに我が慢まんならず、つばさと輝てる夫おが怒いかりの声を上げる。

「アタシのジャンプは、たった２メートルじゃない！」

「俺おれのギフトだって、服だけを消すわけじゃないからな！」

　さらにとんでもないことを言い出した。

「今からジャンプして、駅前のトロワベーカリーの特製メロンパンを買ってくるから！」

「今から、ここにあるロッカーを全部消して見せるからな！」

　ギフトを発動しようとする二人をオレは慌あわてて止めた。

　理由はもちろん、全ぜん裸らコースだったからだ。

「二人とも止やめろ！」

「でも……コーヘー」

「くそっ！」

　二人は悔くやしそうな顔をする。

　オレは、海かい藤どうに向かって言った。

「せっかくの申し出、悪いんだけどオレはやっぱり友達と一いつ緒しよに帰る。生徒会にはそう伝えといてくれ」

　歩き出そうとするオレだけど、海かい藤どう達が立ちはだかる。

「分かんないヤツだな。そうもいかないって言ってるだろ？　俺おれ達たちだってちゃんと仕事をこなさないと、来季の予算に影えい響きようすんだからな」

　海かい藤どうは続ける。

「それに、会長も言ってたらしいぜ。無能力者の宇う津つ木ぎには、いざって時に、お前のことを守れるように強いギフトを持った友達が必要だって」

　さらに続けた。

「近く、お前を守れるような強いギフトの友達を紹しよう介かいしてくれるってさ。俺おれ達たちはそれまでのつなぎってことだ」

　オレの心の中で、不快感が湧わき上あがる。

（勝手に無能力者保護校則なんて作って、オレに肩身の狭せまい思いをさせておきながら、今度はオレの友達にまでケチをつけるつもりなのかよ！）

　気が付くと、オレは走っていた。

「コーヘー！」

「航こう平へい！」

　つばさと輝てる夫おが止めるのも聞かず、オレが全速力で向かった先は──。

　会長がいるであろう、生徒会室だった。
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　オレはノックもせずに引き戸を開けると、生徒会室に飛とび込こんだ。そこにいたのは三人、会長と、女子副会長の伊い福ふく部べ希のぞみ、それから金髪で碧眼のイケメン男子生徒だ。

「宇う津つ木ぎさん。今日一日過ごしてみてどうでしたか？　いろいろと便べん宜ぎを図はかってもらえるよう、学校にもお願いしておきましたから過ごしやすかったでしょう？　一いつ緒しよに帰ってくれる方とも会いましたか？　引ひき間ま君が選んだ強いギフトの持ち主ですから、貴方あなたをちゃんと安全に家まで送り届けてくれるはずですよ」

　オレが黙だまっているのをいいことに、会長は続けた。

「こういった短期的なエスコート役ではなく、常に貴方あなたと仲良くしてくれる強いギフトの持ち主を厳選している最中です。決まり次し第だい、紹しよう介かいいたしますね」

　さらに思い出したように付け加える。

「そうそう、校長先生とも相談したのですが、来年、有名大学への特別推すい薦せん枠わくに貴方あなたを優先的に入れてもらえるようにできそうです。もう、受験勉強をする必要もありません。貴方あなたは、無能力者保護校則の庇ひ護ごのもと、安あん穏のんな学生生活を送っていればいいのです」

　そこが、オレの我が慢まんの限界だった。

「……ざけんな！」

「え？」

「ふざけんな！」

　オレは大声を出すと、近くの机を拳こぶしでダンと叩たたいた。

「ちょっと！　新にい垣がきセンパイに何て口を聞くのよ！」

　文句を言う伊い福ふく部べを片手で制して、会長はやや表情を固くして尋たずねる。

「宇う津つ木ぎさん。一体何をそんなに苛いら立だっているのですか？」

「苛いら立だつに決まってんだろ？　勝手にしょーもない校則を作られて、さらには友達まで勝手に用意されようとしてんだからな！　オレは、今いる友達で十分なんだよ！」

「飛とび田たさんと森もり本もとさんのことですね？　もちろん、彼かれらが悪いとは言いません。しかし、彼かれらのギフトでは無能力者である貴方あなたを保護しきれないと思います」

「保護とか、そんなのは必要ない！　オレの願いは、ただ放っておいて欲ほしいだけなんだ！」

「貴方あなたが無能力者だと知ってしまった以上、そうはいきません！」

　会長はキッパリと言う。

「貴方あなたは、何のギフトも持っていません。今後何をしようとギフトを手に入れることは叶かなわないのです。そんなか弱く、かわいそうな存在である貴方あなたを、ギフトを持つ者として放っておけるはずがないじゃありませんか」

　こいつは……今……何て言った？

　こいつは……オレのことを……かわいそうって……言ったのか？

「持つ者が持たざる者に手を差さし伸のべる。これこそが博愛の精神であり、人として当然のことなのです。わたくしは、この無能力者保護校則が少しでもかわいそうな貴方あなたの救いになると信じています。だからこそ、校則を廃はい止しする気はありません！」

（何度オレのことをかわいそうって言えば気が済むんだ？）

　オレは激しく憤いきどおった。

　オレが、つばさや輝てる夫おという友人と出会ったこと。勉強や運動にと頑がん張ばり、学校生活を思いっ切り楽しんでいること。

　それらを、ギフトがないって理由だけで無価値なものにされるのが我が慢まんならなかった。

「ギフトを持ってないってだけで、オレはそんなにもかわいそうなのかよ。同情される存在なのかよ。言っとくが、オレはギフトなんかなくたって人生これでもかってぐらい楽しんでるんだ！　ギフトを持った連中にだって、ちっとも負けてねーんだからな！」

「いいえ、そんなはずはありません。貴方あなたは、ギフトがない自分を認められず、そう思おもい込こもうとしているだけです！　貴方あなたを救えるのは、わたくしの提案した無能力者保護校則だけなのです！」

　オレも大たい概がい頑がん固こな方だとは思うが、会長もなかなかのものだった。オレの言葉に一歩も引くことなく反論してくる。

　議論が平行線をたどる中、イケメンが鼻に抜けるようなイケメン声で言った。

「何か、このままだと結論出ないみたいだし。いっそのことゲームで決着つけたらどうです？」

「有ある賀がセンパイ！　適当なこと言わないでくださいよ！」

　伊い福ふく部べが叫さけぶも、会長は続きを促うながす。

「有ある賀が君。それは一体どういうことかしら？」

「だから、会長としては無能力者はか弱くてかわいそうな存在。自分達能力者の保護が必要だって思うんですよね？」

「ええ、そうです」

　会長が頷うなずいた。

「反対に、君の方は、自分はそんな保護必要ない。ギフトなんかなくたって平気。ギフトを持った連中にだって負けないって意見だよね。それで間ま違ちがいない？」

「ああ、そうだ」

　オレも頷うなずく。

「じゃあ、それをゲームで証明してみないかい？」

「つまり、希のぞみ達とこの無能力者とで何かのゲームで対決して決着をつけようってことですよね。ちょっと面おも白しろそうかも」

　伊い福ふく部べが打って変わって乗り気になる。

「で、何のゲームですか？　かくれんぼ？　それとも鬼おにごっこ？」

「それは、伊い福ふく部べのギフト向きのゲームじゃないか。さすがにそれは卑ひ怯きよう過ぎるだろ」

　イケメンが苦く笑しようする。

「この青葉高校でゲームって言ったら、あれしかないんじゃないかな？」

「青葉高校伝統の競技、サバイバルフラッグゲームですね」

　会長が大きく頷うなずいた。

「伝統と格式のあるあの競技であれば、どんな結果が出ようとも皆みなが納なつ得とくできるでしょう。有ある賀が君、素す晴ばらしいアイデアです」

　会長は、オレに顔を向ける。

「宇う津つ木ぎさん。サバイバルフラッグゲームにて決着をつけることにいたしましょう。もしわたくしが勝てば、意地を張らずに無能力者保護校則を受け入れ、学校、生徒会、そしてこのわたくしの庇ひ護ごを受けてください。逆にもし貴方あなたが勝ったなら──」

「無能力者保護校則をただちに撤てつ回かい、先生達がオレにギフトで罰ばつを与あたえるのも許可し、学食でも過か剰じようなサービスはなし。当然、護衛なんかもいらないし、オレの友達選びにも文句は言わない。オレに、元どおりの学校生活を戻もどしてくれる。一言で言えば、放ほっといてくれる。そうだな？」

「はい、それでかまいません」

　会長がしっかりと頷うなずく。

（よしっ、言げん質ちは取ったぞ！）

　オレはその場でガッツポーズを決めた。

　正直、オレはその伝統と格式あるサバイバルフラッグゲームなるものをちっとも知らなかった。完全なる初耳だった。

　それでも、オレはつい勢いで叫さけんでしまっていた。

「分かった！　その勝負、受けて立つぜ！」
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　──翌日、火曜日の放課後。

　オレとつばさ、輝てる夫おの三人は、カビ臭くさい教室へとやって来ていた。

　ここは、青葉高校の校舎の裏手に残されている、旧校舎の中にある教室だ。今は主に文化系部の部室として使用されているこの建物だが、ここはずっと空あいていたようだ。

「想像はしてたけど……こりゃひどいな」

　輝てる夫おが顔をしかめて言う。それもそのはず、教室はとんでもなく汚かった。

「こんなの掃そう除じすればいいだけだよ。道具一式借りてきたんだから大だい丈じよう夫ぶ」

　ホウキ、バケツ、雑ぞう巾きんと一通りはそろっていた。

「それじゃ始めよ。三人でちゃっちゃと頑がん張ばればすぐに終わるって」

　つばさの音おん頭どで、オレ達は掃そう除じを始めた。たまりにたまったホコリをホウキで掃き、さらに雑ぞう巾きんがけをする。真っ黒になったバケツの水を、何度も取りかえ頑がん張ばった。

　その甲か斐いあり、三十分程ほどで教室は見み違ちがえる程ほどにキレイになった。

　中央に机六個を長方形に並べ、適当に椅い子すを置いて準備は完かん了りようだった。

「今からここが、作戦本部だね」

　つばさがはしゃいだ声で言う。さすがに幼よう稚ちだろとつっこみを入れようと思ったが、止やめておいた。確かにつばさの言うとおり、作戦本部というのがピッタリだった。

「まさか、生徒会の連中とサバイバルフラッグゲームをすることになるとはな。思ってもみなかったぞ」

　輝てる夫おがため息交じりに呟つぶやく。

「昨日、突とつ然ぜん走り出したお前を俺達は追いかけたんだ。でも、運悪く斉さい藤とう先生と出くわしてな」

　斉さい藤とう先生は、周りの人間をゆっくり歩かせるという変わったギフトの持ち主だ。

　廊ろう下かを走ったりした時、斉さい藤とう先生と遭そう遇ぐうしたら最後、強制的にゆっくりと歩かされてしまう。輝てる夫お達たちもそのギフトの餌え食じきになってしまったようだ。

「どうにか斉さい藤とう先生のギフトを振ふり切きって生徒会室にたどり着いた時には、もうお前が『受けて立つぜ！』なんて叫さけんでたからな。本当、焦あせったんだぞ」

　オレが返事をしたことにより、生徒会チームとサバイバルフラッグゲームで決着をつけることが決まってしまった。

　オレに、メンバーを集めたりする準備期間が必要とのことで、ゲームを行うのは来週の土曜日ということになった。

　何でも、サバイバルフラッグゲームを行う時の公式？　の審しん判ぱん員いんが存在するらしいが、そっちの方は会長が手配をしてくれるそうだ。

　そして、ゲームの準備のためにと、会長からこの空き教室の使用許可をもらったんだ。

「要はその、サバイバルフラッグゲームってのに勝てば、困った校則も取り消しになって、コーヘーの生活はもとどおりになるってことだよね。うん、頑がん張ばろ[image: ～][image: ～]」

　元気よく宣言してから、つばさは笑え顔がおのまま尋たずねる。

「それで、それってどんなゲームなの？」

　つばさのこの言葉には、さすがにオレも輝てる夫おも椅い子すから転げ落ちそうになる。

「お前、昨日生徒会室で一いつ緒しよに話を聞いただろ？」

「うん。でも細かい部分とか分かんなくて。もう一度説明してくれると嬉うれしいな」

　えへへって感じにつばさが笑う。

　オレは仕方なく、ゲームの内容を分かりやすく説明した。

「一言で言えば、旗取りゲームなんだよ。青葉高校の校舎から少し離はなれたとこに、青葉山ってあるだろ？」

　標高80メートル程ほどの大したことない山だ。山全体が、青葉山公園となっており、一本道のハイキングコースも整備されている。

「東と西、それぞれにハイキングコースの出入り口がある。そこに、双そう方ほうのチームが陣じん地ちを構えるんだよ。で、チームの旗を立てるんだ。最終的に相手陣じん地ちの旗を取ったチームの勝ち。単純なゲームだろ？」

　オレの説明を輝てる夫おが引ひき継つぐ。

「ギフトの使用は自由。むしろ、いかに上手うまくギフトを使うかを競きそうようなゲームだ。相手に怪け我がをさせるようなことをしなければ、大たい抵ていの無茶は許されるらしい。まさしく、サバイバルゲームだな。ちなみに、ギブアップは自由だそうだ。あと、会場である青葉山を出た場合も競技放ほう棄きとみなされて失格となる」

「輝てる夫お。オレ、昨日から思ってたんだけど、どうしてこんなゲームが青葉高校の伝統なんだ？　オレは知らなかったぞ」

「何でも、大昔の青葉高校は校則がガッチガチのえらく窮きゆう屈くつな高校だったんだって。で、ある時、生徒達が立ち上がって学校側に自分達の自主性を重んじるようにって要求した。すったもんだの末、学校側が出した条件が、青葉山での旗取りゲームだったらしい。当時は、桜さくら下したみたいな危ないギフトを持った教師がゴロゴロいたから、学校側としてはまさか負けるとは思ってもみなかったんだろうな」

「ってことは、生徒側が勝ったってことだな？」

「そーゆーこと。生徒チームは、あまり攻こう撃げき的てきなギフトの持ち主ばかりじゃなかったが、知ち恵えと策略でもって見事、教師チームに勝ったんだ。で、青葉高校はわりと緩ゆるい校風の学校に変わったってわけ。ほら、夏休み前にあるうちの高校の文化祭。あれ、別名、青旗祭って言うだろ？　あれこそが、この時のサバイバルフラッグゲームの名残なごりらしい」

　一見下らないように思えるゲームにも、それなりに歴史があるんだなとオレは感心した。

「ちなみに、チームの人数は明確に決まってるわけじゃないらしい。お互たがいに同数であれば問題ないって話だ。今回は生徒会チームが五人って宣言してるから、こっちも五人用意する必要があるな」

「五人か。まずコーヘーでしょ？　それからアタシ、それからテルっち。ってことは、残りあと二人だね」

　指折り計算するつばさに、オレは待ったをかける。

「ちょっと待て。まさかお前達、ゲームに参加するつもりなのか？」

「えっ、違ちがうの？」

「違ちがうのか？」

　二人ともキョトンとした顔になる。出る気満々だったらしい。

　申し訳ない気持ちもあったが、オレは心を鬼おににして言った。

「このゲームで負けたら、オレはあのふざけた校則を素す直なおに受け入れなきゃなんない。負けは許されない戦いだからな。強くて役立つギフトの持ち主を集めたいんだ」

「おいおい、そりゃないぞ、航こう平へい。俺おれのギフトの何が問題だって言うんだよ」

「問題しかねーよ。服を透とう明めい化かする能力で、どうやってゲームに勝つんだ？　パンツまで透とう明めい化して堂々と全ぜん裸らで敵の陣じん地ちに歩いてくのか？」

「アタシは？　アタシのギフトはすっごく役に立つよ！　生徒会チームの陣じん地ちまで一気にジャンプして、旗を取っちゃえるんだから！」

　つばさがそう主張する。

　確かに、つばさの持つ瞬しゆん間かん移動のギフトは強力なギフトに違ちがいない。だけど、つばさには大きな弱点がある。

「ハイキングコースの東口から西口までは、けっこうな距きよ離りがあるんだ。いくらお前でも、一度には跳とべねーだろ？　生徒会チームの陣じん地ちに着いた時は、間ま違ちがいなくお前、全ぜん裸らになってるぞ」

「ううっ、それは恥はずかしいよ」

　つばさが椅い子すの上で体をモジモジさせる。

　だけど、何かを決意した様子でギュッと拳こぶしを握にぎりしめた。

「でも、それしか方法がないって言うならアタシ、たとえ裸はだかになっちゃってもいいよ！　コーヘーのために、脱ぬぐ！」

「脱ぬぐなぁぁぁ！」

　思わずオレは叫さけんだ。

「それに、相手陣じん地ちには当然、旗を守るために誰だれか残ってるはずだ。お前、素すっ裸ぱだかの状態でそいつと渡わたり合あえるのか？」

「ううう、それはそうだけど……」

　つばさが口ごもる。

「オレだって残念だけど、お前達と一いつ緒しよじゃゲームには勝てねーんだ。悪いけど、あくまでサポート役ってことでの参加にしてくれ。なっ、頼たのむ！」

　オレは片手拝みで頼たのみ込こむ。

「まあ、航こう平へいにとっちゃ死活問題だからな。ベストのメンバーを集めたいって気持ちは分かる。でも……なあ」

「コーヘーがそう言うなら仕方ないけど……。でも、アタシも頑がん張ばりたいなあ」

　一応納なつ得とくはしてくれたようだが、思い切り不満そうな顔だ。

　後うしろ髪がみを引かれる想おもいってのはこんなことを言うんだろう。だけど、ここで情にほだされて勝ちを逃のがすわけにはいかなかった。なんてたって、オレの学校生活がかかっている。

　オレは椅い子すから立ち上がる。

「じゃあ、オレは早さつ速そく出かける。強いギフトを持った知り合いを回って、チームに加わってもらうよう勧かん誘ゆうしてくるから」

「俺おれ達たちは何をしてればいいんだ？」

「別に、もう用はないから帰っていいぞ。掃そう除じ、サンキューな。メンバーが決まったら、メールで知らせるから楽しみにしててくれよ」

　二人にそう告げると、オレは教室を後にした。

（積極的に向こうの旗を狙ねらうアタッカー二人に、こっちの旗を守るディフェンダー二人って構成が理想的だな。強力なディフェンダーが見つかれば、アタッカーを三人に増やしたっていいし）

　何のギフトも持たない無能力者である自分は、陣じん地ちでの連れん絡らく役ぐらいしかできないが、それは受け入れるしかないだろう。

　要は勝ちさえすればいいんだ。残りのメンバーについては、青葉高校の生徒であれば誰だれでも誘さそっていいと会長には言われている。

　歩きながら、まず誰だれをスカウトしようか考える。

（浜はま坂さかなんかどうだろ？）

　同じ中学出身の男子生徒、丸い形のものなら何だって操あやつれるギフトの持ち主だ。野球ボールにサッカーボール、バスケットボールに、頑がん張ばればボーリングの玉だって。

　アタッカーとしてはなかなか使えるギフトだ。

　しかも、中学の時はわりと仲良くしてたりする。スカウトの成功率だって決して低くないはずだ。

（よしっ、まずはあいつから誘さそってみるか）

　浜はま坂さかは、野球部に所属していた。オレは野球部が練習をしているグラウンドへと向かった。
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　校庭にて、浜はま坂さかの姿を見つけたオレは大きく手を振ふった。

「お[image: ～][image: ～]い、浜はま坂さか」

　浜はま坂さかはすぐにオレに気付くと、仲間に何かを言ってからオレのもとへと駆かけてきた。

「練習中、悪いな。実はちょっとお前に頼たのみたいことがあって──」

「生徒会チームとの、サバイバルフラッグゲームのことだろ？」

　浜はま坂さかは当然のことのように言う。

「えっ、どうして知ってるんだ？」

「もう学校中で話題になってるぜ」

　伝わっているなら話が早い。オレは単刀直入に本題を告げる。

「浜はま坂さか、オレのチームに入って生徒会チームと戦ってくれよ」

「悪い、宇う津つ木ぎ。それ、無理だわ。俺おれはお前のチームには入れない」

「どーしてだよ？」

「だって、勝てっこないだろ？　相手はあの生徒会チームだぜ？　生徒会メンバーって言ったら、一人一人が強力なギフトを持ってることで有名なんだ。適当に集めただけのチームで勝てるはずがないって」

　それにと、浜はま坂さかは付け加えようとしたが、その言葉を飲のみ込こんだ。

「とにかく悪い！　他を当たってくれよな！」

　早口にそれだけ言うと、浜はま坂さかは足早に練習に戻もどっていった。何かを隠かくしているような怪あやしさが大爆ばく発はつしていた。

「何だよあいつ……。アイスおごったことだってあったのに」

　ガッカリ感を感じつつも、去る者をいつまでも追ったところで意味はない。オレは第二候補へと目標を切きり替かえる。

（次は……Ｇ組の重しげ松まつだな。あいつは、一時的に相手の体重を二倍にも三倍にもできるってギフトを持ってたはず）

　旗を狙ねらってやって来る生徒会チームにかかるＧを増やし、動けなくする。ディフェンス役としてはまさにうってつけの存在だ。

　オレは、重しげ松まつのいるであろう美術教室へと向かった。
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「あ[image: ～][image: ～]、無理[image: ～][image: ～]」

　石せつ膏こう像をモデルに絵を描えがきながら、重しげ松まつは投げやりに言った。オレが詳くわしい話をする前にだ。やっぱり、生徒会チームとのゲームの話は本当に広く知しれ渡わたっているようだ。

「えっ？　どうしてだよ？　前にゲームの攻こう略りやく、手伝ってやっただろ？」

「それはもちろん感謝してるよ。宇う津つ木ぎ君のおかげでレアアイテムゲットできたし。でも、無理なものは無理なんだ。だって相手は、生徒会長率いる精せい鋭えい部隊だよ。僕ぼく達たちが集まったところで、絶対勝てっこないって。ただでさえ、宇う津つ木ぎ君っていうハンデがあるんだから」

「いやでも、お前がいれば勝てるかもしれないだろ？　生徒会連中を足止めするにはお前のギフトはもってこいなんだ。頼たのむ！」

「宇う津つ木ぎ君」

　重しげ松まつが、オレを申し訳なさそうな顔で見る。

「本当、悪いんだけど無理なんだ。でも、君があの無能力者保護校則を嫌きらってるってことはよく分かってる。署名とかだったらいくらでも協力するから、今回は勘かん弁べんしてよ」

[image: ]

　重しげ松まつに断られたオレは、今度は新体操部へと向かうことにした。小中と同じクラスだった天あま野の夏なつ樹きがいるんだ。

　こいつは、紐ひも状の物体を自在に操あやつるギフトを持っている。しかも、かなりの長さの紐ひもでもＯＫだ。敵の陣じん地ちにある程度近づけば、こっそり紐ひもを伸のばして旗に結び付け回収なんてことも可能だろう。

「おっす、夏なつ樹き。久しぶり」

「航こう平へい……」

　手を振るオレの姿を見て、夏なつ樹きは露ろ骨こつに顔をしかめた。

「おいおい、何だよその嫌いやそうな顔は。小中の友達が尋たずねてきたってのに。もう少し愛あい想そ良くしろよ」

「私はあんたの友達だったことはないわ。つばさとは仲良かったけどね」

　そう言いながらも、夏なつ樹きは練習場を離はなれレオタード姿でオレの前までやって来る。

　近くで見ると、夏なつ樹きの体型は中学の時と何も変わっていなかった。胸も尻も、うっすいままだ。

「ジロジロ見ないで！　要件は？　って、どうせ生徒会チームとのサバイバルフラッグゲーム、航こう平へいのチームに入れとでも言うんでしょ？」

　夏なつ樹きもまた、ゲームのことを知っていた。

「ああ、そうなんだ。是ぜ非ひとも、オレのチームでお前のギフトを──」

「お断りよ！」

　今回もキッパリ断られてしまう。

「お前もかよ、これでもう三人目だぜ」

　嘆なげくオレに、夏なつ樹きが小声で囁ささやいた。

「航こう平へい、ひょっとして何も聞いてないの？」

「何をだ？」

「大きい声じゃ言えないけど、男子副会長、女子副会長から、秘ひ密みつ裏りに圧力がかかってんのよ。航こう平へいのチームに力を貸したら、来年度の部費を減らすってね。まあ、露ろ骨こつにそう言ったわけじゃないけど、暗にそんなことをほのめかしてたらしいわ。だから、部活に所属してる連中はあんたに非協力的だってわけよ」

「……マジかよ。それって、会長も知ってんのか？」

「さあ、どうかな？　会長は知らないんじゃない。あくまで、運動部を統括してる男子副会長と、文化部を統括してる女子副会長の独断での行動じゃないの？」

　それから夏なつ樹きは、何故か明後日の方向に視線を向けると落ち着かない様子で尋たずねてきた。

「ところで航こう平へい、あんた最近、つばさとはどうなってんの？」

「はぁ？」

「つばさとの仲よ。さすがにもう、付き合ったりしてるんでしょ？」

「何だよ、夏なつ樹きまでうちのクラスの連中みたいなこと言うのかよ」

　オレは苦笑しながら答えた。

「付き合ってなんかねーよ。小中とずっと一緒だったお前なら、オレ達が付き合うような仲じゃないって分かるだろ？」

　何故か夏なつ樹きはオレを睨にらみ付けた。

「本当、あんたもつばさも鈍感よね！　二人がそんなんじゃ、身を引いた私の立場がないじゃないの」

「身を引く？」

「ななな、なんでもないわ！　今の言葉は忘れて！」

　夏樹が不自然なぐらい慌あわてた。

「とにかく、あんたのチームには入らない！　入らないったら入らないから！」

　半ば叫さけぶようにしてそう言うと、夏樹は練習へと戻っていった。

「あいつ、何を慌あわててたんだ？」

　意味不明なヤツだなと、オレは思った。
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　会長に直じき訴そして、部費を減らすって圧力をどうにかしてもらおうかとも考えたが、何だか泣き付くようでオレのプライドが許さなかった。

　オレは根気よく、知り合い巡めぐりを続けることにした。

　部活に所属していない生徒なら大だい丈じよう夫ぶかと思い、そっちも当たってみたものの全ぜん滅めつだった。

　生徒会チームにはかないっこない！

　それが断ことわられる一番の理由だった。

　強いギフトを持つ知り合い、総勢十八名にアタックしたものの結果はすべて玉ぎよく砕さい。

　オレは、肩かたを落としながら用意された作戦本部へと戻もどってきた。

　もう誰だれもいなくなったと思っていたその部屋には、つばさと輝てる夫おの姿があった。

「お前まえ達たち、どうして？　先に帰ったんじゃなかったのか？」

「コーヘー、みんなに断られて帰ってきたんでしょ？」

「いや、それは……」

　さすがに情けなくなり口ごもるオレに、つばさはケラケラと笑う。

「コーヘーに力を貸したら部費を減らされるってお達しがあったんだもんね。そりゃ、簡単には力を貸せないよ」

「俺おれ達たち、愛好会にもあったぞ。航こう平へいに力を貸すようなら、部への昇しよう格かくは見送るって」

　容よう赦しやのない生徒会のやり方に、オレは憤いきどおりを感じる。同時に、そのことを知っていた二人にも驚おどろいた。

「お前ら、最初から知ってたのか？」

「まあな。だから多分、お前が収しゆう穫かくなしで戻もどってくるじゃないかと思って待ってたんだ」

「人数が集まらないことには勝負にならないもん。アタシ達の力が必要になるでしょ？」

「でも、そんなことしたらお前達が……」

「あ、それは大だい丈じよう夫ぶ。うちの部長は好きにしろって言ってくれたから。大会で結果さえ出してくれれば、文句ないってさ」

「ボディービル愛好会は、どうあがいたってしばらくは部には昇しよう格かくできないからな。今いま更さら生徒会に目をつけられたってどうってことない。そもそも、部費なんてもらってないし」

「お前ら……」

　オレは、ちょっとした感激の涙なみだを流しそうになった。

　あんなにも邪じや険けんにし、戦力外通告までしたオレのことを、こうやって待っていてくれたなんてオレは何だか泣けてくる。ついでに、ひどい自己嫌けん悪おに陥おちいった。

「つばさ、輝てる夫お。さっきは悪かった。今いま更さらだけど、頼たのむ！　オレのチームに入ってくれ！」

「もちろん！　一いつ緒しよに頑がん張ばろ！」

「その言葉、待ってたぞ！」

　オレは、二人のチーム入りを決定した。しかし、戦力的に不利なことは確かだった。

　こうなったらもう、とびきり強力なギフトを持つ生徒で残りの二枠わくを埋うめるしかない。

　運動部、文化部の呪じゆ縛ばくに縛しばられない、そんな力強い仲間を。

「コーヘー、あとの二人なんだけどね？　広く募ぼ集しゆうしてみたらどうだろ？」

　悩なやむオレに、つばさがそんな提案をする。

「広く募ぼ集しゆう？」

「そっ！　勧かん誘ゆうのポスターを作って、学校中に張り出すの！　生徒会チームを打ち負かせ！　をスローガンにしてね」

　悪い考えじゃないとオレは思った。たくさん集まってくれれば、その中から強力なギフトを持つ生徒を選ぶことができる。

「よし、つばさ。それで行こう。ポスターを張る許可はオレが会長にもらっておく」

「じゃあ、アタシは今晩中に最高のポスターを仕上げるね。明日朝、印刷して学校中に張り出そうよ！」
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　──そして、水曜日の朝。

　いつもよりも三十分も早く登校したオレ達たちは、作戦本部へと集まった。

「じゃあ、つばさ。お前が描かいてきたポスター、見せてくれよ」

「うん、上手すぎて驚おどろかないでよ」

　そう言うと、つばさは小こ脇わきに抱かかえていた丸めた紙を机の上に置く。

　登校中、いくら頼たのんでも見せてくれなかったメンバー勧かん誘ゆうのポスターが、いよいよ披ひ露ろうされる。

「じゃじゃ[image: ～][image: ～][image: ～]ん♪」

　効果音つきで、つばさは丸めた紙を開いた。

　一晩かかって描かいたというポスターがその全容を現した。




『求む！　チャレンジャー！　生徒会チームを打ち負かすのはキミだ！』




　現在、チーム『コーヘーズ』はサバイバルフラッグゲームのメンバーを大、大、大だい募ぼ集しゆう！

　残り枠わくはあと二つ！

　本日放課後、旧校舎一階の一番奥おく、作戦本部にて面接を行うよ♪

　お茶とお菓か子しも用意してあるから、遊びに来てね[image: ～][image: ～][image: ～]。

[image: ]

「おいっ！」

　オレはたまらず叫さけんだ。そりゃあもう、いろいろと突つっ込こみどころが満まん載さいだった。

「何だこのふざけた文章は!?　それに作戦本部なんて思いっきり子供っぽいだろ!?　遊びに来てね[image: ～][image: ～]って締しめも問題だし。それに何より、コーヘーズって何だよ!?」

「えっ、だってチーム名が必要でしょ？　コーヘーがリーダーなんだし、いいと思って。『コーヘーと愉ゆ快かいな仲間達』ってのも考えたけど、そっちより恰かつ好こういいでしょ？」

　悪びれもせず、つばさが言う。

「それにしたって、コーヘーズはないだろ。何か、オレがすっげー自己中心的のイタいヤツに思われるじゃねーか。せめて、もっと恰かつ好こういいネーミングにしてくれよ！　《反逆の戦士達リベリオンフアイタ─ズ》とか、《降臨戦隊アドベントバトラーズ》とか！」

「いや、航こう平へい。それはそれでイタいヤツに思われるから」

　輝てる夫おが、冷静な意見を口にする。

「どのみち、今から直してる時間もないし、これでいくしかないだろ」

「……仕方ねーな」

　オレは、渋しぶ々しぶと納なつ得とくした。

「総務室の大型コピー機、使ってもいいことになってるからそれでコピーだ。教室以外だったらどこにでも張っていいって会長の許可はもらってる」

「カラーコピーは時間かかるから急がなきゃだね！」

　オレ達は行動を開始した。総務室の大型コピー機でつばさのポスターを50枚コピーした。手分けして学校中に張った。廊ろう下か、トイレ、下げ駄た箱、とにかくいたるところだ。

　最後に、つばさの描かいたオリジナルの一枚を生徒会の掲けい示じ板ばんに堂々と張る。どこにでもと言われていたから、ここだって問題ないだろう。

「うん、こんなもんだね」

　自分の描かいたポスターが十分に目立っているのを見て、つばさが満足気に息を吐はく。

「後は、放課後になるのを待つだけだよ。人がわんさか押おし寄よせてきたらどうしよ？　あ、でもでも、アタシとテルっちの枠わくは外しちゃ駄だ目めだからね。あくまで新メンバーは二人まで！」

「ああ、分かってるさ」

　オレは頷うなずいた。

「じゃあ、お昼休みに飲み物とお菓か子しを買ってきておかなくっちゃね。コーヘーとテルっちも、買い出し手伝ってね」
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　──放課後。

　机に並べられたペットボトル、大量のお菓か子し。面接用の椅い子す。思いのほかたくさんの人が集まった時のために、待機用の椅い子すも壁かべ際ぎわに並べておいた。

　なのに！

　なのに！

　なのになのになのに！

　……誰だれも来なかった。

　学校が指定した下校時刻は午後六時。現在五時四十五分。二時間近くこの作戦本部で待機しているのに、誰だれ一人ひとりとして来ない。

　アテが外れるとは、まさにこのことだった。

「来な[image: ～][image: ～]い！　つまんな[image: ～][image: ～]い！」

　椅い子すに座すわり、つばさが不満そうに足をばたつかせわめく。

「ひょっとして、生徒会の陰いん謀ぼうとかだったりするの？　旧校舎の出入り口を塞ふさいでるとか。アタシ、ちょっと確かく認にんしてくるね」

　立ち上がろうとするつばさ。しかし、その声が響ひびく。

「そんなことするわけないじゃないですか」

　その声は、作戦本部の中で聞こえた。輝てる夫おの声じゃない。女子の声だ。

「えっ？　誰だれ？」

　つばさがキョロキョロと見み渡わたす。

「ひょっとして、心しん霊れい的な何か？　幽ゆう霊れいとかいるの？」

　怖こわい……というより、好こう奇き心を爆ばく発はつさせるつばさ。

「あ[image: ～][image: ～]もうっ！　バカばっかり」

　そんな呟つぶやきとともに、それまで何もなかった場所に一人の女子が姿を現した。

　体も含ふくめた透とう明めい化のギフトを持つ、女子副会長の伊い福ふく部べ希のぞみだった。

「お前、いつからそこに？」

「森もり本もとセンパイでしたっけ。さっきトイレに行った時、開いた扉とびらからスルッと入りました」

「この子って確か、女子副会長だよね。つまり、生徒会チームを抜ぬけてコーヘーズに入ろうってこと？　うん、大だい歓かん迎げいだよ！」

「そんなことあるはずないでしょ！　希のぞみは、センパイ達の様子を見に来ただけです！」

「じゃあスパイだスパイ！　コーヘーズの新メンバーがどんなかを知るために来たんだね！　いわゆる、敵情視察だよ！」

　非難しながらも、どこか嬉うれしそうなつばさ。

「つまり、それだけコーヘーズを恐おそれてるってことだよね。ニヒヒ」

　笑うつばさに向かって、伊い福ふく部べは呆あきれ顔で言った。

「馬ば鹿かじゃないですか？」

　って。

「センパイ達みたいなのが生徒会チームに勝てるはずないじゃないですか。うちのメンバー、誰だれもセンパイ達の行動に注目も何もしてませんよ。はなっから眼中にないんです」

「ちょっと待て。じゃあどうして各部に圧力なんてかけたりしたんだよ。オレに協力したら、部費を減らすなんて脅きよう迫はくまでして」

「宇う津つ木ぎセンパイに、四人目と五人目を見つけて欲ほしくなかったからです。だから引ひき間まセンパイにも協力してもらいました」

　伊い福ふく部べはキッパリと言い切った。

「せっかく新にい垣がきセンパイが、無能力者なんて劣おとった存在である宇う津つ木ぎセンパイのことを心配して保護してあげようって言ってるんです。本当なら、宇う津つ木ぎセンパイはひざまずいて新にい垣がきセンパイに感謝しなきゃいけないんです。なのに訳の分かんないこと言って反発なんかして。挙句の果てに、サバイバルフラッグゲーム？　どんだけ新にい垣がきセンパイの手をわずらわせるつもりですか!?」

　オレを睨にらみ付つける。

「だから、チームが五人集まらず、不戦敗になるのを狙ねらったんです。あんなポスターまで張ったから、物好きが集まるんじゃないかって心配して見に来たけど……」

　伊い福ふく部べが、馬ば鹿かにしたような笑えみを浮うかべる。

「その心配はなかったみたいですね。まあ、当然です。誰だれだって、新にい垣がきセンパイ率いる生徒会チームに勝てるなんて思わないし。この学校、思ったより馬ば鹿かは少ないみたいです」

「そんなことない！　あのポスターを見て来てくれる人が絶対いるんだから！」

「へえ、望みは薄うすいと思いますけどね。だってもう、下校時間も近いし」

　伊い福ふく部べの言うとおりだった。時計の針はもう、五時五十分に差さし掛かかろうとしている。

「ううう、コーヘー。この子、意地悪だよ[image: ～][image: ～]」

　つばさが泣きそうな顔をオレに向けたまさにその時だった。作戦本部の引き戸がコンコンとノックされる。

　ゆっくりと引き戸が開き、一人の女子生徒の顔を見せた。

「あ、あの。失礼……します」

「いらっしゃい♪　こっちに来て座すわって座すわって！」

　大喜びの表情で、つばさが女子生徒へと駆かけ寄よりその手を摑つかんで連れてくる。椅い子すへと座すわらせた。

「ジュース飲む？　お菓か子しもあるよ」

「は、はあ」

　戸と惑まどっている様子の女子生徒の顔をオレはしげしげと見つめる。そして、「あっ」と声を上げた。

「あの時の!?」

「あ、はい。そうです。先日はありがとうございました」

　頭を下げる女子生徒は、何日か前にオレが青葉モールで助けたあの女子生徒だった。

「わたし、一年Ｂ組の姫ひめ川かわ花か音おんっていいます」

　そう自己紹しよう介かいする。

「次の日に学校で、助けてくれたのが宇う津つ木ぎ先せん輩ぱいだって知りました。ちゃんとお礼を言わなきゃって思ってたんですけど。何か、緊きん張ちようしてしまって。そしたら、あんな校則が発表されて。宇う津つ木ぎ先せん輩ぱいが嫌いやがってるって聞いて。今朝のポスターも見ました」

「あれ、アタシが描かいたんだよ。すごいでしょ？」

　つばさが余計なアピールをする。

「メンバーという形じゃなくてもちょっとしたお手伝いとかできるかなって思って。それでやって来ました。あと、遅おそくなってしまってすみません。ちょっと先生に頼まれごとをしていたから」

　緊きん張ちようした様子ながらも、姫ひめ川かわさんは最後まで喋しやべった。

「お手伝いなんて言わないで。もう四番目のメンバーで決定だから！」

「えっ!?　えっ!?　えっ!?」

　つばさの言葉に、姫ひめ川かわさんがあたふたと慌あわてる。

「で、でも、わたしは大したギフトを持ってないし。サバイバルフラッグゲームのメンバーなんて、無理です」

「とりあえず、どんなギフトか見せてもらっていいか？」

「あ、はい。一応、お見せするかもしれないと思って準備はしてきました」

　姫ひめ川かわさんは、鞄かばんの中から何かを取り出した。それはマグカップ程ほどの大きさの鉢はち植うえの花だった。つぼみの状態でまだ開いていない。

「えいっ！」

　姫ひめ川かわさんが小さくかけ声をかけると、つぼみがゆっくりと開き花を咲さかせた。

「花を咲さかせるのがわたしのギフトなんです」

「すっご[image: ～][image: ～]い！　これならいつでもお花見ができるよね」

「いえ、大きな木の花を満開に咲さかせるのはさすがにちょっと」

「採用決定！　ね、コーヘー。いいよね？　ね？　ね？　ね[image: ～][image: ～]？」

　つばさがオレに聞いてくる。これだけ『ね？』が続いたらちょっとした脅きよう迫はくだ。

　花を咲さかせるギフト。正直戦力にはなりそうもない。なるはずがない。

　しかし、これだけ待って誰だれも来ないという状じよう況きようを考えれば、オレの取るべき行動は決まっていた。

　押おし殺ころした声でオレは言う。

「採用……だ」

「やったあ！　カオちゃん！　今からアタシ達は同じチームだよ！　一いつ緒しよに生徒会チームに勝と！」

　早さつ速そく、自分に呼びやすいニックネームをつけたつばさが、姫ひめ川かわさんの手を摑つかむ。

「えっ!?　えっ!?　えっ!?」

　ますます展開についていけず、姫ひめ川かわさんは慌あわてる。

　オレはもう、祈いのるしかなかった。最後のもう一人、それはもうとんでもなく強力なギフトを持った超ちよう、超ちよう超ちよう超ちよう超ちよう超ちよう大型新人が現れることを。

　世界中のありとあらゆる神にオレが祈いのってる時だった。ノックもなく、引き戸が開かれた。

　……犬だった。

　どこからどう見ても……犬だった。

　普ふ通つうの柴しば犬いぬ。誰だれかにイタズラで書かれたのか、太くキリリとした眉まゆ毛げが目の上で自己主張している。

「わ[image: ～][image: ～]、可愛かわいい。ワンちゃんだ！」

　駆かけ寄より、撫なでるつばさに向かってその犬は言った。

「こら、撫なで方が乱暴だぞ」

「うわっ、犬が喋しやべった！」

「ワガハイは犬ではない！」

（犬に変身するギフト？　いや、さすがにそんなのはねーか。じゃあ、催さい眠みん術で自分を犬に見せるギフトか？）

　オレの予想は外れていた。

「ワガハイの本体は別にあり、この犬の体を借りているのだ。いわゆる、憑ひよう依い型のギフトだ」

　犬は、首に巻いてあった真っ赤なバンダナから何かをくわえ引っ張り出すと、それをポイとこちらに投げた。

　オレはそれを拾い上げる。青葉高校の生徒手帳だ。一番後ろに、生徒証明書が挟はさまれている。

『一年Ｇ組　乾いぬいアキラ』

　小こ柄がらな男子生徒の写真が印刷されている。確かに、この学校の生徒で間ま違ちがいないようだ。

　突とつ然ぜんの犬の登場には驚おどろいたが、これはなかなか使えそうなギフトだ。

　様々な動物の体を借りて、生徒会チームの旗を狙ねらうことができる。

　いや、いっそのこと生徒会チームの誰だれかに憑ひよう依いして旗を奪うばってしまうなんてことだって。

　そんなオレの期待を、乾いぬいはあっさりと打うち砕くだいてくれた。

「言っておくが、ワガハイが憑ひよう依いできるのはこの犬だけだ。他の動物、ましてや人間など無理だぞ」

　そして、乾いぬいはオレが一番恐おそれていることを口にした。

「チーム、コーヘーズ。ワガハイが入ってやろう！」

「やったね、コーヘー。これで五人集まったよ！」

　つばさがはしゃいだ声を上げた丁度その時、下校時刻の六時となった。

「良かったですね、五人集まって。あ、四人と一匹ぴきって言った方がいいですか？」

　ことの成り行きを黙だまって見ていた伊い福ふく部べが、笑いをこらえ切れないといった様子で吹ふき出だす。

「無能力者に、２メートルしか跳とべないテレポーター。自分の服しか透とう明めい化かできない筋肉馬ば鹿かに、花を咲さかせるだけの女子。挙句の果てに、犬だなんて、最高の笑い話です」

　馬ば鹿かにしたような目で、伊い福ふく部べはオレ達を見た。

「面白いものを見せてもらったお礼に、生徒会チームメンバーのギフトを教えてあげます。まず希のぞみは、知ってのとおり完全なる透とう明めい化かのギフト。引ひき間まセンパイは、強力な引き寄せのギフト。会計の有ある賀がセンパイは、超ちよう高速移動のギフト。書記の鶴つる巻まきセンパイなんて、固いバリアを張れるんです。でもって、新にい垣がきセンパイは……」

　もったいをつけてから、伊い福ふく部べは言った。

「複数のギフトの持ち主なんです。一体、いくつのギフトを持ってるか、生徒会メンバーである希のぞみ達ですら知らない程ほどなんですから！」

　改めて生徒会メンバーのギフトを知らされて、愕がく然ぜんとするオレに、伊い福ふく部べは言った。

「宇う津つ木ぎセンパイ、勝負なんか諦あきらめて新にい垣がきセンパイに謝あやまったらどうですか？　大人しく校則を受け入れるから、サバイバルフラッグゲームはなしにしようって。どう考えたって勝ち目なんてないんですからね」

　伊い福ふく部べの姿が消えた。ギフトを使ったんだ。笑い声だけが遠ざかっていく。

　期待していた新メンバーは、花を咲さかせるだけのギフトの持ち主と、眉毛を描かれた柴しば犬いぬに憑ひよう依いするだけのギフトの持ち主。

（終わったな……）

　オレは心の中で呟つぶやいた。
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　下校時間になってしまったからには、大人しく学校を出るしかなかった。

　何となく白けた空気のまま、オレ達は解散する。

　姫ひめ川かわさんは、深々と頭を下げると去っていった。乾いぬいも四本足で歩いていく。

「コーヘー、とりあえず五名そろったんだから、コンビニのシュークリームでも食べてお祝いしない！」

「ああ、そうだな。何だったら俺おれ、おごってやろうか？」

　つばさと輝てる夫おがそんなことを言う。付き合いの長い二人だから、オレが落おち込こんでるのを何となく察したんだろう。

「遠えん慮りよしとく。甘あまい物って気分じゃないしな。それにオレ、ちょっと用事があったんだよね。悪いけど、先に帰っててくれないか？」

「用事？　それならアタシ、付き合ってもいいよ」

「いや、時間かかるかもしんないから。オレ、一人で済ます。じゃな」

　オレは逃にげるように二人と別れ、小走りに駆かけだした。

　用事があるなんて噓うそだった。オレはただ、一人になりたかっただけだった。

　特に目的地があったわけでもないが、気付いたらオレは小さな公園にやって来ていた。

　学校から歩いて二十分程ほどの場所にある公園だ。家からならもっと近い。十分ぐらいだろう。少し高台に位置しており、街を眺ながめることができた。

　夕暮れ時の公園には、もう誰だれの姿もなかった。大通りからも外れているため、実に静かなものだった。

　小学校の頃ころ、よく遊びに来ていた公園。久しぶりの来訪だった。あの頃ころは大きく見えていた遊具が、今ではちっぽけに見えた。

　オレは誰だれもいない公園のベンチに腰こしを下ろした。

「本当、終わったよな」

　オレはポツリと呟つぶやいた。

　伊い福ふく部べの口から告げられた生徒会メンバーのギフトは、オレを絶望させるには十分なラインナップだった。

　完全なる透とう明めい化かのギフトを持つ伊い福ふく部べ。姿を消し、こっそりこちらの陣じん地ちへとやって来るだろう。旗を取るのも容易たやすいはずだ。

　引ひき間まの引き寄せのギフトも厄やつ介かいだ。離はなれた場所からオレ達の陣じん地ちの旗を引き寄せ、手にすることができる。

　サバイバルフラッグゲームを提案したイケメン、あいつが会計の有ある賀がだろう。伊い福ふく部べは、有ある賀がのギフトが超ちよう高速移動だと言っていた。

　一いつ瞬しゆんで陣じん地ちを強きよう襲しゆうされ、旗を奪うばわれかねない危険なギフトだ。

　三人とも、サバイバルフラッグゲームでは最強のアタッカーとなるだろう。

　そして、書記の鶴つる巻まき。あの大人しそうな眼鏡の女子生徒が、まさかバリアを張るギフトの持ち主だとは思わなかった。

　ギフトを発動されたら、生徒会チームの旗は絶対の防ぼう壁へきで守られることになる。

　もちろん、バリアも万ばん能のうじゃない。強い念動系のギフトがあれば打ち破ることもできなくもないが、うちのチームにそんなギフトの持ち主はない。

　そして、最強の敵はやはり、会長だった。

　水みず沢さわの牛乳弾だんを操作して見せたことから、流体念動力のギフトだとばかり思っていたが、とんでもないことにそれだけではなかったようだ。

　複数のギフトを持つ人間は、確かに存在する。レア度ではオレに遠く及およばないものの、なかなか珍めずらしい存在だ。

　まさか、会長がそんなだったとは思ってもみなかった。

　流体念動力以外にどんなギフトを持っているのか、想像もつかない。

　それに対して、オレのチーム、コーヘーズのギフトと言ったら……ああ、もう。思い出すだけでヘコむ。

　もはや将しよう棋ぎで言うところの、『詰つみ』の状態だった。

『勝負なんか諦あきらめて新にい垣がきセンパイに謝あやまったらどうですか？』

　そんな伊い福ふく部べの言葉が思い出される。

　ゲームを始めたところで何もできないまま負けるに決まっている。オレもみじめだが、力を貸してくれるつばさや輝てる夫おにも悪い。もちろん、姫ひめ川かわさんと、乾いぬいにも。

　明日、会長に頭を下げてゲームを中止にしてもらおうとオレは決めた。

「もう、そうするしかねーな」

　オレはゴロンとベンチに横になった。枯かれ葉はやゴミがのったベンチで制服の背中が汚よごれるだろうが、そんなことは気にならなかった。

「考えてみりゃ、オレにとっちゃラッキーな校則じゃねーか。だって、保護してもらえるんだぜ。桜さくら下した先生の《電魔王の眼差しエレキトリツクゲイザー》を食くらうこともないし。学食だっておまけしてもらえる。さらに、進路だって安あん泰たいになるんだ。特別推すい薦せん枠わくでいい大学に入れりゃ、就職だって上手うまくいく可能性が高いしな」

　もちろん、こんなのは本心じゃない。それでも、口に出して言わないことには自分の心を納なつ得とくさせられなかった。

「これでいい。きっとこれでいいんだよ。だってオレは、オレは」

　オレは、みじめな気分で呟つぶやいた。

「何のギフトも持たない、無能力者なんだから」

　その時だった。オレの真上で、何かが実体化する。つばさだった。

「うわっ！」

　当然のことながら、つばさはベンチで寝ねそべるオレの上へと落っこちてくる。

「いたたたたたたたたた、あ、コーヘー。大だい丈じよう夫ぶ？」

「大だい丈じよう夫ぶじゃねーよ。跳とんでくるにしたって、どーしてオレの真上に来るんだよ！」

「だって仕方ないでしょ。前はこんなとこにベンチなんてなかったんだから」

　確かに、ベンチの場所は変わっていた。つばさはここにベンチのなかった頃の公園を想像し跳とび、結果としてオレの上に落ちてきたというわけだ。

「とりあえず降りろって」

「うん、ごめんね[image: ～][image: ～]」

　笑いながら、つばさはオレの上から下りる。

　と、そこでオレは肝かん心じんなことに気付く。つばさのギフトの弱点だ。

　オレは起き上がると、素す早ばやくつばさの足あし下もとをチェックした。靴くつ、靴くつ下した、共にある。ってことは……。

「おい、つばさ。お前、まさかまた……パパパパンツを」

「今回は大だい丈じよう夫ぶだって。ちゃんと穿はいてるから。その点はすごく意識してジャンプしたんだ。見る？」

　スカートのすそを持ち上げ、パンツを見せようとするつばさを俺おれは慌あわてて止める。

「ば、馬ば鹿か！　見せる必要なんてねーって！　穿はいてりゃいーんだ。穿はいてりゃ！」

「もうっ、コーヘーってば慌あわてちゃって。冗じよう談だんだよ。ジョーダン」

　オレの慌あわてっぷりを見てつばさが笑った。

「何だよ。人をからかいやがって」

　ブスっとするオレの隣となりに、つばさは勝手に座すわった。そして、公園をぐるりと見み渡わたした。

「懐なつかしいよね[image: ～][image: ～]。ここ、みんなでよく遊んだよね」

「ああ、そうだったな」

　確かに、ここは小学校からの帰り道だった。つばさも含ふくめて、小学校時代の友人らとよく遊んでいた。

「あのブランコ覚えてる？　コーヘー、一回転しようと頑がん張ばって、落っこちて怪け我がしたんだよね。リベンジしようとしたアタシも同じように落っこちて、二人で病院に連れてかれたよね。それからあっちの滑すべり台だいでも、飛とび込こみ滑すべりにチャレンジして二人して顔を大きく擦すりむいたんだよね。あっちのジャングルジムでも、二人で鬼おにごっこしてて体をあちこちにぶつけてアザだらけになったよね」

　今にして思えば、無茶をした思い出ばかりだ。それでも、オレは懐なつかしい気分で一いつ杯ぱいになる。同時に、当時の自分を羨うらやましいとさえ思った。あの頃ころは、こんな苦く悩のうを感じることなくただただ遊びに全力をぶつけていたのだから。

　ひとしきり思い出を語ってから、つばさは唐とう突とつにこんなことを言う。

「ねえ、コーヘー。アタシ達が仲良くなった時のこと覚えてる？」

「え？」

「ほら、小学校四年のクラス替がえの時だよ」

　覚えている。そう、確かつばさと同じクラスになったのは小四の時だ。

「でも、確かお前って小三の時にはうちの小学校に転校してきてたんだよな？」

「うん。そうだよ。その時はコーヘーとは別のクラスだったけどね。アタシ、転校なんて初めてだったからもうすっごく緊きん張ちようしてたの。いじめられないように、目覚めたばかりのギフトを使ってみんなをびっくりさせようと思ったの。それで、最初の挨あい拶さつの時、みんなの前でジャンプをして見せたんだ」

　その後、どうなったかはオレも話には聞いている。

　つばさは身に着けていたすべての物を落として、教室から姿を消したんだ。

　結局、全ぜん裸らの状態で学校近くの電柱の陰かげに隠かくれているのを近所のおばちゃんが見つけてくれて、男子連中に裸はだかを見られるという最悪の事態は免まぬがれた。

　だけど、この事件は小学生達にとっては最高の面白ネタだった。

「あれから大変だったんだよね。ギフトの名前を、ストリップジャンプとかエロエロジャンプとか勝手につけられてさ。男子にはからかわれるし、女子にはイヤらしいって言われてすごく嫌いやだった。アタシ、小さくなって一年間を過ごしてたんだよ」

　小さくなって過ごすなんて、今のつばさからは想像もつかなかった。

「でね、四年のクラス替がえでコーヘーに会ったんだ。こんなにも恥はずかしい自分のギフトを恨うらんでたアタシに、コーヘーはこう言ってくれたんだよ。テレポーテーションなんてすげーじゃんって。何か落とすぐらい大したことじゃねーって」

「何のギフトもないオレからすれば、どんなギフトだってすごく見えたんだよ」

「それからすぐに、コーヘーが無能力者だって教えてもらったんだ。でも、びっくりだったよ。だって、学校の行事なんかのイベントでクラスの先頭に立ってたのが、無能力者のコーヘーだったんだから。他のみんなも、コーヘーのこと信じて一丸となって頑がん張ばって、運動会でも勝ったし、学芸会でも優ゆう秀しゆう賞をもらえたんだよね。あと、音楽会でも特別賞だったね」

「お前、よく覚えてるよな？」

「覚えてるよ。忘れられるはずないよ。だって、どれもこれもコーヘーとの最高の思い出なんだから。アタシの、宝物なんだから」

　つばさがオレを見た。それまでと違ちがった真しん剣けんな顔で言う。

「コーヘーは、確かにギフトがないよ。無能力者、ううん、ＮＯ力者だよ！」

　オレが適当に作った造語、ＮＯ力者という響ひびきが気に入ったのか、つばさはそう言い直す。

「でもね、みんなをまとめて、みんなに好かれて、みんなをその気にさせて、みんなの力を最大限に活いかして、何かすごいことを成なし遂とげちゃう力を持ってるってアタシは思うんだ。それはどんなギフトよりもすごい、世界でコーヘーにしかない力なんだよ！」

　オレの瞳ひとみをまっすぐに見つめ、つばさが言った。何のお世辞も、裏もない、つばさの本心だって伝わってくる。

「な、何だよ。真顔でそんなこと言うなよな」

　照てれ臭くさくなるオレに、つばさは顔をぐいっと近づけてきた。

　そして真顔で言った。

「だからコーヘー、諦あきらめるのはなしにしよ。辞退なんて絶対駄だ目め。生徒会チームと戦おーよ」

「えっ……」

　つばさにオレの気持ちが見み透すかされていたことに、オレは正直驚おどろいた。

「お前、どうしてそのことを？」

「エヘヘ、コーヘーの考えることなんて全部お見通しだよ♪」

　つばさがおどけるようにして言った。

（こいつの勘かんには、やっぱかなわねーな）

　オレは、そう思わずにはいられなかった。

「コーヘーがリーダーなら、コーヘーズは勝てる。生徒会チームがどんな能力を持ってたとしたって、絶対勝てるから！　少なくともアタシは、そう信じてるから！」

　そう言うと、つばさは満面の笑えみを浮うかべた。

　つばさが得意とする、とびっきりの笑え顔がおだった。

　オレの中でしぼんでいた心が、一気に膨ふくらんだ。息を吹ふき込こんだのは紛まぎれもない、つばさの笑え顔がおだった。
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　先さき程ほどまでの絶望感は噓うそのように消えていた。絶望的状じよう況きようなのに変わりはないが、何とかなるかもしれないと思った。いや、何とかしてみせる！　そんな強い気持ちがオレの胸に宿る。

（サンキューな、つばさ。これも、お前の笑え顔がおのおかげだぞ）

　オレは隣となりのつばさの顔を見る。見慣れたはずの笑え顔がお、なのに、オレの心に異変が起こった。

　胸が、ドキンと跳はねたんだ。

（な、何だ？　この気持ち？　オレ、ドキドキしてる？　オレ、もしかしてつばさにときめいてんのか？）

　もちろ、オレは全力で否定した。だって相手はつばさだ。ありえない。

（弱ってたところを励はげまされて、少し意識しちまっただけ。いわゆる、吊つり橋ばし効果ってヤツだ。そうに決まってる）

　オレは納なつ得とくすると、勢いよく立ち上がった。

「つばさ、姫ひめ川かわさんと乾いぬいの連れん絡らく先、聞いてたよな？」

「うん、ちゃんと教えてもらったよ」

「よし、なら明日の朝あさ一いちで作戦本部に集合だって連れん絡らくしといてくれ。輝てる夫おにはオレがしとく。時間は、七時半だ。第一回作戦会議を開くぞ」

　オレがやる気になったのが嬉うれしかったのだろう。つばさは飛とび跳はねんばかりの勢いで立ち上がり、何度も何度も頷うなずいた。

「うん、任せて！　コーヘーズ、全員集めるから」

「よし、じゃあ今日は帰るか」

「うん」

　一いつ緒しよに歩き出すオレ達だったが、突とつ然ぜんつばさが足を止めた。

「あっ！」

　嫌いやな『あっ！』だった。

「あの……さ、コーヘー。家に帰る前に、ちょっと寄り道してってもいいかな？」

「どこにだよ」

「この坂道を下りたとこにあるコンビニなんだけど」

「買いたい物でもあるのか？」

「そーじゃなくって。アタシ、そのコンビニの前まで走ってきて、コーヘーのこと驚おどろかせようって思い付いてジャンプしたんだよね。だから……さ」

　顔を真っ赤にして猛もう烈れつにモジモジし始める。

　つばさが何を言おうとしているのか、オレには痛いぐらいに分かった。こいつ、やっぱり何か落として来やがったんだ。

「まさか、本当はパンツ穿はいてなかったとか？」

「ううん、違ちがうよ！　パンツは無事だったんだって。ただ……」

　つばさは恥はずかしそうに真相を告げた。

「ちょっと、胸がね。寂さびしいって言うか何て言うか……」

　今度はブラジャーだった。

（つつつ、つまり、今のつばさは、ノーブラってことなのかよ！）

　考えてみれば、さっきつばさがオレの上に落っこちてきた時に偶ぐう然ぜんに腕うでがつばさの胸に当たって、何だかその感かん触しよくが柔やわらかかったような……。

「この馬ば鹿か！　すぐに取りに行くぞ！　どこぞの変態に拾われる前にな！」

　真っ赤になった顔を見られたくなく、オレはコンビニめがけて全力で走った。

　ちなみに……。

　つばさの落としたブラは、コンビニ前で無事に見つかった。

　ほんっとうに、良かったぞ！

　でもって、思ったよりブラは大きかったぞ！
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　──木曜日の朝、七時半。

　オレ達は作戦本部へと集合した。つばさがちゃんと連れん絡らくをしておいてくれたから、輝てる夫お、姫ひめ川かわさん、乾いぬい。誰だれ一人ひとり欠けることなく集まっていた。もっとも、乾いぬいは相変わらず犬の姿を借りての登場だったけど。

　まず最初に、オレは昨日の放課後のことを謝あやまった。

「みんな、悪かった。昨日の放課後のオレ、感じ悪かったよな。実は、このメンバーじゃ生徒会チームに勝てっこないって諦あきらめてたんだ」

　オレは正直に打ち明ける。

「そりゃまあ、仕方ないと思うぞ。生徒会チームのギフトのこと聞かされたんだから」

　苦く笑しようしながら、輝てる夫おが慰なぐさめてくれる。

「そうですよ。宇う津つ木ぎ先せん輩ぱいが謝あやまることなんてないんです。わたしが、もっとすごいギフトを持っていれば」

　姫ひめ川かわさんが、申し訳なさそうに言う。

「ワガハイも、さすがにここに来たことを少し後こう悔かいしたぞ」

　乾いぬいまでもがそんなことを呟つぶやく。

　輝てる夫お、姫ひめ川かわさん、乾いぬいの三人……もとい、二人と一匹ぴきの間で絶望のムードが漂ただよう。

　だけど、オレとつばさは違ちがっていた。やる気に満みち溢あふれていた。

「でも、気が変わった。オレは勝負を投げるつもりはない。予定どおり、生徒会チームとサバイバルフラッグゲームで対決しようと思う」

「当たって砕くだけろってことか？」

「違ちがう。砕くだけたりしてたまるか。オレ達は、生徒会チームに勝つんだよ」

「いや、気持ちは分かるけど……。さすがに無理なんじゃないか？」

　輝てる夫おが諦あきらめの口調で言う。

　姫ひめ川かわさんも、不安そうな顔でオレを見ている。

「確かに、今のままではオレ達の負けは確実だ。だけどまだ、ゲームの本番までは一週間と少しあるんだ。それだけあれば、何とかなる」

　オレは熱い口調で続ける。

「生徒会メンバーの情報を徹てつ底てい的てきに集めるんだ。ギフトの特性だけじゃない。趣しゆ味みや性格、その人間関係にいたるまで全部だ！　それをふまえた上で、このメンバーで勝てる作戦をオレが組み立てる！　いや、組み立てて見せる！」

　そう、徹てつ底てい的てきな情報収集に準備。それに応じた作戦を組み立てるのは、普ふ段だんオレがゲームでやっていることだ。

　正直、それはオレの得意分野だった。

「だから頼たのむ！　みんな、オレに力を貸してくれ！」

　最後に、オレはメンバーに向かって頭を下げる。

「もちろんっ！　アタシは何があったってコーヘーと頑がん張ばるつもりだよ！」

　とつばさ。

「お前がそこまで言うなら何か大だい丈じよう夫ぶそうな気がしてきた。力を貸すぞ」

　と輝てる夫お。

「わたしなんかが役に立てるか分かりませんけど、宇う津つ木ぎ先せん輩ぱいのためなら」

　と姫ひめ川かわさん。

「お前の立てる作戦とやらに興味が湧わいた。ワガハイも最後まで付き合おうじゃないか」

　と乾いぬい。

　コーヘーズが一いつ致ち団結した瞬しゆん間かんだった。

「ありがとう、みんな。ありがとう」

　オレは何度もお礼を言う。正直、涙なみだが出そうになるぐらい嬉うれしかった。

　同時に、やってやるって闘とう志しが燃え上がっていた。

「よし、とりあえず今分かってるヤツらのギフトをまとめるとこから始めよう！　それから、情報収集の分担をするぞ！」

　打だ倒とう、生徒会チーム！

　コーヘーズ、始動の瞬しゆん間かんだった。
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　第一回、コーヘーズ作戦会議では、おもに今後の情報の集め方についての分担を決めた。

　同じ一年生ということで、女子副会長の伊い福ふく部べに関する重点的な聞きき込こみを姫ひめ川かわさんに頼たのんだ。

　知り合いの多いつばさには、会長をメインに広く生徒会メンバーの情報集めを行おこなってもらうことにした。

　そして、オレと輝てる夫お。ついでに乾いぬいの二人と一匹ぴきで、よりアグレッシブな情報収集へと乗り出した。

　最初のターゲットは、男子副会長の引ひき間ま剛つよ志し。

　あいつのギフトが、対象物を引き寄せる念動力だってことは分かっていた。オレはさらに、そのギフトの特性を知りたかったんだ。

　もちろん、のこのこ聞きに行って素す直なおに教えてもらえるはずがない。そこで、オレはちょっとした罠わなをしかけることにした。

　野球部の部室に忍しのび込こみ、大切にしている優勝トロフィーに泥どろまみれのサッカーボールのあとをくっきりとつけ転がしておく。あたかもサッカーボールが当たったかのように。

　ついでにサッカー部の部室にも忍しのび込こみ、こちらの優勝旗に、野球のスパイクの足あし跡あとをしっかりとつけておいた。

　作戦は大成功だった。放課後、野球部とサッカー部は言い争いを始めてくれた。

　もともと、グラウンドの使用権なんかで衝突を繰り返している両部だ。ちょっとした火種を用意しただけで面おも白しろいように炎えん上じようしてくれる。

　そんな炎えん上じようっぷりを、オレと輝てる夫お、乾いぬいは校庭脇わきの茂しげみから眺ながめていた。

　輝てる夫おの手には、オレが放送部の友人から借りてきたビデオカメラが握にぎられている。

「お前ら！　うちの優勝カップをシュートの的にしやがったな！　あれは先せん輩ぱい達たちが地区大会で優勝した時の大切な物なんだ！　野球部の魂たましいなんだぞ！」

「お前らだって、うちの優勝旗を足あし蹴げにしやがって！　サッカー部の魂たましいをスパイクの穴だらけにするなんて、許さないからな！」

　言い争いはいい感じにヒートアップしてくれる。

「なあ、航こう平へい。こんなんで本当に上手うまくいくのか？」

「上手うまくいくさ。運動部を統とう括かつしてるのは男子副会長だからな。トラブルが起これば、引ひき間まが来る。そのトラブルが大きかったら、あいつだってギフトを使わずにはいられない。それをばっちり録画して、後で分ぶん析せきするんだよ」

「なるほど、理にはかなっているな」

　乾いぬいももっともらしく頷うなずいている。

　ふとオレは、昨日から思っていた疑問を乾いぬいにぶつけてみた。

「ところで乾いぬい。全然関係ねーけど、お前、その姿で授業受けてたりすんのか？」

「受けるわけがないだろう。ワガハイは、現在登校拒きよ否ひ中だ。たまに犬の姿を借り、学校を覗のぞきに来ているだけなのだ」

　えっへんと乾いぬいが鼻を鳴らす。犬らしく実にサマになっている。

「それ、全然イバれねーからな」

　呆あきれるオレに、輝てる夫おが言う。

「おい、あいつら。本格的にケンカを始めたぜ」

　野球部とサッカー部が、ついに乱らん闘とうを始めてくれた。ケンカに使えるギフトを持っている生徒は、惜おしみなくそれを使っていた。

　待つことしばらく。ついにオレ達たちのターゲットが姿を現した。

「こら、お前ら！　何をしてるんだ！　止やめろ！」

　両部に向かって声を張り上げる。その大きな体に見合った大声だったが、ヒートアップしている野球部、サッカー部には通じない。

　引ひき間まの顔が真っ赤になる。

「いい加減に、しろおおおお!!」

　怒いかりの絶ぜつ叫きようとともに、引ひき間まが右手を前へと出した。強力な引き寄せのギフトが発動され、一人の男子生徒が引ひき間まのもとへと引き寄せられる。引ひき間まはがっちりとホールドすると、そのまま地面へと叩たたき付つけた。

「おお、すげー。そういや引ひき間まって、レスリング経験者だったっけ？」

　輝てる夫おが感心したように呟つぶやく。

　そんな感じに、引ひき間まは次から次へと男子生徒を引き寄せては倒たおしていく。

「輝てる夫お、しっかり撮とっとけよ。後で分ぶん析せきするんだからな！」

　オレ達は、引ひき間まの活かつ躍やくをしっかりとビデオに納めた。

[image: ]

　──翌日の金曜日。

　次のターゲットを書記の鶴つる巻まきにしたオレは、乾いぬいとともに鶴つる巻まきの帰宅時を狙ねらっていた。

　生徒会に関係する文書を作成するのが書記の仕事らしく、それなりに忙いそがしくしていた。鶴つる巻まきが学校を出たのは、学校指定の下校時刻、ギリギリの六時だった。

　自宅に向かって歩く鶴つる巻まきの後を、オレと乾いぬいが追つい跡せきする。

　輝てる夫おを連れてこなかったのは、あいつのガタイでは目立って尾び行こうがバレてしまうからだ。

　やがて、鶴つる巻まきは人通りのない裏道へと入る。理想的な展開だった。

「乾いぬい、練習どおりに頼たのむぜ」

　足もとにいる乾いぬいを見る。そこには、少々雰ふん囲い気きの変わった乾いぬいの姿があった。

　邪魔な眉まゆ毛げは完全に洗い流しておいた。ついでに、体を全体的に汚よごして野生感を出してみた。ファンシーなバンダナだって外して、代わりにトゲトゲのついた首輪を付けた。これは、手芸部やら演劇部やらを回って集めた材料でオレが適当に作ったものだ。

　最後の仕上げとばかりに、演劇部でもらってきた口に含ふくんでも大だい丈じよう夫ぶな血のりを乾いぬいの口に押おし込こんだ。

「あまり気は進まないが、まあやれるだけやってみよう」

　乾いぬいは軽く深呼吸をすると、鶴つる巻まきに向かって突とつ進しんした。

　激しく吠ほえまくりながらだ。牙きばをむき出し、白目も剝むいている。その牙きばは血のりで真っ赤に染まっている。

　完全な狂きよう犬けんだ。しかも、今そこで何人か嚙かんできたかのような雰ふん囲い気きがしっかりと出ている。

（あいつ、やるじゃねーか）

　乾いぬいの意外な演技力に感心しながら、オレは事の次し第だいを見守る。

「きゃあ！」

　逃にげる鶴つる巻まき、しかし犬に憑ひよう依いしている乾いぬいの足にはかなわない。すぐにブロック塀べいの際に追おい詰つめられてしまう。

　乾いぬいが鶴つる巻まきに向かってジャンプする。

「こ、来ないでええええ！」

　鶴つる巻まきが叫さけんだ。その瞬しゆん間かん、キンという涼すずし気な音が響ひびいた。乾いぬいが見えない壁かべにぶち当たる。彼かの女じよがバリアを張るギフトを発動したんだ。

「よしっ！」

　オレは手にしていたストップウォッチを押おした。ちなみにこれは、陸上部のつばさに調達してもらったものだ。

　乾いぬいは鶴つる巻まきの周りを回るようにして移動しながら、時折果か敢かんに攻こう撃げきをしかけている。その度に、鶴つる巻まきの張ったバリアに阻はばまれて近づけずにいた。これも打ち合わせ通りだ。

　その状態で、しばらくが経過する。

「お願い、あっちへ行って。でないと、私……もう」

　再びキンという音が響ひびいた。乾いぬいの前足がガクンと地面に着地する。バリアが解除されたんだ。

　オレはストップウォッチを止めた。

「よしっ！」

　オレは軽く口笛を吹ふき、乾いぬいに作戦の終しゆう了りようを告げる。

　乾いぬいはパタリと演技を止やめにした。人ひと懐なつっこい顔になると、鶴つる巻まきに向かってク[image: ～][image: ～]ンと申し訳なさそうに鳴く。そして、オレのいる場所へと向かってくる。

「え？　えっ？」

　訳の分からないといった様子の鶴つる巻まきをそのままに、オレ達はさっさとその場から退散した。

「乾いぬい、お前、やったな。なかなかの演技だったぞ」

「ふん、ワガハイなら当然のことだ。ただ、あの娘むすめに怖こわい思いをさせてしまったことが、心苦しいがな」

「まあ、オレも少し悪いことしたとは思ってるさ。全部が終わったら、二人で謝あやまりに行こう」

　そう言うと、オレはポケットにストップウォッチをしまった。

「じゃあ、乾いぬい。もう帰っていいぞ。オレはちょっと、市駅の方まで行ってくる。青葉モールに用事があるんだ」

「買い物でもするのか？」

「いや、違ちがうよ。明日の調査に備えて、ちょっとばかし仲良くなっておきたい連中がいるんだよ」

　オレはそう言うと、乾いぬいと別れて最も寄よりの青葉高校前駅へと急いだ。
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　オレが青葉モールに着いた時には、あたりはすっかり薄うす暗ぐらくなっていた。

「あの連中、まだいてくれりゃいいんだけどな」

　オレは、探している連中がいそうなゲームセンターなんかを覗のぞいてみる。

　三軒目で、あっさりと連中を見つけた。

　この間、姫ひめ川かわさんを強ごう引いんにナンパしようとしていた大南高校の連中だ。同じメンバーでつるんで遊んでいる。見るからにガラが悪い。実に好都合だ。

「おい[image: ～][image: ～]っす」

　オレは、軽い口調で連中の中へと入っていった。

「なっ!?　お前は！」

「ドラグディバイディングアタックの！」

　驚おどろくべきことに、オレが適当に言った名前を覚えていた。こいつらの脳みそに、強きよう烈れつに刻きざみ込こまれていたようだ。

（これはいい傾けい向こうだぞ）

　警けい戒かいする連中に、オレはあっさりと自分の秘密を暴ばく露ろした。

「お前らに謝あやまらなきゃならないことがあるんだよね。実はオレ、すげーギフトなんか持っちゃいないんだ。だって、無能力者だから」

「ば、馬ば鹿か言うなよ。無能力者なんて、そこらにいるはずがないだろ？」

　男子達たちが笑うも、一人だけ反応が違ちがっていた。

　ルッキングフェイス、噓うそか本当かを見破ることのできるギフトを持つ小こ柄がらな男子だ。

「いや、本当だ。こいつ、噓うそを言ってない！」

「えっ、だってこの前、自分で能力者だって」

「オレは、能力者なんて言ってない。のー力者って言ったんだ。英語のＮＯでＮＯ力者ね」

　一いつ瞬しゆんキョトンとした男子達たちだったが、すぐに怒いかりを燃え上がらせる。

「てめえ、よくも俺おれ達たちをビビらせてくれたな！」

「あんな超強そうで恰かつ好こういいギフト名を叫さけばれたら、逃にげるしかねーだろーが！」

「落ち着けって。実はお前まえ達たちにちょっと協力を頼たのみたくてさ。それで来たんだよ」

「ふざけんな！」

　胸むな倉ぐらを摑つかまれる。今にも殴なぐられそうな雰ふん囲い気きだ。

「待てって！　もちろん、タダとは言わない。協力してくれたらお前まえ達たちが喜ぶ物をプレゼントしてやるよ」

「何だよ？　金か？　それとも、女でも紹しよう介かいしてくれるのか？」

「そんなんじゃねーって」

　オレはニッて笑うと、プレゼントの内容を告げた。

　その瞬しゆん間かん、この連中の心が動くのをオレは確かに感じた。
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　──翌日の土曜日。私服姿のオレは、輝てる夫おと一いつ緒しよに青葉モールにやって来ていた。

　しばらく駅前で張っていると、駅から一人の男子が出てくる。シュッとした体型に、日本人離れした端たん整せいな顔立ち。生徒会の会計、有ある賀がサムだ。

　私服姿だとさらにハンサムに見えた。

　有ある賀がは待ち合わせをしていた女子と一いつ緒しよに、青葉モールの中へと入っていく。

「よし、今日、有ある賀がが彼かの女じよとデートするって情報は正しかったようだぜ」

　情報を仕入れてきたつばさに、オレは感謝した。

「でも、航こう平へい。あいつを尾び行こうしてどうするんだ？　目的は、ギフトの検証だろ？　デート中に使ったりはしないんじゃないか？」

「大だい丈じよう夫ぶだ。ちゃんとギフトを使わずにはいられないシチュエーションを用意しておいたからな。さあ、行くぞ」

　オレと輝てる夫おは、有ある賀がの後を追いかけた。

　有ある賀がは青葉モールの中をどんどん進んでいる。どうやら奥おくにある映画館に向かっているようだ。

　オレはポケットからスマホを取り出すと、登録したての番号へとかけた。

「もしもし、今そっちへ行ったぞ。そうだ、その二人だ。よろしくな」

「航こう平へい、お前誰だれに電話したんだ？」

「ちょっとした知り合いだよ」

　オレがそう答えるのと同時だった。有ある賀がと彼かの女じよの前に、私服姿の男子達たちが立ちはだかる。

　大南高校の連中だ。私服もいい具合に弾はじけていて、見るからに悪そうだ。

「お兄さん達たち、どこ行くの？」

「俺おれ達たち、サイフ落として困ってるんだよね。ちょっとゲーセン代、貸してくれないかな？」

　手て筈はずどおり、いちゃもんをつけ始める。

「航こう平へい、あいつらって？」

「大南高校の連中だよ。有ある賀がにからむように頼たのんだんだ」

「お前……すごいな。どうやってあんな連中と仲良くなったんだよ」

　輝てる夫おが半ば呆あきれながら言う。

「説明は後でする。それよりも、撮さつ影えいの方は任せたぞ」

「ああ、分かってるよ」

　輝てる夫おは、小こ脇わきに抱かかえていたバッグに手を突つっ込こんだ。

　何も取り出さなかったように見えるが、それは違ちがう。輝てる夫おの手には、しっかりとビデオカメラが握にぎられているはずだ。

　輝てる夫おは、自分の体に触ふれているものなら何でも透とう明めい化かすることができる。そのギフトで、ビデオカメラを透とう明めい化か。堂々と、有ある賀がを撮さつ影えいしようっていう作戦だった。

　透とう明めい化かしたビデオカメラで果たして映像が撮とれるのかって不安は最初あったが、さっき試ためしてみたところ問題なく撮とれていた。ギフトの不思議ってことで納なつ得とくをしている。

　少し離はなれた場所から、オレ達は有ある賀がの動向を見守る。男子連中にはしつこくからむように頼たのんでおいたから、有ある賀がは追おい詰つめられてギフトを使うはずだ。

「たかりなら、余所よそでやってくれないかな？　僕ぼく達たち、急いでるから」

　脇わきを抜ぬけて立ち去ろうとする有ある賀がの腕うでを、男子の一人が摑つかむ。

「おい、待てよ！　話はまだ終わっちゃいねえぞ！」

　次の瞬しゆん間かん、男子の一人がくぐもったうめき声を上げた。崩くずれるようにひざまずく。

「えっ!?」

　これにはオレは驚おどろいた。

「今のはギフトか？　でもあいつのギフトは高速移動のはず。どういうことだ？　有ある賀がまで、会長と同じ複数のギフト持ちだってことなのか？」

「いや、航こう平へい。今のはギフトじゃない。空手か何かの突つきだ。あいつ、ギフトなしでも普ふ通つうに強いんだ」

　オレ達が啞あ然ぜんとする中、四人の男子はあっというまにＫＯされてしまう。

　続いて、有ある賀がはクルリとこちらを向いた。オレ達をしっかりと見る。

「やべっ！」

　逃にげようとするオレ達の前に、有ある賀がは一いつ瞬しゆんで先回りした。今度こそ、超ちよう高速移動のギフトを使ったんだ。

　さすがにどう誤ご魔ま化かしたらいいか分からず戸と惑まどうオレに、有ある賀がは爽さわやかな笑え顔がおで言った。

「宇う津つ木ぎ君だったよね。無能力者の」

　うめき声を上げながら起き上がろうとしている大南高校の連中をチラリと見る。

「あれ、君の差し金だろ？　目的は……僕ぼくのギフトの検証かな？」

（こいつ、顔が良くて強いだけじゃねー。頭も回る方だぜ）

「別にこんなことをしなくたって、聞いてくれれば教えてあげるのに」

　ため息をひとつついてから、有ある賀がは喋しやべりはじめた。

「もう知ってると思うけど、僕ぼくのギフトは超ちよう高速移動。一度に移動できる距きよ離りは最大で約10メートル。特に回数制限はないから、一いつ瞬しゆん止まってまたすぐに使えば、いくらでも進めるよ。まあ、さすがに連続の使用は疲つかれてしまうから７、８キロが限界だけどね」

　オレがポカンと口を半開きにしているのを見て、有ある賀がは不思議そうに尋たずねた。

「ん、どうしたんだい？　僕ぼく、何かおかしなこと言ったかな？」

「いや、何だ。まさかそんな細かな情報まで教えてくれるとは思ってもなかったから。驚おどろいちまって」

「ははは、当然だよ。だって、君は無能力者なんだからね。こっちのギフトのスペックを知るぐらいのハンデはつけてあげなきゃ」

　有ある賀がは白い歯を見せて笑った。

「まあ、たとえメンバー全員のギフトを知ったところで、君のチームが勝てるとは思わないけどね。無能力者に、飛距離わずか２メートルのテレポーター。服の透とう明めい化かに、花を咲さかせるギフト。最後のメンバーは、犬だって言うじゃないか。どう考えたって無理だよ」

　伊い福ふく部べから聞いているのだろう。有ある賀がはそんなことを言う。だけど、決して馬ば鹿かにしている様子はない。本心から言っているようだ。

「有ある賀がきゅ[image: ～][image: ～]ん！」

　有ある賀がの彼かの女じよが、生クリームのように甘あまったるい声を出して駆かけ寄よってきた。

「すっごく強いのね。あたし、びっくりしちゃった」

「当然さ。たった一人の彼かの女じよを守れないなんて、男として失格だからね」

「きゃ[image: ～][image: ～]」

　彼かの女じよはもう大喜びで、有ある賀がの腕うでにしがみつく。

「さあ、行きましょ」

「ああ。そうだね。じゃあ、宇う津つ木ぎ君。来週はいい勝負をしよう。結果なんて気にしなくても、チャレンジすることに意味があるんだからね」

　爽さわやかにそう言うと、有ある賀がは彼かの女じよと一いつ緒しよに立ち去っていった。

「何だよあいつ。顔も頭も良くておまけに強くて爽さわやかだなんて、ずるくないか？」

　輝てる夫おが悔くやしそうな顔で言う。その気持ちはオレにも分かっていた。オレだってちょっと悔くやしかったからだ。

　少しばかし卑ひ劣れつな手を使ってでも生徒会チームのギフトの検証をしようとしている自分が、ひどく低てい俗ぞくな存在に思えて仕方なかった。

　ここは内陸の県だけど、それでも海に向かって走りたい気分になるオレ。

「おい、宇う津つ木ぎ……あんなに強いなんて聞いてねーぞ」

「いてててて、とんだ災難だったぜ」

　大南高校の連中が文句を言いながらやって来る。

「《突破指弾撃ブレイクステインガー》を使う暇ひまもなかった」

「俺おれの、《狂乱の死旋律スカルビート》もだ」

「くそっ、《永劫なる神輝エターナルシヤイニングゴツド》を最初から発動させれば良かったぜ」

　そう、オレがこの連中にプレゼントしたのは、恰かつ好こういいギフトネームだ。もちろん、取引が成立したからこそこの連中は手伝ってくれている。

　とは言え、痛い思いをさせてしまったことは正直申し訳なかった。

「悪かった。この後、何かおごるからそれで勘かん弁べんしてくれよ」

　片手拝みで謝あやまっているオレに、小こ柄がらな一人の男子が近づいてくる。

　顔を見ることで、その人間が噓うそを言っているかどうかを見み極きわめるギフトを持っているヤツだ。ちなみに、名前は荻おぎ窪くぼだ。

「なあ、宇う津つ木ぎ。これ、一応知らせておいた方がいいと思うんだけどよ」

　そんな前置きをし、荻おぎ窪くぼは言った。

「さっきのヤツが喋しやべってる時、俺、《閻魔王の裁決ジヤツジメントエンマー》を使ったんだよ」

「ひょっとして、あいつの言ってたギフトの特とく徴ちようは噓うそだったとかか？」

「いや、ギフトについて喋しやべってる時は何の反応もなかった。でも、問題はその後なんだ。ハッキリ、ウソって文字が浮うかんでたぜ」

（その後って言うと……まさか？）

　オレが確かめると、荻おぎ窪くぼは迷わず頷うなずいた。

　オレは心の中で、にんまりとほくそ笑えんだ。

「なるほど。そいつは使えるかもしれねーな」

　オレは、悪い悪い笑えみを浮うかべそう呟つぶやいた。
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　──休み明けの月曜日。

　昼休みに、オレ達、コーヘーズのメンバーは作戦本部へと集合した。作戦会議は幾いく度どか開いてきているものの、昼休みに集まるのは初めてだった。

　いつもどおり、つばさはオレが持ってきた弁当。輝てる夫おはバナナを頰ほお張ばっている。乾いぬいはというと、ドッグフードではなくコッペパンを齧かじっていた。

　姫ひめ川かわさんは、彼かの女じよらしい可愛かわいらしい弁当箱を広げている。

　こうやって昼を一いつ緒しよにするのは初めてだったから、何だか少し楽しかった。

「あれ？　宇う津つ木ぎ先せん輩ぱいと飛とび田た先せん輩ぱいのお弁当って……中身が同じですね？」

　姫ひめ川かわさんが驚おどろいたような顔をする。

「ひょっとして飛とび田た先せん輩ぱいの手作りだったりするんですか？」

　少しだけ遅おくれて集合したから、オレの方からつばさに弁当を渡わたしたのを見ていなかったようだ。

「えっ、違ちがうよ。カオちゃん。これは、コーヘーのおばさんが作ってくれたお弁当だよ」

　つばさが笑え顔がおで答える。

「大体、どうしてアタシがコーヘーのお弁当を作らなきゃなんないのさ？」

「えっ、だって。お二人は……」

　姫ひめ川かわさんが、おずおずと言う。

「付き合って……らっしゃるんですよね？」

　オレが思わず苦く笑しようする。

「姫ひめ川かわさんまでクラスの連中みたいなこと言わないでくれよ。オレ達は別に付き合ってなんかない」

「うん、そうだよ。アタシとコーヘーは付き合ってないよ。ただ、家が近いだけ」

「えっ!?　そうだったのか!?　いつも一生に登校しているから、ワガハイてっきり二人はそういう仲だと思っていたぞ」

　乾いぬいが驚おどろいた声を上げる。

「まあ、よく知らないヤツから見たら、そう見えるんだろうな」

　バナナを食べながら、輝てる夫おが言った。

「アタシの家って、父子家庭なんだ。それでね、高校進学の時にコーヘーのおばさんが、アタシの分のお弁当も作ってくれるようになったんだよ」

「そうだったんですか。おかしな勘かん違ちがいをしてすみませんでした」

　姫ひめ川かわさんがペコリと頭を下げる。

「そうなんですね。お二人は、お付き合いをしてなかったんですね。…………良かった」

「ん、カオちゃん。何？」

「いいえ、何でもありません！」

　姫ひめ川かわさんが、慌あわてた様子で首を横に振ふる。

（何が良かったんだ？）

　ちょっとばかし疑問に思ったが、深くは気にしないことにした。さっさと作戦会議を開かなければ。

「じゃあ、食べながらでいいから作戦会議を始めるぞ。姫ひめ川かわさん、あれから新しく伊い福ふく部べについて分かったことってある？」

「すみません。伊い福ふく部べさんと同じ中学だった人にあれこれ聞いたんですけど、新しいことは」

　姫ひめ川かわさんが申し訳なさそうに言う。

「いや、いいよ。もう新しいことは出てこないってぐらいに姫ひめ川かわさんが情報を集めてくれたってことだから」

　オレはさりげなくフォローを入れた。

　実際、彼かの女じよはたくさんの情報を集めてくれた。

　伊い福ふく部べ希のぞみ。青葉高校一年Ａ組。

　会長の新にい垣がき由ゆ梨り絵えとは同じ中学出身で、中学時代から憧あこがれていて、追っかけのようなことをしていたらしい。

　会長を追いかける形で青葉高校に入学。

　会長の信しん頼らいも厚く、見事、一年でありながら女子副会長の座を獲かく得とくしたとのことだった。

　かなり嫉しつ妬と深ぶかい性格で、会長が他の後こう輩はいと仲良くしているのが許せないらしい。会長がたまたま話をしていた後こう輩はいに対し、会長に近づくなと脅おどしのような言葉を投げかけたこともあったとのこと。

　そんな、アブないヤツらしい。

「あっ、一つだけありました。新しい情報です。役に立つかどうか分からないんですけど」

　そう前置きをし、姫ひめ川かわさんは言った。

「伊い福ふく部べさん、花粉症しようなんだそうです」

「おっ、それいいんじゃないか！」

　三本目のバナナを平らげつつ、輝てる夫おが声を上げる。

「姫ひめ川かわさんのギフトを使って、山全体のスギを開花させるんだよ。伊い福ふく部べは涙なみだと鼻水でもうゲームどころじゃないだろ？」

「わたしができるのは、普ふ通つうに地面に生えてる草花の花を咲さかせることだけです。スギの木を開花させるなんて、難しいですよ。ましてや山全体なんて絶対無理です」

　それにと、姫ひめ川かわさんは付け加える。

「そこまで重い花粉症しようじゃないと思います。春の花粉が多い時でも、学校では普ふ通つうに過ごしてたみたいですし。ただ、登下校中に急にクシャミが止まらなくなることがあったとか。それぐらいです」

「そっか。いいアイデアだと思ったんだけどな」

　輝てる夫おがガッカリとした声を出す。

（学校では普ふ通つうに過ごしてたけど、登下校中に急にクシャミが止まらなくなることがあった……か）

　少し引っかかる部分があったが、オレは心の片かた隅すみにとどめておくだけにしておいた。

　そこを掘ほり下さげるよりも前に、考えるべき議題があったからだ。

「次、つばさ。会長のギフトについての新情報は？」

「ほへははははひほはほはほはほ」

　ソーセージを口にくわえながら、つばさが意味不明の言葉を口にする。

「ええい、行ぎよう儀ぎが悪い！　ちゃんと飲のみ込こんでから喋しやべれって！」

　つばさはソーセージを完食すると、改めて喋しやべり始めた。

「新情報ならあるよ。掌てのひらから炎ほのおを出すギフトと、歌うことで相手を眠ねむらせちゃうギフト」

「なあ、つばさ。それって本当のことなのか？」

　オレはつい尋たずねてしまう。それも仕方のないことだった。

　これまでつばさが報告してきた会長のギフトは、




●息を吹ふいて強風を起こすギフト

●触ふれた相手を一時的に固まらせるギフト

●周りの音を消してしまうギフト

●ヤカンの水を一いつ瞬しゆんで沸ふつ騰とうさせるギフト

●指を鳴らすことで衝しよう撃げき波はを生み出すギフト

●手を触ふれずに折り紙を折るギフト

●他人の平衡感覚を狂くるわせるギフト




　の七つだ。

　そこに、水みず沢さわの牛乳弾だんを操作して見せた流体を操あやつるギフトと、今報告があった二つを加えると、合計で十ものギフトを持っていることになってしまう。

「本当だってば。同じ中学とか、同じ小学校とか出身の人まで聞きき込こみしたんだから。何か、まだまだ増えそうな雰ふん囲い気きだったよ」

　間ま違ちがいないと、つばさは強く主張する。

「それに、前に報告した息を吹ふいて強風を起こすギフトはアタシがこの目で見たんだから。一年の時、女子のスカートをめくってるお馬ば鹿かな男子がいて、それをカイチョーが息で吹ふき飛とばしてこらしめたんだよ。もちろん、その時はまだカイチョーじゃなかったけどね」

「マジかよ」

　オレは作戦本部の天てん井じようを見上げた。

　まだ皆みなには話してないが、オレの中である程度作戦は固まってきていた。そのための準備も進めている。

　ただ、生徒会チームのボスキャラである、会長の攻略法だけがまるで固まっていないんだ。

　複数あるという会長のギフトを確定させてから、それに応じた作戦を考えようと思っていた。しかし、いまだその段階に移れないでいる。

　もちろん、報告されたギフトの中には脅きよう威いにならないギフトもある。折り紙を折るギフトなんて、サバイバルフラッグゲームでは何の役にも立たないだろう。

　それでも、厄やつ介かいなギフトは数多くあった。それぞれのギフトの長所や短所を検証していくにしては、残り日数は短すぎた。

「まいったな……」

　オレは小さく呟つぶやく。

　正直、お手上げって心境だった。

「宇う津つ木ぎ先せん輩ぱい」

　呟つぶやきが聞こえてしまったのか、姫ひめ川かわさんが心配そうにオレを見る。

　乾いぬいも、輝てる夫おも、やはり不安そうな顔をしていた。

　ただ、つばさだけは平然と弁当の残りを頰ほお張ばっている。

「ひんははひほふふはほ。ほーへーは」

「だから、ちゃんと飲のみ込こんでから喋しやべれって！」

　少しイライラした口調でオレは言った。

　つばさは口の中の物を飲のみ込こむと、いつもの笑え顔がおでこう言った。

「みんな、大だい丈じよう夫ぶだって。コーヘーに任せとけば、カイチョーの攻こう略りやく法だって見つけてくれるから」

　無責任なことを言うなと文句を言いたかったが、ここで皆みんなを不安にさせても仕方ない。

「まあな。楽しみに待っててくれよ。完かん璧ぺきな作戦を立ててやるからな！」

　半ばヤケクソで、オレはそんな大風ぶ呂ろ敷しきを広げた。

[image: ]

　結局、昼の作戦会議はそんな感じで終しゆう了りようした。解散する際、姫ひめ川かわさんにちょっとした確かく認にんして欲ほしいことをお願いする。

　放課後、つばさと一いつ緒しよに帰ろうとしていたオレのもとへ、姫ひめ川かわさんがやって来た。

「宇う津つ木ぎ先せん輩ぱい！　やっぱり宇う津つ木ぎ先せん輩ぱいの言ったとおりでした！」

「そっか」

　オレは、姫ひめ川かわさんからの報告を詳くわしく聞く。

「わたしの話だけで、推理をしてしまうなんて宇う津つ木ぎ先せん輩ぱい、すごいです！」

　何だか尊敬の眼まな差ざしで見つめられ、オレは何だか少し照てれ臭くさくなる。

　だけど、あまり喜んでばかりはいられない。午後の授業中もずっと考えていたが、会長の攻こう略りやく法がまったく思おもい浮うかばないんだ。

（やっぱり、ひとつひとつ検証していくしかないのか？　でも、間に合うのか？　本番まで、今日を入れてあと五日しかないぞ。それに、毎日のように新しいギフトの存在が明らかになるんだ。これじゃキリがない）

　何も形にならないまま、家に到とう着ちやくしてしまう。

　自分の部屋のベッドにゴロンと横になる。見慣れた白い天てん井じようを見上げた。

「十個、もしくはそれ以上のギフトを持ってるなんて、反則だぞ。レアな存在はオレだけで十分だってのに」

　そこでふと、オレは言葉を止めた。

「レア……か」

　オレは上半身を起こすとベッドに腰こしをかけた。脇わきに放り出しておいたスマホに手を伸のばす。アドレス帳から、『荒あら木き先生』を選んだ。

　しばらく呼び出し音が響ひびく。

（まだ仕事中かな？）

　オレが諦あきらめかけた頃ころ、優やさしそうな大人の男性の声が聞こえた。

『やあ、航こう平へい君。悪いね、出るのが遅おそくなってしまって。久しぶり、元気してるかい？』

「あ、はい。何とか。それより、今大だい丈じよう夫ぶですか？　まだ仕事中ですよね？」

『ああ。だけど今は丁度休きゆう憩けい時間だからね。かまわないよ』

　電話の相手である荒あら木き先生は、国立ギフト研究センターの研究者だ。

　オレに無能力者判定をした張本人。その時、ショックを受けているオレを熱心に励はげましてくれたりもした。

　今でも、年に一度ぐらいは検査のため、研究センターに行き荒あら木き先生とは会っている。何かあったら連れん絡らくをと、個人的に携帯の番号も教えてもらっていた。

『それで、どうかしたのかい？　ひょっとして、何かのギフトが目覚めたとか？』

「冗じよう談だんは止やめてくださいよ。そんなことは絶対ないって言ったのは荒あら木き先生じゃないですか」

　オレは苦く笑しようしてから、本題に入る。

「ちょっと教えて欲ほしいんです。一人で複数のギフトを持つ人についてなんですけど」

『ああ、複数能力保有者ね。なかなか珍めずらしい存在だよ。もちろん、君程ほどじゃないけどね』

「一人が、十個以上のギフトを持ってるなんてこと、ありえるんですか？」

『十個！　これはまた大きい数字が出たね』

　荒あら木き先生が笑う。

『いない……とは言えないよ。つい先月、南米で十八個のギフトを持つ複数能力保有者が見つかったからね。おそらく、現段階では世界一なんじゃないかな？』

　そう前置きをしてから、

『でも、普ふ通つうは、二個か三個持ってる程度なんだよ。十個以上ともなれば、君と同じレベルに珍めずらしい存在なのは間ま違ちがいないね』

「一千万人に一人ですか？」

『ああ、そうだ。一千万分の一。０・００００００１％だ』

　そんなとんでもない確率の二人が、同じ学校の同じ学年になるなんて偶ぐう然ぜん、あるんだろうか？

「荒あら木き先生、オレの学校の同じ学年の女子が、十個以上のギフトを持ってるらしいんですけど」

『さすがにそれはないよ。もしそんな女子生徒がいたら、研究センターに何度か来てもらってるはずだしね。私の耳にも入っている。君の暮らしているあたりには、十個以上……いや、三個以上の複数能力保有者もいないよ。それは断言してもいい』

　そこで、荒あら木き先生は申し訳なさそうに言う。

『すまない。急な呼び出しが入ってしまった。また後でかけ直そうか？』

「いえ、聞きたいことは聞けたのでもう大だい丈じよう夫ぶです」

『そうか。じゃあ、またね。定期検査が近くなったら連絡するよ』

　そう言って、荒あら木き先生は電話を切った。

　オレはスマホを放り出すと、腕うでを組み考え込む。

　新たな疑問が生まれてしまった。

　荒あら木き先生の言葉に間ま違ちがいはないはずだ。となると、会長は十個どころか、三個のギフトを持っていることも怪あやしくなる。

　それでも、つばさからの報告がすべて間ま違ちがっているとも思えない。

「これは一体どういうことなんだ？」

　少し落ち着いて考えてみる。

　オレが直接見た会長のギフトは、水みず沢さわの牛乳弾だんを押おし返かえした流体念動力のギフトだ。

　つばさも、自分の目で会長がギフトを使うのを見たことがあると言っていた。

　オレはつばさの言葉を思い出す。

『──一年の時、女子のスカートをめくってるお馬ば鹿かな男子がいて、それをカイチョーが息で吹ふき飛とばしてこらしめたんだよ』

「えっ、待てよ」

　報告を受けた時は聞き流していたが、今になってオレはちょっとした可能性に気付いた。

　即そつ行こうでつばさに電話をかける。

『もしもし[image: ～][image: ～][image: ～]、つばさだよ♪』

「知ってるよ。こっちからかけてんだから」

　いつのもやり取りで、オレ達の会話は始まった。

「なあ、つばさ。昼の作戦会議の時、女子のスカートをめくってる馬ば鹿かな男子がいて、それを会長が息で吹ふき飛とばしてたとか言ってたよな？」

『うん、言った言った』

「あの時、詳くわしく聞かなかったけど、ひょっとしてその馬ば鹿かな男子は、息を吹いて女子のスカートをめくってたんじゃないか？」

『あれ、アタシ言わなかったっけ？』

　つばさが改めて説明する。

『そうだよ。その男子は、息を吹ふいて風を起こすギフトを持ってたんだよ。で、こっそり風を起こして女子のスカートをめくって喜んでたんだ。気付いたアタシが、跳とび蹴げりをしようとしてたら、カイチョーが来て、同じギフトを使ってその男子を吹ふき飛とばしたんだよ』

（やっぱり、そうなのか！）

　オレの中に、一つの仮説が誕生した。

「つばさ。悪いんだけど、お前がこれまで話を聞いてきた人達にもう一度話を聞いてくれないか？　会長がそのギフトを使った時のシチュエーション、それを詳くわしく聞いてきて欲ほしいんだ。すごく重要なことだから」

『う[image: ～][image: ～]ん、それがどう重要なのか分かんないけど、コーヘーが言うなら間ま違ちがいないよね。分かった。聞いてみる』

　電話が切れる。

　つばさのことだから、明日にでも知り合いを回って聞いてくれるだろう。ひょっとしたら、明日の放課後には何らかの報告があるかもしれない。

　そう思ったオレだけど、つばさの行動は想像していた以上に素す早ばやかった。

　夜になり、オレが寝ねようとベッドに横になった。リモコンで電灯を消す。

　真っ暗な中、何か大きなものがドスンとオレの腹の上に落っこちてきた。

「ぐえっ！」

「あ、コーヘー？　ごめんね[image: ～][image: ～]」

　つばさの声だった。

「つばさか!?」

　オレは慌あわててリモコンで部屋の電灯をつける。

　オレの上に、パジャマ姿のつばさが乗っかっていた。いつもはポニーテールの髪かみの毛けが下ろされていて大分雰ふん囲い気きが違ちがう。

　当然、ギフトを使って跳とんで来たに違ちがいない。

「つばさ、お前、どうして？」

「どうしてって、コーヘーが頼たのんだんでしょ？　いろいろ確かく認にんして欲ほしいって。ついさっき、なかなか捕つかまらなかった最後の一人と電話が繫つながって話を聞けたから、報告に来たんだよ」

「そんなの電話してくれりゃいいんだよ！　こんな夜中に、いくら幼おさななじみとは言えオレの部屋に跳とんでくるなんて非常識だろ！」

「え[image: ～][image: ～][image: ～]、せっかく苦労して話を聞いてきたのに。そんな態度ってないな[image: ～][image: ～]。もう報告するの止やめちゃおっかな[image: ～][image: ～]」

　つばさが唇くちびるを尖とがらせて言う。

　それは困る。オレには情報が必要だった。

　ここは、つばさの非常識には目をつぶるしかなかった。

「分かったよ。オレが悪かった」

[image: ]

　謝あやまってから、オレは一応確かく認にんしておく。

「で、お前。ここまで跳とぶのに何を落としてきたんだ？」

　もし、パンティーだのブラジャーだの言ったら、すみやかに跳とんで帰ってもらうつもりだった。だってそんなの、気になって仕方ないだろ？

「気を付けたつもりなんだけどね」

　笑いながら、つばさは右足を持ち上げて見せる。片足だけ、靴くつ下したが履はかれていなかった。

（靴くつ下しただけか。セーフだな）

　オレはホッと一息つく。

「よし。じゃあ教えてくれ」

「うん！」

　つばさは、あちこち電話をして聞いた話の内容をオレに話してくれた。

　それは、オレの想像どおりだった。

「そうか、やっぱりそうだったのか」

　オレは確信を込こめて呟つぶやいた。

「あれ？　コーヘー、すごく嬉うれしそうだよ」

　つばさに指し摘てきされるまで、オレは自分が笑っていることに気付かなかった。

　でも、笑って当然だ。つばさの報告で、すべてのピースががっちりとはまったんだから。

「つばさ、でかした。お前の報告で、問題は全部解決したぞ」

「エヘヘ」

　つばさがはにかむように笑った。

「コーヘーに褒ほめられちゃった。ジャンプしてきて良かったな」

（ひょっとしてこいつ、オレに直接褒ほめられたくて跳とんできたのか？）

　オレはそんな気がした。悪い気はしなかった。

　そんなつばさが、ちょっと可愛かわいいとさえ思って……。

（って、何考えてんだよオレ！）

　おかしな思考になりそうな自分を、オレは叱しかり付つけた。

「じゃあ会長の攻こう略りやく法が分かったんだね？」

「ああ。それだけじゃない。生徒会チームと戦う作戦も完かん璧ぺきに固まったぜ！」

「すごい！　さすがコーヘーだよ！」

　つばさが人のベッドの上で飛とび跳はねる。

「夜中だけど、輝てる夫おと乾いぬいに電話をかけよう。明日の朝あさ一いちに、作戦本部に集まるようにって。姫ひめ川かわさんにはお前から連れん絡らくしてくれないか？」

「うん、分かったよ！」

　オレ達がそんな感じに盛り上がってる時だった。いきなり部屋の扉とびらが開く。

　パジャマ姿の凪なぎが、不ふ機き嫌げんそうな顔で立っていた。

「お兄ちゃん、うるさい！　今何時だと……」

　凪なぎが言葉を止める。当然だ。オレのベッドの上に、パジャマ姿のつばさがいるんだから。

（おい、ちょっと待てよ。これって、誤解される状じよう況きようなんじゃねーか？）

　焦あせるオレとは対照的に、つばさは笑え顔がおで凪なぎに手を振ふる。

「やっほ[image: ～][image: ～]、凪なぎちゃん。ひっさしっぶり[image: ～][image: ～]。お邪じや魔ましてるね」

「おい、凪なぎ。誤解すんなよ。これは……」

　オレが説明するまでに、凪なぎの大声が家中に響ひびき渡わたった。

「お、お兄ちゃんがつばさお姉ちゃんを部屋に連つれ込こんでるううう！」

「馬ば鹿か！　違ちがう！　これはつばさの方が跳とんできたんだよ！」

「じゃあ、つばさお姉ちゃんの夜よ這ばいいい!?」

「ええい、恥はずかしい言葉を叫さけぶんじゃねー！　父さん母さんが起きてくるだろ！　ご近所にも聞こえるし！」

　もはや、時すでに遅しだった。

　父さん母さんが起きてきた。

　でもって、近所の家の消えていた電気がつくのも見えた。

（終わったな……）

　色々な意味で、オレはそう思った。

[image: ]

　──火曜日の早朝、七時半。

　コーヘーズのメンバーは、作戦本部に集まった。昨晩、凪なぎや両親の誤解を解いた後、電話で集まるように伝えたんだ。

「昨日の夜は悪かったな。夜中に電話なんかして」

「いや、別にいいぜ。俺おれ、まだ起きてたし。それよりも、こんな朝早くに俺おれ達たちを集めたってことは？」

　輝てる夫おが、期待のこもった目でオレを見る。輝てる夫おだけじゃない。姫ひめ川かわさん、そして乾いぬいも同じような目でオレを見ていた。

　皆みんなの期待を一身に受けながら、オレは力強く言った。

「サバイバルフラッグゲーム、生徒会チームと戦う作戦が完成した。これが上手うまくいけば、オレ達は勝てる」

「本当か？　本当に、俺おれ達たちなんかが勝てる方法があるのか？」

「ある。今からそれを説明するから、聞いてくれ」

　オレは、この数日間の間で組み立て、昨晩ようやく完成させた作戦を皆みんなに説明した。

「航こう平へい、お前、よくそんな作戦を考えたよな」

「宇う津つ木ぎ先せん輩ぱい、すごいです」

　輝てる夫おと姫ひめ川かわさんが感かん嘆たんの息を漏もらす。

「ただし、この作戦を成功させるにはいろいろと下準備が必要だ。本番の日までに終わらせる必要がある」

「もちろん、協力するに決まってるだろ」

「アタシも！　アタシも！」

「わたしも、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばります」

　やる気になる輝てる夫おとつばさ、姫ひめ川かわさん。

　そんな中、乾いぬいが口を開く。

「ちょっと待て。宇う津つ木ぎ航こう平へい。肝かん心じんの会長をどう攻略するかがまだ語られていないではないか？」

「あっ!?」

「そう言えばそうだったね」

「宇う津つ木ぎ先せん輩ぱい、どうするんですか？」

　三人と一いつ匹ぴきから尋たずねられたが、オレは答えなかった。

「悪い、こればっかりは言えないんだ。でも、大だい丈じよう夫ぶだ。オレがどうにかするから。今はオレを信じて、準備に協力してくれ」

　さすがに納なつ得とくしてくれないかと思ったが、皆みんな、あっさりと頷うなずく。

「コーヘーがそう言うなら大だい丈じよう夫ぶだね」

「分かった。下準備に集中しよう」

「宇う津つ木ぎ先せん輩ぱいのこと、信じてます」

「……仕方ないな。後でガッカリさせないでくれよ」

「みんな、ありがとう」

　オレは、右手を前に出した。

　オレが何をしたいのか察したつばさが、オレの手に自分の手を重ねる。輝てる夫お、姫ひめ川かわさん、そして乾いぬいの肉球も乗せられた。

「生徒会チームとのサバイバルフラッグゲーム、絶対に勝つぞ！」

「お[image: ～][image: ～][image: ～][image: ]」

　オレ達は、気合のかけ声を上げた。

　決戦の日まで、今日を含めてあと四日だった。







[image: ＡＣＴ．６　開幕！　サバイバルフラッグゲーム！]

　──運命の土曜日。

　午後、一時。オレ達は、サバイバルフラッグゲームの会場となる青葉山の頂上にやって来ていた。

　そこは、東西に出入り口を持つハイキングコースの丁度中央に位置する場所だった。ちょっとした広場となっている。

　それぞれの出入り口から普ふ通つうに歩いて二十分もあればたどり着ける場所だった。

　オレ達のチームは、全員身動きの取りやすいジャージ姿。

　輝てる夫おだけは、サイズの小さいピッチピッチのジャージを着ていて、逆に身動きが取りにくそうだった。体の線がくっきりと浮うき出でていた。別に、輝てる夫おが自分の筋肉を見せびらかしたかったわけじゃない。こんなジャージを着ているのはオレの指示。これも作戦の内だった。

　全員、色もデザインもバラバラのジャージ姿だったが、それでも妙みような一体感はあった。

　チーム名を『コーヘーズ』ではなく、『ジャージーズ』にしても良かったんじゃないかってオレは思った。

　このサバイバルフラッグゲームも、生徒会活動の一環と考えたのだろう。連中の服装は、オレ達とは対照的な制服姿だった。どうやら、最初から山中を駆け回る気なんてないようだ。

　だけど、これはオレ達にとっては嬉うれしいことだ。相手が油断してくれればくれる程ほど、作戦の成功率は上がるんだ。

　そして、オレ達と生徒会チームとは別に、年配の三人組がいた。もうじいさんって言ってもいい年ねん齢れいだ。

　会長から、サバイバルフラッグゲームには審しん判ぱん員いんが入るとは聞いていた。おそらく、この三人組がそうなんだろう。

「最初に、この方達たちを紹しよう介かいしておきますね。右から、越えち前ぜん虎とら之の介すけさん。天あま晴はれ鉄てつ三ぞうさん。松まつ桜ざくら光みつ臣おみさん。青葉学園の偉い大だいなる先せん輩ぱい方であり、サバイバルフラッグゲームを行う際の正式な審しん判ぱん員いんでもあります」

　一番右、虎とら之の介すけじいさんが口を開いた。

「じゃあ、両者メンバーはそれぞれ端はしから名前を言ってもらおうかね」

「はい。わたくしは、新にい垣がき由ゆ梨り絵えです」

　迷うことなく会長が答える。生徒会メンバーがそれに続く。

「伊い福ふく部べ希のぞみ」

「引ひき間ま剛つよ志しです」

「鶴つる巻まき美み代よです」

「有ある賀がサム。よろしく」

　何の意味があるか分からなかったが、オレ達もそれに続いた。

「宇う津つ木ぎ航こう平へい」

「飛とび田たつばさだよ♪」

「森もり本もと輝てる夫おだ」

「姫ひめ川かわ花か音おんです」

「……乾いぬいアキラ」

　虎とら之の介すけじいさんは、ふんふんと頷うなずいた。

「よし、お主ぬし達たちの声と名前は全部覚えたぞ。わしは、超ちよう聴ちよう覚かくのギフトを持っておる。この山一つぐらいの範はん囲いで語られる言葉は、すべて拾えるでな。もう無理だと判断した時は、ギブアップと叫さけぶといい」

　なるほど、虎とら之の介すけじいさんは、ギブアップを聞き取る審しん判ぱん員いんだった。

　続いて、二番目の鉄てつ三ぞうじいさんがギョロリと大きな瞳ひとみを動かした。

「わしのギフトは、いわゆる千里眼じゃ。この山で起こることは、すべてわしはこの目で見ることができる」

　虎とら之の介すけじいさんが聞く専門のギフトなら、鉄てつ三ぞうじいさんは見る専門のギフトのようだ。

「誰だれかが場外へと出た時。あまりに悪質な暴力行こう為いを行おこなった時等に、わしは失格の判断を下すからの。あと、旗が取られる様子もちゃんと見るからな」

　最後に、光みつ臣おみじいさんが歩み出た。

　同時に、オレの頭に声が響ひびく。

『わしのギフトは、発信専門のテレパシー。お前達にゲームの状じよう況きようを伝えるのがわしの役目じゃ。失格、及およびゲーム終しゆう了りようの知らせもわしの役目じゃな』

　会長を除いた皆みんなが驚おどろいた顔をしていたから、全員に声が響ひびいていたようだ。

　オレは感心した。審しん判ぱんを務めるだけあってなかなかどうして、大したギフトを持つじいさん達だ。これなら、円えん滑かつにゲームも進められることだろう。

『知っているじゃろうが、改めてこのゲームのルールを説明する。双そう方ほうこれより、東西にあるそれぞれの陣じん地ちへと向かう。二十分後、ゲーム開始じゃ。持てる力、持てるギフト、持てる知力のすべてを使い、相手チームの陣じん地ちにある旗を奪うばった方が勝ちとなるのじゃ[image: ]』

　かなりテンションが上がってたんだろう。光みつ臣おみじいさんの声の最後の方は、マイクのハウリングのようになってオレ達の頭の中でキーンと響ひびいた。さすがに皆みな、そろってこめかみを押おさえる。

『ちなみに、三時間たっても決着がつかなかった場合は、残っている人数が多い方のチームを勝ちにするでな。説明は以上じゃ』

　会長がオレを見た。

「宇う津つ木ぎさん。この間の話は、忘れてはいませんね？」

「ああ、分かってる。あんた達のチームが勝ったら、オレは大人しく無能力者保護校則を受け入れる。だけどもし、オレ達が勝ったら」

「はい。わたくし達生徒会は、ただちに無能力者保護校則を破は棄きいたします。宇う津つ木ぎさんには、これまでと同じ学校生活を送っていただきます」

　会長がオレに手を伸のばす。

「正々堂々とした戦いをしましょう」

「ああ、正々堂々とな」

　オレは、会長の手を握にぎった。

　それから両チームは西と東に別れ、それぞれの陣じん地ちへと向かうことにした。

　ハイキングコースを歩き、二十分程ほどでオレ達の陣じん地ちへと到とう着ちやくした。

　盛られた土に突つき刺ささった旗。長机と椅い子す。実に簡単な陣じん地ちだ。この作りは両者とも同じだ。

　旗は、一昨日、作戦本部で皆みんなで描かいたオリジナルのものだ。『コーヘーズ』という文字が大きく書かれている。

　オレは席に着くと、ポケットから引っ張り出したイヤホンを耳にはめる。生徒会チームの陣地にある長机の下にしかけておいた盗とう聴ちよう器きの音声を聞くためだ。虎とら之の介すけじいさんみたいなギフトがないオレには、相手チームの会話を聞くにはこんな方法しかない。

　どうやら向こうも陣じん地ちに着いた様子だった。

　オレは静かに、盗とう聴ちよう器きが拾う生徒会チームの会話に耳を傾かたむけた。
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　陣じん地ちへと到とう着ちやくした由ゆ梨り絵えは、ふうと息を吐はき出だした。

「さて、皆みなさん。もうすぐゲームが始まってしまいますが、どうしましょうか？」

　生徒会の他のメンバーに尋たずねる。

「普ふ通つうに戦っては、一いつ瞬しゆんで決着がついてしまうことになります。しばらく、動かず待ってあげるのはどうでしょう？」

「新にい垣がきセンパイってば優やさしい！　でも、そんなことしたって意味ないですって。どうせ、最後には希のぞみ達が勝つんだから」

　伊い福ふく部べが言う。

「下手にゲームを引き延ばしたところで、無む駄だな時間を過ごすだけです」

　引ひき間まもそれに同意した。

「確かに、二人の言うとおりですね。宇う津つ木ぎさんにはつらいことですが、無能力者はか弱く、守られるべき存在ということを分かってもらういい機会です。最速で、勝負を終わらせることにしましょう。鶴つる巻まきさんもそれでいいですか？」

「あ、はい。私は、会長の意見に従います」

「ありがとう。それでは、有ある賀が君。お願いします」

「まあ、そうだよね。最速で終わらせようと思ったら、やっぱり僕ぼくのギフトだよね」

　有ある賀がが笑え顔がおで頷うなずいた。

「分かったよ。僕ぼくが向こうの陣じん地ちまで向かって、旗を取ることにするよ」

　と、その時だった。一同の頭に、審しん判ぱん員いんである光みつ臣おみ老人の声が響ひびいた。

『これより、生徒会チーム対コーヘーズのサバイバルフラッグゲームを始める！』

「じゃあ、行こうかな。十分もあれば終わるだろうから、帰かえり支じ度たくでもしてるといいよ」

　それだけ言うと、有ある賀がはギフトを発動した。
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「よし、思ったとおり。一番手は会計の有ある賀がサムだ」

　オレは、準備を終えた輝てる夫おに顔を向けた。

「輝てる夫お、お前の出番だ！　すぐに向かってくれ！」

「ああ、任せとけ。この日のための特訓の成果、しっかりと見せてやる」

　輝てる夫おは、のっしのっしとハイキングコースを歩いていく。

「ああ、テルっちのお尻しり！」

「ああ、かなりヤバいな」

　オレは顔をしかめた。

「でも、オレ達にはどうすることもできない。きっと持ちこたえてくれるって信じよう」

「うん。テルっちならきっと大だい丈じよう夫ぶだって、信じるしかないよね」

[image: ]

　自らのギフトの超ちよう高速でハイキングコースを進む有ある賀が。10メートル進む度たびに一いつ瞬しゆん止まるも、すぐにギフトを発動するからほとんどタイムロスはなかった。

　気付くと、中間地点である山頂の広場に到とう着ちやくしていた。

「あれれ、もう着いちゃったよ。これは、十分もかからないかもしれないな」

　軽く笑ってから、有ある賀がは下り坂をギフトで走り始める。

　ハイキングコースの全長は４キロと聞いていた。ずっとギフトを使い続けても、ヘタることなく相手のチームの陣じん地ちに到とう着ちやくするだろう。

　一人は無能力者、他の四人は大したことのないギフトの持ち主の集まりだ。自分の超ちよう高速移動を阻はばむことはできないはずだ。

（自分で提案しておいて何だけど、最初っから無理ゲーだったんだよね。宇う津つ木ぎ君も下手な意地張らずに、素す直なおに保護校則を受け入れていれば良かったのに）

　下り道も半分が過ぎ、残り１キロといった時だった。有ある賀がはハイキングコースに立ちはだかる一人の男子に気付き、ギフトを止め立ち止まった。

「えっと、森もり本もと君だったよね？　これからうちのチームの旗を狙ねらいに行くところかい？　頑がん張ばってって言いたいところだけど、それよりも早く僕ぼくが先に君きみ達たちの旗を取ってしまうと思うよ。悪いね」

　申し訳なさそうに言ってから、再びギフトを発動させようとする有ある賀が。

　そんな有ある賀がに、輝てる夫おは言った。

「有ある賀がサム、俺おれは知ってるぞ。お前の秘密をな」

「僕ぼくの秘密？」

「ああ、そうだ。お前の彼かの女じよ、一人だけじゃないだろ!?」

　有ある賀がの表情が少しだけ強こわ張ばる。

「どういうことかな？　僕ぼくが付き合ってるのは、君きみ達たちも前に見た青せい藍らん女学園の彼かの女じよ一人だけだけど？」

「いいや、違ちがうな。他にも、長おさ姫ひめ高校の子とも付き合ってるだろ。あと、若わか葉ば女子大のお姉さん。さらに、丸まる山やま商事のＯＬさんともな。名前だってもう調べてあるんだ」

「……へえ、そこまで知ってるなんて驚おどろいたな」

　言いい逃のがれは難しいと思ったのだろう。有ある賀ががあっさりと認める。

「なるほどね。ギフトでは勝てないから、僕ぼくの秘密を知って脅きよう迫はくしようって計画か。秘密をバラされたくなかったら、ギブアップ宣言をしろって」

　有ある賀がはゆっくりと首を横に振ふる。

「残念だけど、それはできないよ。別に僕ぼく一人がギブアップしたところで生徒会チームの勝利は変わらないと思うけど、後で伊い福ふく部べに何を言われるか分からないからね。本当に気き性しようが激しくて困ってるんだよ、彼かの女じよ」

　ふうとため息をついた。

「あ、僕ぼくがたくさんの女性と付き合ってること、別に彼かの女じよ達たちに教えてもいいよ。完かん璧ぺきに弁解できる自信があるからね。たとえ、写真や映像があったとしたって、ギフトでねつ造された物だって言えるし。本当、いい時代だよね」

「そんなこと分かってるさ。写真や映像じゃ信用はされないだろうな。でも、お前自身が何股またもかけてることを彼かの女じよ達たちの目の前で喋しやべったらどうだ？」

「ハハハ、そんなことするはずないじゃないか」

　白い歯を見せて笑う有ある賀がに、輝てる夫おは確信を込めて言った。

「いや、それをしたんだよお前は。今、ここでな？」

「何だって？」

「俺おれのギフトが何かは知ってるよな？」

「服の……透とう明めい化かだろ？」

「間ま違ちがってはないが、少し違ちがう。俺おれは、身に触ふれている物体を透とう明めいにすることができるんだよ。たとえそれが、人間だったとしてもな」

「……ま、まさか!?」

　頭の回転が速い有ある賀がが、その可能性を察した。

「そのまさかだよ！　お前と会った時からずっと、俺おれはギフトを使ってたんだ。今、それを解除する！」

　高らかに叫さけぶと、輝てる夫おはギフトを解除した。両手には、それぞれ女性の姿があった。その女性がさらに別の女性と手を繫つないでいる。

　総勢、四人の女性が輝てる夫おのギフトで透とう明めいになっていたのだ。

「直なお美みちゃん！　真ま由ゆ！　エリサ！　涼りよう子こさん！」

　有ある賀がが驚おどろきと絶望の声を上げる。

　繫つないでいた手を離はなし、バラバラになった四人が一いつ斉せいに有ある賀がに詰つめ寄よった。

「有ある賀がきゅん！　これは一体どういうこと!?」

「有ある賀がさん、ひどいです！　私だけって言ってたのに！」

「サム、ちゃんと答えてもらうから！」

「サム君、お姉さんを弄もてあそんだ罪、償つぐなってもらおうかしら」

　四人の女性が、一いつ斉せいにギフトを発動する。電でん撃げき、炎ほのお、衝しよう撃げき波は、肉体強化、攻こう撃げき的なギフトのオンパレードだ。

「僕ぼくは、みんなが好きなだけなんだ[image: ～][image: ～]」

　有ある賀ががギフトを発動し、超ちよう高速で逃にげ出だした。ハイキングコースを外れ、林の中へと飛とび込こんでいく。

「待って！」

「待ってください！」

「待て！」

「待ちなさい！」

　四人の女性が有ある賀がを追いかける。

「ひゃ[image: ～][image: ～][image: ～]、女ってこえ[image: ～][image: ～]な。俺おれ、彼かの女じよいなくて良かったかも。いや、負まけ惜おしみとかじゃなくって」

　輝てる夫おがふうとため息をつく。

「それにしても、危なかったな」

　輝てる夫おは、自らの体を見た。今は体にピッチリと張り付いたジャージを着ている。

「ふん」

　軽く力を込こめて、輝てる夫おはギフトを発動した。ジャージが透とう明めい化かする。しかし、その後にも同じジャージが現れる。

　実はこれ、ジャージではない。裸ら体たいに直接、ジャージ模様を描かいていたのだ。いわゆる、ボディーペイントというものだ。

　四人もの女性を透とう明めい化かさせるには、かなり強いギフトの力が必要だった。当然、服だって透とう明めい化かしてしまう。最初からマッチョな裸ら体たいで登場したら有ある賀がも輝てる夫おがギフトを使っていることを悟さとってしまうし、それに必死になって集めた四人の女性が嫌いやがるに決まっている。

　だから、ジャージが透とう明めいになっても大だい丈じよう夫ぶなようにと、つばさと航こう平へいがあらかじめ同じジャージの模様をペイントしておいたのだ。

　ただ、それでも危険はあった。パンツまで透とう明めい化かしてしまったら、さすがに誤ご魔ま化かし切れない。女性達も悲鳴を上げ、作戦は台無しになっていたことだろう。

　パンツこそが、最後の砦とりでだったのだ。そして輝てる夫おは、見事にそれを守り切ったのだ。

「航こう平へい、やったぞ。お前の作戦の勝利だ！」

　輝てる夫おがそう呟つぶやいた直後、光みつ臣おみ老人のテレパシーが頭の中で響ひびいた。

『生徒会チーム、有ある賀がサム、場外により失格！』
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「やったぜ！」

　頭の中で響ひびいた光みつ臣おみじいさんの声を聞き、オレは思わずガッツポーズを決めた。

「やった！　テルっち！　パンツを守ったんだね！」

「ああ、さっきうっすら固そうなケツが見えた時には本当、焦あせったぜ。でも、あいつ、やってくれたんだな」

　ここ数日、数人の人間を消しつつもパンツだけは消さないという特訓をさせてきた甲か斐いがあった。ちなみに、練習に付き合ったのはオレとつばさと乾いぬいだ。さすがに姫ひめ川かわさんには参加させられなかった。うっかり輝てる夫おがパンツまで透とう明めいにしてしまったら、彼かの女じよに消えないトラウマを残してしまうことになる。

　まあ、つばさは笑って済ませてくれそうだったから練習に付き合わせたんだけどな。

「あ、あの、宇う津つ木ぎ先せん輩ぱい」

　喜んでいるオレに、姫ひめ川かわさんが心配そうな顔で声をかけてくる。

「初勝利に水を差すみたいで申し訳ないんですけど……大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「大だい丈じよう夫ぶ？　何が？」

「いえ、わたし、まさか、あんなすごいギフトを持った審しん判ぱんの方が来るとは知らなくって。その、わたし達の作戦って……」

「卑ひ怯きようだから、失格になるかもしれない……か？」

「いえ、そんな、卑ひ怯きようだなんてわたし、思ってません！　このメンバーで勝てる最高の作戦を宇う津つ木ぎ先せん輩ぱいは立ててくれたと思います。でも、ルール的には大だい丈じよう夫ぶなのかなって、不安になってしまって」

　オレは軽く笑って見せる。

「心配ない。光みつ臣おみってじいさんも言ってただろ？　持てる力、持てるギフト、持てる知力のすべてを使えって。だから、知力を振ふり絞しぼったんだ。何の問題もないはずだ。もしこれが駄だ目めなら、最初に盗とう聴ちよう器きを使った段階でオレ達は失格になってるよ」

「そうですか。良かったです」

　姫ひめ川かわさんが、ホッとした顔を見せる。

「おっと、相手チームの様子を聞かなきゃな」

　オレは慌あわててイヤホンの音声に集中した。




『有ある賀が君が場外で失格？　一体どういうことですか!?』

『有ある賀がセンパイ、勢い余って敵の陣じんを突つっ切きったんじゃないですか？』

『ええい、分かった。だったら俺おれが行く。会長、見ててください。俺おれのギフトで、絶対に旗を奪うばってきます！』

『そ、そうでした。まだ慌あわてることはありませんでしたね。お願いしますよ。引ひき間ま君』

『うおおお！』




「よし、次は男子副会長の引ひき間ま剛つよ志しだ！」

　オレの声に、うずくまっていた乾いぬいがすっと立ち上がった。

「ワガハイの出番のようだな」

「乾いぬい、頼たのんだぞ」

「心配するな。宇う津つ木ぎ航こう平へい、お前との特訓が決して無む駄だじゃなかったことを、証明して見せよう！」

「イヌっち！　ファイトだよ！」

「乾いぬいさん、頑がん張ばってください！」

　つばさと姫ひめ川かわさんの応おう援えんも受け、乾いぬいは四本足でハイキングコースを進んでいった。
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　引ひき間まは、ずんずんとハイキングコースを歩いた。

「まったく、有ある賀がは何をやってるんだ」

　場外で失格となった有ある賀がに文句を言うも、少しだけ感謝もしていた。

　これで、自分にも活かつ躍やくのチャンスが回ってきたからだ。

（会長に、いい所を見せられるかもしれない）

　そう、何を隠そう引ひき間まは新にい垣がき由ゆ梨り絵えに惚れていたのだった。

　だからこそ、このミッションをしくじる訳にはいかなかった。

（自分のギフトなら、遠くからでも旗を奪うばうことができる。あいつらが邪じや魔まをしようとしたって、所しよ詮せんは無能力者と大したことないギフトを持った連中。どうとでもできるはずだ）

　男が相手だったら、遠えん慮りよなくギフトで引き寄せレスリングの技わざで地面にねじ伏ふせる。

　さすにが女子にそれをするのははばかられたが、そういった場合の対処方も考えていた。

　ギフトを発動し引き寄せた後、すぐに解除するのだ。確実に相手は転ぶことだろう。

（楽勝だ！）

　後で待っているであろう、新にい垣がき由ゆ梨り絵えからの労ねぎらいの言葉を期待しつつ、引ひき間まは歩く。

　さすがに超ちよう高速移動のギフトを持つ有ある賀がのようにはいかず、二十分程ほどかけて丁度中間地点となる頂上の広場へと到とう着ちやくする。

　特に足を止めることなく通り過ぎ、少し歩いた時だった。

「ばううううううううん！」

　という鳴き声を引ひき間まは聞いた。

　足を止め見ると、ハイキングコースから少し外れた林の中に、一匹ぴきの犬の姿を見つける。

　太くキリリとした眉まゆ毛げの書かれた柴しば犬いぬ。首に巻かれた真っ赤なバンダナが特とく徴ちよう的だ。頂上での両チーム顔合わせの時にもいたから見み間ま違ちがえたりはしない。

（伊い福ふく部べの話じゃ、憑ひよう依いのギフトを持ってる一年だな）

　憑ひよう依いのギフトと聞いた時は少し警けい戒かいしたが、詳くわしく聞いたところ憑ひよう依いできるのは目の前にいるこの犬のみとのこと。何の心配もなかった。

「その姿なら、他の奴やつらよりも早くうちの陣じん地ちにたどり着けるか。まあ、好きにするといいぞ」

　行ったところで、旗が奪うばわれるはずがない。

　乾いぬいのことは無視して足を進めようとする引ひき間ま。しかし、背後から声がかかる。

「なるほど、ワガハイから逃にげるつもりなのか？　荒あらくれ者ものの運動部を統とう括かつする男子副会長にしては臆おく病びよう者ものだな」

「何だと？」

「臆おく病びよう者ものだと言ったのだ。ワガハイが怖こわいから、対決を避さけるのだろう？」

「お前……」

　一いつ瞬しゆん頭に血が上りかけたが、引ひき間まは軽く深呼吸をした。

（落ち着け。自分の目的は、相手チームの旗を奪うばうことだ。あんな犬野や郎ろうにかまってる暇ひまはない）

　歩き出そうとする引ひき間まだったが、

「よし、ワガハイ、生徒会チームの陣じん地ちに到とう着ちやくした時には会長に伝えてやろう。男子副会長の引ひき間ま剛つよ志しは、ワガハイが吠ほえたのに怯おびえて逃にげていったとな」

「………」

　引ひき間まが動かしかけていた足を止めた。ゆっくりと体を乾いぬいへと向ける。

「……分かった。それなら相手をしてやる。お前を捕つかまえて、ぎゅうぎゅうに締しめ付つけながら旗を取りに行ってやるぞ！」

　引ひき間まが乾いぬいに向かって右手を伸のばした。

「はあっ！」

　引き寄せのギフトが発動する。乾いぬいの体は強い力に引き寄せられ、引ひき間まの腕うでの中へ……。

　とはならなかった。乾いぬいは平然とこちらを見ている。

（範はん囲い外かよ!?）

　実は引ひき間まのギフトには、射程範はん囲いが存在する。自分でもちゃんとは把は握あくしていなかったが、20メートルぐらいだ。射程範はん囲いよりも遠ければ、引き寄せることは不可能だった。

「くそっ！」

　引ひき間まは、乾いぬいに向かって数歩、近寄る。再びギフトを発動しようとしたが、乾いぬいはこちらに尻尾しつぽを向け走り出した。

「待て！」

　乾いぬいを追いかけ、引ひき間まも林の中へと飛とび込こんだ。

　林の木々に身を隠かくし、乾いぬいはたまにこちらに顔を見せては挑ちよう発はつ的な言葉を口にする。

「どうした？　それが無敵の男子副会長の力なのか？」

「ワガハイ一匹ぴき捕とらえられないようでどうするのだ？」

「その体の筋肉はただの飾かざりのようだな」

　言われる度たびに、引ひき間まの頭に血が上っていった。

　乾いぬいがチラリと姿を見せる度たびに、ギフトを発動し引き寄せようとする。しかし、どうしてもあと少し、距きよ離りが足りなかった。

（ひょっとしてあいつ、このギフトの射程範はん囲いを完全に把は握あくしてるのか？　俺おれですら正確には分かってないってのに！）

　一いつ瞬しゆんそんなことを考えた引ひき間まだったが、

（いや、そんなはずはない！　たかが犬に、そんなことができるはずがない！）

　強く否定する。

　犬に人間の人格が憑ひよう依いしている以上、たがか犬というのは間ま違ちがっていたが、そんなことも分からない程ほどに、引ひき間まはイラついていた。

（そのうち、俺おれのギフトの射程範はん囲いに入る時が来る。その時は、フルパワーで引き寄せてやればいい。確保してしまえばこっちのもの。ギュウギュウに締しめ付つけてやる！）

　引ひき間まが意い気き込ごんでいた時だった。背後で声がした。

「情けない。こんなていたらくでは、会長にも幻げん滅めつされてしまうだろうな」

　想おもいを寄せている新にい垣がき由ゆ梨り絵えのことを言われ、引ひき間まの頭に一気に血が上った。

　クルリと向き直ると、ほんの10メートル程ほどの距きよ離り、茂しげみの中に身を潜ひそめる乾いぬいの姿が見えた。体のすべては見えないが、赤いバンダナが目立っているから間ま違ちがいない。

（この距きよ離りならイケるぞ！）

　引ひき間まは開いた両手を付き出した。持てる限りのすべての力を発動する。

「覚かく悟ごしろ！　うおおおおおおお！」

　次の瞬しゆん間かん、引ひき間まの体がすごい勢いで引っ張られる。

「ぬああああああああああ！」

　なまじフルパワーで発動したものだから、ギフトを解除したところで勢いは衰おとろえてくれない。

　引ひき間まは茂しげみの中へと頭から突つっ込こんだ。同時に、地面がズドンと抜ぬけた。落とし穴になっていたのだ。

「な、何がどうなってんだ？」

　訳が分からない引ひき間ま。と、いきなり真っ暗になる。落とし穴に蓋ふたがかぶせられたのだ。

「さあ、引ひき間ま剛つよ志し。どうする？　ギブアップを宣言するなら、この蓋ふたを取ってやってもいいぞ」

　乾いぬいの声がする。

「ば、馬ば鹿かな！　そんなこと……」

　しかし、引ひき間まの声は震ふるえていた。全身から嫌いやな汗あせが吹ふき出だしていた。

　そう、引ひき間まは閉所恐きよう怖ふ症しようと暗所恐きよう怖ふ症しようだったのだ。それぞれ単体ではある程度克こく服ふくしたものの、両方が一いつ緒しよになってしまうとどうしようもない。

　三分三十六秒。それが引ひき間まの限界だった。

「ギブアップ！　ギブアップだ！　だから、俺おれをここから出してくれ！」

　数秒の後、光みつ臣おみ老人のテレパシーが頭の中で響ひびいた。

『生徒会チーム、引ひき間ま剛つよ志し。ギブアップ宣言により、リタイア！』
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「よっしゃ！」

　光みつ臣おみじいさんの声に、オレは再びガッツポーズを決めた。

「やったね、イヌっち！　やってくれたんだね！」

「おお、すげー！　これで二人撃げき破はだ！」

　陣じん地ちに戻もどってきていた輝てる夫おも、歓かん喜きの雄お叫たけびを上げる。

　引ひき間まのギフトを使う姿を撮さつ影えいし、オレはそれを徹てつ底てい検証した。結果、いくつかのことが判明した。

　ギフトの有効範はん囲いは、18メートルと30センチ。そして、そのギフトで引き寄せられるのは、自分の体重よりも軽い物体のみ。

　自分の体重よりも重い物体を引き寄せようとした時は、逆に自分の体がその物体の方へと引き寄せられる。それが、引ひき間まのギフトの特とく徴ちようであり弱点だった。

　そこに、つばさが仕入れてきた、閉所恐きよう怖ふ症しようと暗所恐きよう怖ふ症しよう、そして、引ひき間まが会長にほのかに想おもいをよせているらしいという情報を加えれば、作戦を立てるのは簡単だった。

　まず、乾いぬいがしつこく引ひき間まを挑ちよう発はつする。その際、18メートルと30センチの距きよ離りを絶対に保つこと。それよりも距きよ離りを縮めてしまったら、引ひき間まに捕とらえられてしまうからだ。

　会長の名前も出し十二分にあおったあたりで、事前に用意しておいた罠わなへと誘ゆう導どうする。それは、茂しげみ越ごしに柴しば犬いぬの姿と赤いバンダナが見えるという罠わなだ。この柴しば犬いぬは、当然乾いぬいじゃない。砂すな袋ぶくろに色を塗ぬってそれらしく作ったニセモノだ。よく見れば造形の甘あまさは明らかだが、茂しげみ越ごしならパッと見は分からないはずだ。赤いバンダナに目が行くだろうし、頭に血が上っていればなおさらだ。

　ちなみにこのニセモノ。引ひき間まに見せているのはその一部だけで、見えていない部分にはたっぷりと重りを縛しばり付つけてあった。その重量は１００キロ。引ひき間まの体重よりも20キロも重いんだ。

　当然、引ひき間まは逆に引き寄せられることになる。で、茂しげみに頭を突つっ込こませる。その茂しげみ自体が、落とし穴の上に載のっけたニセモノだ。引ひき間まは落とし穴に落ち、乾いぬいが蓋ふたをしてしまえば作戦完かん了りよう。後はギブアップを待てばいい。

　この作戦を実行するにあたり、オレと乾いぬいは特訓を行おこなった。18メートルと30センチ……余よ裕ゆうを持ち、19メートルの感覚を体に叩たたき込こむ特訓だった。

　19メートルの紐ひもを用意し、お互たがいの体にくくりつけての鬼おにごっこを夜な夜な繰くり返かえした。そして、常に19メートルの距きよ離りを保ち逃にげ続けるテクニックを乾いぬいは会え得とくした。それは、人間よりはずっと素す早ばやく動ける犬の姿を持つ乾いぬいでなければできないことだった。

　届きそうで届かない自分のギフトに、さぞや引ひき間まは苛いら立だったことだろう。その苛いら立だちこそが、作戦を成功させる重要なファクターとなったのだ。

「森もり本もと先せん輩ぱいが成功して、乾いぬいさんが成功。次は、わたしの番ですね」

　緊きん張ちようした表情で、姫ひめ川かわさんが呟つぶやく。

　オレも、表情を固くした。

　この勝負こそが一番の賭かけだった。同時に、姫ひめ川かわさんには申し訳ない気持ちで一杯ぱいになる。

「姫ひめ川かわさん、何だったら、オレが行ってもいいぞ。少し成功確率は下がるが、向こうもくいついて来るとは思うしな。姫ひめ川かわさんは、最終ポイントで待機していてくれれば」

「いいえ、大だい丈じよう夫ぶです。わたしに行かせてください」

　姫ひめ川かわさんが首を横に振ふる。

「わたしも、コーヘーズの一員なんです！　ちゃんと役目を果たしたいんです！」

「でも……なあ」

　見るからに、姫ひめ川かわさんは怯おびえていた。

　どうしたものかと考えるオレに、姫ひめ川かわさんが言う。

「……それじゃ宇う津つ木ぎ先せん輩ぱい。一つだけ、わたしのお願いを聞いてもらってもいいですか？」

「お願い？」

「この作戦が上手うまくいったら、わたしのこと……その、名前で呼んでもらうようにしてもらっていいですか？　約束してくれれば、わたし、勇気が出ますから」

「ああ。別にいいぜ」

「はいっ！　ありがとうございますっ！　これでわたし、頑がん張ばれます！」

　姫ひめ川かわさんは笑え顔がおでそう言うと、弾はずむような足取りでハイキングコースを進んでいく。

「一体どうして、あんなことで勇気が出るんだろうな？」

　オレは不思議に思って呟つぶやく。

「カオちゃん。姫ひめ川かわって苗みよう字じ好きじゃなかったのかな？」

　とつばさ。

　そんなオレ達を見て、輝てる夫おがやれやれとため息をついた。

「ったく、お前らは、ほんっと[image: ～][image: ～]に女心が分かってない」

「テルっちには理由が分かるの？」

「分かるさ。でも、お前らに言う気にはなれん。自分達で考えろ」

　オレとつばさは顔を見合わせ、考えてみた。

　残念ながら、分からないままだった。
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「まったく、有ある賀がセンパイに続き引ひき間まセンパイまで本当、役立たずなんですから」

　ぶつくさ文句を言いながら、伊い福ふく部べがハイキングコースを歩いていた。

　ギフトはまだ発動していない。姿は見せたままだった。

「二人がしっかりしてくれないから、希のぞみが出なくちゃならないじゃないですか」

　それでも、これはこれで悪くないかもしれないと伊い福ふく部べは思った。

　二年の男子二人が失敗した旗取りに自分が成功すれば、きっと由ゆ梨り絵えからの評価もぐっと上がることだろう。

「新にい垣がきセンパイ、待っててくださいね。あんなへなちょこチームの旗なんて、希のぞみがバッチリ取ってみせますから」

　伊い福ふく部べは、自分の透とう明めい化かのギフトに絶対の自信を持っていた。

　唯ゆい一いつ心配していたのは、相手チームにいる憑ひよう依いのギフトの持ち主だ。犬の姿をしている以上、鼻もきくことだろう。

　だけど、その対策だってちゃんと考えてきている。

（念のため持ってきておいて本当に良かったわ）

　伊い福ふく部べは、スカートのポケットに手を触ふれる。筒つつ状じようの物体の感かん触しよくがあった。これは、犬のしつけ用のスプレーだ。中身は、酢すを薄うすめたものが入っている。

（これをシュっと鼻に吹ふき付つけてやれば、しばらくは鼻がバカになって希のぞみのこと分かんなくなるはずよ）

　うししししと笑いながら、伊い福ふく部べは歩く。頂上の広場に差しかかったあたりで、その足が止まった。

　向こうからやって来た、花か音おんと遭そう遇ぐうしたからだ。

「あっ！」

　花か音おんは、怯おびえたように小さく声を上げる。

「あんた、Ｂ組の姫ひめ川かわだっけ？　大したギフトの持ち主じゃないから、陣じん地ちで大人しくしてると思ったのに、こんなとこまで出て来るなんて意外だったわ」

「わ、わたしも、チームの一員ですから。頑がん張ばらないと……いけないんです」

「ふ[image: ～][image: ～]ん、まっ、いいけどね。それより、丁度いいとこで会ったわ。あんたとは、一度じっくり話をしなきゃなんないと思ってたのよ」

　伊い福ふく部べが、目を鋭するどくする。

「あんたさ、ここ何日か、新にい垣がきセンパイのこと訪ねてきてたでしょ？　で、二人して楽しそうに話なんかしてたけど、あれ、一体何だったのよ？」

「えっと、わ、わたし。園芸部に入ってて。新しい花か壇だんを作りたくって、それで、由ゆ梨り絵え先せん輩ぱいにお願いを」

「そういうことは、文化部を統とう括かつする希のぞみに最初に言うのが筋でしょ！　それに、あんた部長でも副部長でもないはずよ。どうして勝手なことしてくれちゃってるのよ！」

　それから、伊い福ふく部べはもっとも我が慢まんならない点を指し摘てきした。

「それに由ゆ梨り絵え先せん輩ぱいって何よ！　ちゃんと会長って言いなさい！」

　声を荒あらげる伊い福ふく部べに、身を縮ませつつも、花か音おんはしっかりとした口調で言った。

「で、でも、由ゆ梨り絵え先せん輩ぱいの方から、そう呼んで欲ほしいって」

「う、噓うそよそんなの」

「本当です。あと、わたしみたいな可愛かわいい後こう輩はいが欲ほしかったって。生徒会に興味がないかとも聞かれました。伊い福ふく部べさんは、少しやり方や物言いが乱暴過ぎて文化系の部活から、抗こう議ぎが出てるって。だから、副会長を大人しい一年生の女子に代えたいって」

「ちょ、ちょっと待ちなさい。それってつまり、希のぞみをクビにしてあんたを新しい女子副会長にするってこと？」

「……はい、そう言われました」

「も、もちろん断ったわよね!?」

「まだ、お返事はしていません。でも、わたしは、わたしは……」

　花か音おんは、半ば叫さけぶようにして言った。

「由ゆ梨り絵え先せん輩ぱいと一いつ緒しよにいられるなら、引き受けようかなって思ってます！」

「…………」

　伊い福ふく部べの表情が凍こおりついた。

　中学の時から、由ゆ梨り絵えは伊い福ふく部べの憧あこがれの的だった。必死に追いついて、副会長になって隣となりに並べたのだ。

（こんなポッと出の小こ娘むすめに、希のぞみの居場所が奪うばわれるなんて……）

　激しい怒いかりが湧わき上あがる。

「許さない。絶対に許さないわ」

　その体がうっすらと消えていく。透とう明めい化かのギフトが発動されたのだ。

「絶対に断って！　ここで断るって誓ちかって！　でないと！　ひどい目にあわすから！」

　見えない手で花か音おんはドンと肩かたを突つかれてよろけた。

「きゃあ」

　悲鳴を上げた花か音おんは、怯おびえた様子で走り出す。ハイキングコースを外れて、林の中へと入る。

「待ちなさい！」

　伊い福ふく部べの声が響ひびいた。体を透とう明めい化かしたまま、執しつ拗ように追いかけてくる。

　必死になって走る花か音おんだったが、伊い福ふく部べの方が体力は上のようだった。真横からドンと突つき飛とばされる。

「断って！　断るって誓ちかって！　誓ちかえって言ってんだろ！」

　何もない空間から伊い福ふく部べの乱暴な声だけが聞こえる。

　花か音おんは、這はうようにして逃にげる。

　しかし、その逃とう亡ぼうにも終わりの時が訪おとずれた。何かが足にひっかかり、花か音おんは盛せい大だいに転ぶ。

　透とう明めい化かのギフトが解かれ、伊い福ふく部べが姿を現した。先回りをし、花か音おんに足をひっかけたのだ。

「もう鬼おにごっこは終わりよ」

　倒たおれた花か音おんの胸むな倉ぐらを伊い福ふく部べは摑つかんだ。

「あんたがもし引き受けたりなんかしたら、こんなもんじゃ済まないから。徹てつ底てい的てきに追おい詰つめてやるわ。さあ、新にい垣がきセンパイに断るって誓ちかって！」

　凄すごみをきかせたところで、伊い福ふく部べは不可解そうに眉まゆをひそめる。

　こんな状じよう況きようにもかかわらず、花か音おんが笑えみを浮うかべていたからだ。

　それは、何かを成なし遂とげた安あん堵どの笑えみだった。

「や、やりました。わたし、ここまで来れました」

「あんた、何言って……」

　そこで伊い福ふく部べは息を飲む。自分達の周りに茂しげるそれに気付いたからだ。

「あんた……まさか？」

　花か音おんは質問には答えず、両手をそれへと触れさせた。全開でギフトを発動する。

　二人を取り囲んでいた植物、菜の花が一いつ斉せいに花をつけた。

　異変はすぐに現れた。

「ヘックション！　ヘックション！　ヘックション！　ヘックション！」

　伊い福ふく部べが激しくクシャミを連発する。それだけでなく、涙なみだと鼻水もすごいことになっている。

　紛まぎれもなく、花粉症の症しよう状じようだった。しかも、かなりの重症だ。

「伊い福ふく部べさんは、菜の花の花粉症だったんですね。スギは無理でも、菜の花だったらわたし、花を咲さかせられます」

「あんた！　どうしてそのこと……クション！　クション！」

「宇う津つ木ぎ先せん輩ぱいがヒントを出してくれて、調べて分かったんです」

「あの男が!?」

　クシャミはますますひどくなっていた。あまりのアレルギー反応に、身動きも取れない。こんなにたくさんの菜の花に囲まれるなんて、初めてのことだった。

　そんな伊い福ふく部べに、花か音おんはジャージのポケットから取り出した箱を見せる。

　それは、ＣＭでもお馴な染じみの強力な鼻炎薬だった。しかも、即そつ効こう性せいの。

「ギブアップって叫さけんでくれるなら、この薬をあげます」

（そんなこと、絶対言わないわ！）

　って叫さけびたい伊い福ふく部べだったけど、もう限界だった。

「ぎ、ギブハックション!!」

　クシャミ混じりのギブアップ宣言。

　数秒の後、光みつ臣おみ老人のテレパシーが頭の中で響ひびいた。
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『生徒会チーム、伊い福ふく部べ希のぞみ。ギブアップ宣言により、リタイア！』
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「コーヘー！　テルっち！　イヌっち！　カオちゃんやったよ！　やっちゃったよ！」

　つばさが大喜びで飛とび跳はねる。もちろん、オレも、輝てる夫おも、乾いぬいも同じ気持ちだ。

「やってくれたか」

　オレは椅い子すに深く腰こしを下ろす。

　姫ひめ川かわさんが手に入れてきた伊い福ふく部べの情報、花粉症ではあるが、学校では普ふ通つうに過ごしていて登下校中に急にクシャミが止まらなくなる。それを聞いた時から、一いつ般ぱん的なスギ花粉症ではなく別の草花の花粉症ではないかとオレは推測。さらに姫ひめ川かわさんに調べてもらい、クシャミを起こす場所を特定し、そこから菜の花の花粉症を導き出した。

　幸い、青葉山の山頂付近にも菜の花が群生している箇か所しよがあった。問題は、そこに伊い福ふく部べをおびき寄せる方法だった。

　彼かの女じよが、会長に近づく女子の後こう輩はいに異様に嫉しつ妬とするという性格を聞き、姫ひめ川かわさんに会長に接せつ触しよくするよう頼たのんだ。話の内容は何でもいいから、楽しそうに話をしている姿を伊い福ふく部べに見せるようにと。

　どうやら、伊い福ふく部べはうまくこちらの策略にはまってくれたようだ。

　オレはポケットからスマホを取り出すと、姫ひめ川かわさんにかける。すぐに、興奮した様子の姫ひめ川かわさんの声が聞こえた。

『もしもし、宇う津つ木ぎ先せん輩ぱい。わたし、やりました！　わたし、やれました！』

「ああ、よくやった。無事に最終ポイントまで辿たどり着つけたんだな」

『ハハハ、無事……ではありませんでしたけど』

　控ひかえ目めな言い方だったが、伊い福ふく部べに追われた苦労がにじみ出ていた。

「怖こわい思いをさせて悪かったな」

『いいんですよ。それよりも、約束……守ってくれますよね？』

（約束？　ああ、名前で呼んで欲ほしいってヤツか）

「じゃあ、花か音おんさん」

『ちゃん付けでお願いします！』

「分かった。お疲つかれ、花か音おんちゃん」

『ありがとうございます』

　姫ひめ川かわさん……もとい、花か音おんちゃんから嬉うれしくてたまらないといった声が届く。

「で、伊い福ふく部べはどうしてる？」

『薬をあげたので、少し楽にはなったみたいですけど』

「そっか。じゃあ、伊い福ふく部べに代わってくれよ」

『あ、はい。分かりました』

　少し戸と惑まどった雰ふん囲い気きはあったものの、花か音おんちゃんは自分のスマホを伊い福ふく部べに渡わたしたようだ。

『なんですか？』

　超ちよう絶ぜつに不ふ機き嫌げんそうな伊い福ふく部べの声が聞こえた。

「あ[image: ～][image: ～]、お疲つかれ様さま。一応、説明しておかなきゃと思ってな」

　そう前置きをし、オレは伊い福ふく部べに告げる。

「姫ひめ川かわさん……じゃなかった。花か音おんちゃんが、会長とのことでいろいろ言ってたと思うが、ありゃ全部オレが考えた噓うそだから。そこんとこは安心していいぞ。お前を怒おこらせてその場所に連れてくための作戦だ。だから、花か音おんちゃんにひどいことしようなんて思うなよ。文句があるなら、オレんとこに来い。いいな？」

　再び花か音おんちゃんに代わってもらうと、オレはこちらに戻もどってくるように伝え通話を終わらせた。

「会計の有ある賀が、男子副会長の引ひき間ま、女子副会長の伊い福ふく部べを倒たおせたな。残るは書記の鶴つる巻まきと会長のみだ」

　興奮を隠かくし切れない様子で輝てる夫おが言う。

「で、航こう平へい。これからどうするんだ？」

　そう。ここまでの流れはオレは事前に皆みんなに伝えていた。しかし、最後の詰つめに関してはまだメンバーにも教えていなかった。

「もちろん、生徒会チームの旗を取りに行くさ」

「つまり、アタシの出番だよね！　さあ、どんどんジャンプしちゃうよ。ちゃんとブラもパンツも靴くつ下したも、二枚穿ばきにしてきたんだから！」

　やる気満々のつばさに、オレは申し訳なさそうに言った。

「悪い、つばさ。お前は引き続き待機だ」

「え[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]？　二枚穿ばきにしてこいって言ったの、コーヘーじゃん。最後はアタシが敵てき陣じんに飛とび込こむ作戦じゃないの？」

「それは、いろいろと作戦が失敗した時の最後の手段だよ。お前は、保険だったんだ。ここまで順調にいってるなら、もう必要ない」

「では、一体誰だれが旗を取りに行くのだ？」

　乾いぬいの質問に、オレは軽く笑って答えた。

「オレだよ」

「えっ、航こう平へいがか？」

　輝てる夫おが驚おどろいた顔をする。

　乾いぬいもまた、不可解そうに鼻を鳴らした。

「書記の鶴つる巻まきのバリアを張るギフトは解かい析せき済みだ。しかし、まだ会長、新にい垣がき由ゆ梨り絵えが残っているではないか！」

「そうだよ！　今分かってるだけでも十個のギフトを持ってる強敵なんだよ！　コーヘーだけじゃ大変だよ！　やっぱりアタシが一いつ緒しよに行く！」

「俺おれもだ！」

「ワガハイも行こう！」

　盛り上がる仲間達を、オレはなだめた。

「悪いけど、ここはオレ一人で行かせてくれ。最初から、そう決めてたんだ」

「本当にそれで勝てるのか？」

「勝てる！　オレを信じてくれ！」

　輝てる夫おが諦あきらめたようにため息をつく。

「何だかよく分からないが、航こう平へいがそこまで言うなら……仕方ないか」

「ここまで、お前の作戦で勝利を重ねてきているわけだしな。信じよう」

　と乾いぬい。

「ぶ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　つばさだけが、超ちよう、超ちよう、超ちよう、超ちよう、

　超ちよう超ちよう超ちよう超ちよう超ちよう超ちよう超ちよう超ちよう超ちよう超ちよう超ちよう超ちよう超ちよう超ちよう超ちよう超ちよう超ちよう超ちよう超ちよう超ちよう超ちよう超ちよう超ちよう超ちよう不満顔をしていたが、オレは計画を変えるわけにはいかなかった。

　他のメンバーはまだしも、つばさだけは一いつ緒しよに連れていくわけにはいかない。そんな特とく殊しゆな事情があるんだ。

「じゃあオレは行く。お前達はここで待っててくれよ。生徒会チームの旗、必ず取ってくるからな」

　オレはそう言うと、ゲーム開始以来、初めて陣じん地ちを出て歩き出す。

　目指すはもちろん、生徒会チームの陣じん地ちだった。

[image: ]

　──生徒会チームの陣じん地ち。

「会長、伊い福ふく部べさんもリタイアになっちゃいました。もう、私達だけですよ」

　鶴つる巻まきが、狼ろう狽ばいした様子で言う。

　由ゆ梨り絵えは答えず、椅い子すに座すわっていた。その表情は強こわ張ばり、心なしか青ざめている。

（一体どういうことですか？　どうして、あの三人が？）

　有ある賀がの場外によるリタイアは、まだ理解ができる。超ちよう高速移動のギフトの扱あつかいを誤り、うっかり場外へと飛び出してしまった可能性があるからだ。

　問題は残り二人、引ひき間まと伊い福ふく部べだ。ともに、リタイアを宣言しているのだ。

（宇う津つ木ぎさんは無能力者。他の四人も大したギフトは持っていなかったはず。なのにどうしてこんなことに？）

　訳が分からないことが、余計に不安をかき立てる。

「会長、大だい丈じよう夫ぶですよね？　会長の持っているたくさんのギフトを使えば、どうにかなりますよね？」

　鶴つる巻まきの問いには答えず、由ゆ梨り絵えはスマホを取り出した。まず、有ある賀がへとかける。

「もしもし、有ある賀が君。今どこにいるの？　失格になったのはかまいませんから、急いで陣じん地ちに戻もどってきてくれませんか？」

『会長、無理ですよ。今それどころじゃ、ひゃあ！　勘かん弁べんして！　僕ぼくが悪かったから！』

　そんな声を最後に、通話は途と切ぎれた。

　続いて由ゆ梨り絵えは、引ひき間まへと電話をかける。

『引ひき間まです。会長、すみませんでした！』

「別に謝あやまらなくてもいいわ。それより、今どこに？」

『はあ、何かリタイアした参加者はゲーム終しゆう了りようまで麓ふもとの待機所にいるのが決まりらしくて。審しん判ぱんの人達と一いつ緒しよにそこにいます。あ、伊い福ふく部べも来てます』

『新にい垣がきセンパイ[image: ～][image: ～][image: ～]、ずびばせ[image: ～][image: ～][image: ～]ん』

　引ひき間まのスマホが奪うばわれたのか、伊い福ふく部べの鼻声が響ひびく。

「伊い福ふく部べさん、貴方あなた、えらく鼻声ですね」

『いろいろあっだんでず[image: ～][image: ～]。あの、宇う津つ木ぎ航こう平へいのせいで！　あいづ、ひどいんですよ！』

「話なら後で聞きます。それよりも、引ひき間ま君と一いつ緒しよに今すぐわたくしのもとに来てくれませんか？　いてくれるだけで結構ですから！」

『そうじだいのはやまやまなんですけど[image: ～][image: ～][image: ～]。ルール違い反はんになっちゃうそうでず[image: ～][image: ～]。希のぞみ達が行ったら、その時点でうちのチームの負けになっちゃうので、行けません[image: ～][image: ～]』

　再び引ひき間まに代わる。

『すみません。自じ分ぶん達たちはここで応おう援えんしてます。何、たくさんのギフトを持ってる会長なら大だい丈じよう夫ぶです。あいつらに一ひと泡あわ吹かせてください！』

　通話が終しゆう了りようした。

「何てことなの……。このままじゃ、わたくしは……」

　その時だった。鶴つる巻まきが声を上げる。

「か、会長！　来ました！　宇う津つ木ぎさんです！」

[image: ]

　ハイキングコースをのんびり歩くなんてことはしなかった。事前に調べておいた林を突つっ切きる近道を使い、二十分弱で生徒会チームの陣じん地ちへと到とう着ちやくした。

　オレが歩いていくと、会長が立ち上がり叫さけぶ。

「鶴つる巻まきさん！　ギフトを！」

「は、はい！」

　鶴つる巻まきがギフトを発動した。キンという音が響ひびく。オレはそっと前へと手を伸のばした。見えない壁かべに当たる。バリアが張られたんだ。

「陣じん地ちをドーム状のバリアで覆おおいました。これで旗を取ることはできません」

　幾いく分ぶん、余よ裕ゆうを取とり戻もどした様子で会長が言う。オレは平然とポケットからストップウォッチを取り出しスイッチを押おした。

「宇う津つ木ぎさん、貴方あなた、一体何をしているのですか？」

「もちろん、バリアが消えるのを待ってるんだよ」

　オレは平然として答えた。

「彼かの女じよのバリアを張るギフトの持続時間は、十二分が限度だから。それまで待ってから、旗を奪うばえばいい。すぐには次のバリアは張れないはずだしな」

「ど、どうしてそのことを？」

　鶴つる巻まきが驚おどろいた顔をしている。まさか、前に猛もう犬けんに襲おそわれそうになった時、バリアの持続時間が計られていたなんて思いもしないだろう。

　一いつ瞬しゆん表情を強こわ張ばらせた会長だったが、その顔に笑えみを浮うかべた。バリアを挟はさんだオレのすぐ目の前までやって来る。

「確かに、鶴つる巻まきさんのギフトには制限時間があります。でも、それが切れるのを待ったところで貴方あなたは旗を取ることはできませんよ」

「どうしてだよ？」

「もちろん、わたくしがいるからです」

　自らの胸に手を当て、会長は言った。

「どうやら、わたくし達のギフトのことをある程度は調べたようですね。それでは、わたくしのギフトのこともご存じでしょう？」

「息を吹ふいて強風を起こすギフト。触ふれた相手を一時的に固まらせるギフト。周りの音を消すギフト。ヤカンの水を沸ふつ騰とうさせるギフト。指を鳴らすことで衝しよう撃げき波はを生み出すギフト。手を触ふれずに折り紙を折るギフト。他人の平衡感覚を狂くるわせるギフト。掌てのひらから炎ほのおを出すギフト。歌うことで相手を眠ねむらせるギフト。そうそう、液体を操あやつるギフトもあったな。軽く、十個か」

「……よくそこまで調べましたね」

　オレの調査結果に驚おどろいた後、会長はこれまでで一番の余よ裕ゆうの笑えみで言った。

「でも、そのとおりです。それだけのギフトを持つわたくしを相手にして、この旗を取れると思っているのですか？」

　会長はその調子で言葉を続けた。

「貴方あなたを固まらせるなり眠ねむらせるなりした後は、わたくし自らが貴方あなたのチームの陣じん地ちへと向かい旗を奪うばいます。分かりますか？　貴方あなたのチームに勝ち目はないということです。大人しく、ギブアップを宣言することをお勧すすめします。他の皆みなさんに、そう勧すすめていただけませんか？　わたくしも、ギフトで他人を攻こう撃げきすることは望みませんから」

「ぷはっ！」

　オレはたまらなくなって吹ふき出だした。

「何がおかしいのですか？」

「いや、悪い。オレの知り合いに、他人の噓うそを見破れるってギフトを持ったヤツがいるんだよ。そいつがギフトを使うと、噓うそを喋しやべってる人間の顔に『ウソ』って文字が浮うかび上あがって見えるらしいんだ。そいつが今の会長の顔を見れば、どんだけハッキリとした文字で『ウソ』って浮うかんでるんだろって思ったら、何か面おも白しろくなっちまってな」

「わたくしが、噓うそをついているとでも言うのですか!?」

「ああ、そのとおりだ。会長、あんたは、たくさんのギフトを持ってなんかいない。あんたが持ってるのは、少し特とく殊しゆなギフト、ただ一つのはずだぜ」

　会長の表情が固まった。

「あんたが持ってるギフトはおそらく、他人のギフトをコピーして使うギフトだ。発動条件は、直前にそのギフトが使われるのを見ること。そうすれば、数分の間はそのギフトを自由に使える。しかも、本来の持ち主よりも少しだけ強い力でな。どうだ？　大体は合ってんだろ？」

「そ、そんなこと……ありません」

　必死に否定する会長だったが、声が震ふるえていた。オレの予想は当たっていたようだ。

「最初はオレも、あんたがいくつものギフトを持ってるとんでもないヤツだって思ったさ。でも、十個以上のギフトを持ってる人間はオレ並みにレアな存在らしい。一千万分の一の存在と一千万分の一の存在が同じ学校の同じ学年になるなんて、そんなこと普ふ通つうありえないだろ？」

「それは……決してありえないということは……」

　会長の声がどんどん小さくなっていく。

「あんたは、水みず沢さわの操あやつった腐くさった牛乳を同じように操あやつって流しに捨てた。あと、一年の時には、風のギフトでスカートめくりをしてた男子を同じ風のギフトで吹ふっ飛とばしたなんてこともあったそうだな。この二つを並べて考えた時、オレはコピーって可能性を思い付いたんだ」

「………」

　もはや何も言わない会長をそのままに、オレは言葉を続けた。

「調べてみたらドンピシャだったよ。あんたがギフトを使う時には、同じ時、もしくは直前にそのギフトを使ってるヤツが近くにいたんだ。あんたは、そのギフトを見てコピーをしてたってことなんだ」

　これこそが、つばさに頼たのんで調べてもらったことだった。

「あんたがここでコピーできるのは、このバリアを張るギフトだけ。コピーして少し強い力で使ったとしたって、永遠には続かない。オレはバリアが消えるのをのんびりと待つだけだ。もし仮に、二人が休みながら交こう互ごにバリアを張り続けたとしたって、勝つのはオレ達のチームだ。理由は分かるだろ？」

「……制限時間ですね」

　もはやオレの推論に対する否定もしなかった。半ば認めたようなものだった。

「そうだ。このサバイバルフラッグゲームの制限時間は三時間。それが過ぎても決着がつかなかった場合は、残っている人数が多い方のチームを勝ちにするんだってな。現段階でオレのチームは全員残ってる。そっちは、たった二人だ。つまり、もう勝負はついてるようなものなんだよ」

　オレは、ふうと息を吐はいた。

「で、どうする？　体力、気力の続く限り、バリアを張り続けるか？　それとも、諦あきらめてオレに旗を取らせるか？　二人そろってギブアップを宣言しても別にいいぞ」

「会長……もう……無理ですよ。私達に、勝ち目はありません」

　鶴つる巻まきが、諦あきらめたような目で会長を見る。

「わたくし達が……負ける。無能力者である貴方あなたと、大したギフトも持っていない寄せ集めのチームに……負ける。そんなこと……そんなこと……」

　よほど敗北を認めたくないのだろう。会長は、うわごとのように繰くり返かえした。

　その顔には、悔くやしさの色がくっきりと浮うかんでいた。

（やれやれ、これはもう、バリアが切れるのを待つコース決定だな）

　オレが長丁場を覚かく悟ごしたまさにその時だった。

「やっほ[image: ～][image: ～]♪　コーヘー」

　そんな声が、すぐ後ろで響ひびいた。

「えっ!?」

　慌あわてて振ふり向むくオレ。もちろんそこにいたのはジャージ姿のつばさだ。

「お、お前！　どうしてここに!?」

「エヘヘ、来ちゃった」

　ペロリと舌を出し、茶目っ気たっぷりにつばさが言う。

「来ちゃったじゃねーよ。待機してろって言ったじゃねーか！」

「だって、アタシだけ活かつ躍やくの場がなくてつまんないんだも[image: ～][image: ～]ん！」

　つばさはプクーっと頰ほおを膨ふくらめた。

　そこで、オレは最悪の可能性に気付く。

「お前、普ふ通つうに歩くか走るかして来たんだよな？　まさか、跳とんできたなんてことは？」

　オレは素す早ばやくつばさの足あし下もとを見た。片方の足が裸足はだしになっていた。

「跳とんできたのかあああ!!」

「だってその方が早いから。何かマズかった？」

「超ちようマズいんだよおおお!!」

　オレは叫さけぶと、再び生徒会チームの陣じん地ちの方へと顔を向ける。そこには、すっかり余よ裕ゆうを取とり戻もどした会長の姿があった。

「飛とび田たさん。わたくし、貴方あなたに謝あやまらなければなりませんね。２メートルしか跳とべないと聞いて、それを信じていました。実際は、はるかに強いギフトでしたのね」

「えっ、そう？　何か照れちゃうな[image: ～][image: ～]」

　事情を知らないつばさが喜ぶ。

　オレは猛もう烈れつに焦あせっていた。会長がこんなことを言うってことは、つばさのギフトを見てその特性を知った。つまり、コピーに成功したってことなんだ。

「形勢逆転です！　鶴つる巻まきさん、五分……いえ、どうにかして三分、旗を死守してください！　その間に、わたくしは相手チームの旗を奪うばってきますから！」

　次の瞬しゆん間かん、会長の姿が消えた。

「あれ？　今のってジャンプ？　カイチョーって、アタシと同じギフトも持ってたの!?」

　目を丸くするつばさに、詳くわしく説明している暇ひまはなかった。オレは会長が跳とんだ場所の地面を見る。

　半ば予想はしていた。想像していたさ。つばさのギフトをコピーして、このクセをコピーしないはずがない。

　落ちていたのは……純白の……パンツ！

　ええ、パンツですとも！

「やっぱりかああああ！」

　オレは絶ぜつ叫きようした。

　どうしてオレが、つばさにテレポーテーションのギフトを使って生徒会チームの旗を狙ねらわせなかったのか？　会長だって馬ば鹿かじゃないから、少し考えればそのギフトに何か問題があるんだって気付いただろう。

　だけど、今の会長はそんなこと丸っきり考えていない。突とつ然ぜん現れたつばさの思いのほか強力なギフトをコピーできたことで、舞まい上あがってしまったに違ちがいない。

「つばさ、旗取りはお前に任せたぞ！」

「えっ、本当に!?　やったあ！」

　大仕事を任されて、つばさはご機き嫌げんだ。

「コーヘーは？」

「オレは、会長を追いかける。さすがに、放ほっとけねーからな！」

　オレはハイキングコースを突つっ走ぱしった。

　案の定、途と中ちゆうに衣服が点々としていた。とりあえずオレはそれらを拾って走る。

　落とし物に気付くことなく、テレポーテーションを繰くり返かえしてしまったようだ。

　靴、制服のブレザー、その下のシャツ、さらにスカート。タイツときて、最後はブラジャーだ。

（ブ、ブラジャー!?）

　これまで回収してきたものをトータルすれば、もはや一つの結論しか出なかった。

（会長、間ま違ちがいなく全ぜん裸らじゃねーかよ！）

　と、その時だ。近くの茂しげみから、ガサゴソという音がした。

　オレはそちらに目を向ける。茂しげみの向こうに、うっすらと肌はだ色いろが見えた。

　どうやら会長は、この場所で初めて自分の姿に気付いたようだ。そこにオレがやって来たものだから、慌あわてて茂しげみに飛とび込こんだのだろう。

　オレは茂しげみに歩み寄る。息を殺す会長の気配を感じる。オレがどんな行動に出るのか、さぞかし不安に感じているに違いない。

「オレがつばさのギフトでそっちの旗を狙ねらわせなかった理由、分かっただろ？」

　そう言うと、回収してきた衣類を全部、茂しげみの向こうへと放り投げてやった。

「悪いけど、パンツはないからな。あれはバリアの向こう側だったから、取りたくたって取れなかったんだよ」

　オレは茂しげみに背中を向けた。

「オレはこっちを向いてるから。さっさと着きろよな」

「……どうして……ですか？」

　茂しげみの中から、会長の声が聞こえる。驚おどろき、そして戸と惑まどいの入り混じった声だった。

「わたくしは、貴方あなたの敵のはず。どうして、助けてくれるのですか？」

「女子をいつまでも素すっ裸ぱだかのままにしとくわけにもいかないだろ。それに、たとえあんたがその服を着たところで、こっちが不利になるわけじゃない」

　まだオレのチームの陣じん地ちまでの道のりの半分も来ていなかった。今から会長が再び跳とんだところで、到とう着ちやく前にまた全ぜん裸らになるのがオチだ。

　ごそごそと着き替がえの音が聞こえてくる。何だか妙みように刺し激げき的で、オレは必死に頭の中で念仏を唱えた。

「宇う津つ木ぎさん、聞いてもいいですか？」

　着き替がえが終わった様子の会長は、茂しげみの向こうからオレに話しかけてくる。

「有ある賀が君が場外となったのも、貴方あなたの仕業ですか？　また、引ひき間ま君、伊い福ふく部べさんの二人に、どうやってギブアップ宣言を？」

「ああ、それは」

　もう隠かくす必要なかったから、オレは三人を攻こう略りやくした作戦を説明した。

「そんなことを……」

　あまりにトリッキーなオレの作戦に、会長から驚おどろきの声が漏もれる。

「オレは無能力者で、チームの仲間のギフトはあんなだ。まともにやったってあんた達には勝てるはずがない。だから、徹てつ底てい的てきに調べて、作戦を立てたんだよ。あんた達に勝てる、最高の作戦をな」

　オレは一息つくと、自分の本心を口にした。

「なあ、会長。あんたが、無能力者であるオレを心配して、いろいろと助けてくれようっていう気持ち。それ自体は、きっと尊いものなんだと思うぞ。でもな、オレは負まけ惜おしみとかじゃなく、本当に無能力者でもいい。むしろ、無能力者で良かったって思ってんだ」

　オレは話を続けた。

「無能力者だったからこそ、手に入れられた大切なものがたくさんある。友達とか、何事にも頑がん張ばる心とか、そんなだ。今のオレは、胸を張って、自信を持って、自分は無能力者……いや」

　オレはそこで、言い直す。

「ＮＯ力者って言えるんだ！」

　何だかオレも、このＮＯ力者って響ひびきが気に入ってしまっていた。

　もちろん、会長には意味が分からないだろうから、そのあたりもちゃんと説明しておく。

「だから、あんな校則で守ってくれなくてもいいんだよ」

「どうしてわたくしにそんな話を？　どうせこのゲームは貴方あなたのチームの勝ち。あの校則は撤てつ回かいせざるをえませんのに」

　会長の質問に、オレは答える。

「そうだけどさ。オレは、ちゃんとあんたに納なつ得とくしてもらった上で校則を撤てつ回かいしてもらいたいんだ。オレのためを思ってくれたことに対する、せめてもの敬意。まあ、そんなとこだよ」

「…………」

　しばしの沈ちん黙もくの後、茂しげみから会長が出てくる。ビシッと決まった制服姿。もちろん、パンツだけは穿はいていないだろうけど、そのあたりは考えないことにする。

　考えないことにする！　想像なんかしたら、いろいろヤバいから！

　会長の顔には、もう悔くやしさの色はなかった。不思議と、穏おだやかな表情にも見えた。

「もし、青葉高校に存在する強いギフトの生徒達たちを集めてチームを作ったところで、わたくしが率いる生徒会チームには勝てなかったでしょうね」

「だろーな」

　そいつらがオレ達みたいな姑こ息そくな作戦を考えれば話は別だが、おそらく強いギフトを持っているならばそんなことはしないだろう。

　ギフトを全開にし、生徒会チームに当たるはずだ。

　有ある賀が、引ひき間ま、伊い福ふく部べの三人を攻こう略りやくし、鶴つる巻まきのバリアをどうにかできたとしても、会長には絶対に勝てない。

　強いギフトを発動すれば、たちどころに会長はそれをコピー。より強い力で返してくるからだ。

「一見、使えそうもないギフトを持つ仲間達の力を最大限に活いかす作戦を考えたこと。この困難な戦いにおいて仲間達をまとめ団結させたこと。さらに、これまで誰だれにも知られることのなかったわたくしのギフトの特性を完かん璧ぺきに推測してみせたこと。どれを取っても、他の誰だれにもできないことだと思います。そんな貴方あなたが、守られるべき存在だなんて、笑ってしまいますね」

　優やさしく微笑ほほえむと、会長はハッキリとした声で言った。

「宇う津つ木ぎさん。すべてにおいて、わたくしの完敗です。無能力者保護校則は、週明けに必ず撤てつ回かい、破は棄きします。ここに、約束いたします」

　次の瞬しゆん間かんだった。光みつ臣おみじいさんの声が頭の中に響ひびいた。

『生徒会チームの旗を、コーヘーズ、飛とび田たつばさが見事奪だつ取しゆ！　これにより、コーヘーズの勝利、確定じゃ！』
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　オレはつばさと合流すると、仲間達の待つ陣じん地ちへと向かった。

　生徒会チームの旗を意い気き揚よう々ようと掲かかげて見せると、仲間達が駆かけ寄よってくる。

「航こう平へい！　やったな！　俺おれ達たち、本当にやったんだな!?」

　輝てる夫おがバシバシとオレの背中を叩く。なまじ筋肉がついていて力強いだけあって容よう赦しやなく痛い。それでもオレは何も言わなかった。この痛みすら気にならないぐらい、オレだってこの勝利を喜んでいたんだ。

「宇う津つ木ぎ先せん輩ぱい、わたし、わたし、もう」

　感激のあまり、花か音おんちゃんは涙なみだで一いつ杯ぱいだった。

「おかしいですよね。わたしは花粉症なんかじゃないのに」

　そう言って笑いながら、涙なみだを拭ぬぐう。

「宇う津つ木ぎ航こう平へい、よくやった。褒ほめてやろう」

　相変わらずエラそうな口調で言うのは、相変わらず犬のままの乾いぬいだ。

「ワガハイも、非常に気分がいい。何かお前に、お礼をしたい気分だ」

「そうか、なら、いつになってもいいからギフトを使ってない姿を見せてくれよ」

　前に、自分は登校拒きよ否ひ中だと乾いぬいは言っていた。たまに犬の体を借りて、学校を覗のぞきに来ているだけだと。

　今や乾いぬいはオレ達の仲間で、オレの大切な友達の一人だ。だからこそ、ちゃんと本当の姿を知っておきたい。そう思ったんだ。

「そ、それは……」

　乾いぬいが少し押おし黙だまるものの、

「まあ、そうだな。お前のような奴やつがいるなら、学校も面おも白しろいかもしれない。考えておいてやろう」

　満まん更ざらでもない様子でそう呟つぶやく。

「みんな、さっきのテレパシー、聞いたでしょ？　最後に旗を取ったのはアタシなんだよ。向こうのバリアが消えた瞬しゆん間かんに、電光石火の早はや業わざでえいやって！」

　つばさが自分勝手な自じ慢まん話を始める。

（お前が来たから、いろいろと厄やつ介かいなことになったんだろーが！）

　って怒ど鳴なりたい気分だったが、それは止やめておいた。

　最後の旗取りを任せたことで、つばさにも活かつ躍やくの場ができた。それは決して悪いことじゃない。

　それに、結果として会長と落ち着いて話ができ、ゲームの勝敗ではなく、オレの言い分を理解してもらった上であの校則を破は棄きすることを約束してくれた。

　大満足のラストと言えるだろう。

　ひとしきり自じ慢まん話を終えたつばさは、勢いよく叫さけんだ。

「よし、じゃあ打ち上げだね！　早く会場に行こっ！」

「会場って、どこだよ？」

「もちろん、作戦本部に決まってるよ。大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと準備はしてあるから。ジュースもお菓か子しもたくさん買って、運はこび込こんでおいたんだ」

「何だよそれ。聞いてねーぞ」

「サプライズ打ち上げだよ。だって、絶対勝つって信じてたから！」

　あっけらかんとつばさが言う。その様子に、輝てる夫おも、花か音おんちゃんも、そして乾いぬいも笑った。

「よし、じゃあ行くか！」

　と輝てる夫お。

「楽しくなりそうです」

　と花か音おんちゃん。

「興奮冷めやらぬうちに皆みなで騒さわぐのも悪くはないな」

　と乾いぬい。

　校舎に向かって歩き出すオレ達。と、オレは足を止めた。ちょっとしたことを思い付いたからだ。

「どうしたの？　コーヘー」

　振ふり向むく皆みんなに向かって、オレはこんな提案をした。

「なあ、みんな。打ち上げなんだけど、生徒会チームも呼んで一いつ緒しよにやんないか？」
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　暗い顔で帰かえり支じ度たくをしていた生徒会チームのもとへと向かい、一いつ緒しよに打ち上げをしないかと誘さそった時には、向こうもかなり戸と惑まどった様子だった。それでも、会長が了りよう承しようしたことで、他のメンバーもついてきた。

　どうにかして彼かの女じよ達たちから逃にげてきた有ある賀がも加わり、旧校舎の作戦本部には、生徒会チーム五名とコーヘーズの五名。合計、十名が集まった（まあ、うち一人は一匹ぴきって数えるべきかもしんないけど）。

　最初はお互たがいにぎこちない空気はあったものの、ハイテンションのつばさが笑え顔がおで音おん頭どを取ったことでそれもなくなった。本当、あいつの笑え顔がおは、人の警けい戒かい心しんをなくすパワーに満ちてるんだ。もうあれは、ギフトって言ってもいいレベルだ。

　つばさが大量の飲み物とお菓か子しを用意してあったから、人数が増えても全然大だい丈じよう夫ぶだった。むしろ、オレ達のチームだけだったら大量に余るところだった。

　つばさの無計画さが、今回はいろいろとプラスに働いている。ある意味、奇き跡せきだった。

　とりあえず、オレは最初に乾いぬいと一いつ緒しよに書記の鶴つる巻まきのところに謝あやまりにいった。ギフトの検証のため、乾いぬいに襲おそわせて怖こわい思いをさせたことだ。

　最初は驚おどろいた鶴つる巻まきだったが、すぐに笑え顔がおで許してくれた。なかなか優やさしい子だなってオレは思った。その後、乾だけを余所よそに行かせると、オレは鶴つる巻まきと話をした。ちょっとしたお願いをしてから、彼女のもとを去り、空になった紙コップにコーラを補ほ充じゆうしに行く。

　補ほ充じゆうしたコーラを飲んでいるオレに、声がかけられた。

「宇う津つ木ぎさん」

　会長だった。

「いきなり誘さそって悪かったな。でも、全員で参加してくれて嬉うれしいぜ。ありがと」

「いえ、お礼を言わなければならないのはこちらの方です。でも、どうしてわたくし達まで誘さそっていただけたのですか？」

　会長は、不思議そうに尋たずねてくる。

「理由か、それは、これだよ」

　オレは、作戦本部全体を見み渡わたした。

　生徒会チーム、コーヘーズ、両者のチームメンバー達が、あちこちで話をしている。

　まず目についたのは、花か音おんちゃんと伊い福ふく部べだ。

「あの、伊い福ふく部べさん。さっきはすみませんでした。花粉症、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あんたの用意してくれた薬のおかげで大分楽になったわよ。それに、こっちだって謝あやまんなきゃね。つい頭に血が上って、乱暴なことしちゃったし」

「いえ、いいんです。そうさせるのが作戦だったので。わたしの方こそ、挑ちよう発はつするようなことを言ってすみませんでした」

「だから、謝あやまんなくてもいいってば。それより、ほんっと[image: ～][image: ～]に話してたことは噓うそなのよね？」

「あ、会長のことですよね。はい、全部、宇う津つ木ぎ先せん輩ぱいが考えた噓うそです」

「良かった。それならあんたは希のぞみの敵じゃないわ。同じ一年同士、これからも仲良くしましょ」

「あっ、はい」

　何だか友情が芽生えつつあるようだ。

　続いて見たのは、引ひき間まと乾いぬいという変わったコンビだ。

「俺おれの完敗だ。まさか、あんなにもギフトを詳くわしく知られてたなんて、あれじゃ、勝ち目なんてなかった」

「ふっふっふ、勝利の基本は情報を集めることだからな」

　乾いぬいが得意気に言っている。何度も映像を見て引ひき間まのギフトを解かい析せきしたのはオレなんだが、まあ別にいいだろう。口ははさむまい。

「それで、頼たのみがある。俺おれのギフトの特性、教えてもらってもいいか？　持ち主が知らないのは、恥はずかしいことだからな」

「うむ、いいだろう。まず、お前のギフトの有効範はん囲いは……」

　さらに、輝てる夫おと有ある賀がの二人にも目を向ける。

「いやあ、まいったまいった。彼かの女じよ達たちを連れて来られたら、僕ぼくはもう逃にげるしかないよね」

　とても修しゆ羅ら場ばを乗のり越こえてきたとは思えない、爽さわやかな笑え顔がおで有ある賀がが言う。

「ジャージのボディーペイントを見た時に、感づいておけば良かったね。君がギフトを発動して何かを消してるって」

「えっ、お前、俺おれのボディーペイントに気付いてたのか？」

「もちろん。汗あせで一部絵えの具ぐが溶とけかかってたからね。てっきり、趣しゆ味みとばかり思ってたんだ。ほら、君は人前で服を消して筋肉を披ひ露ろうするのが好きだって聞いてたから」

　輝てる夫おの普ふ段だんの悪あく癖へきが、いい隠かくれ蓑みのになったようだ。

「正直、これで四人の女の子に振ふられちゃったけど、でも感謝してるよ。残り三人は連れてこないでくれたんだから。せめてもの情けだったんだよね？」

　そう、オレ達が調べた結果、有ある賀がは合計七人の女性と付き合ってたんだ。本当、とんでもないヤツだった。

　でも別に情けなんてかけてない。四人にしたのは、残り三人のギフトが攻こう撃げき的てきでなかったこと。それと、輝てる夫おがパンツに意識を向けつつ消せる人数の限界が四人だったからだ。

　それでも、勝手に誤解して感謝してくれるならわざわざ説明するまでもないだろう。

　つばさは……心配するまでもなく、書記の鶴つる巻まきと話を弾はずませている。

「ミヨっちのバリア、固くて全然通れないんだもん。まいっちゃったよ。結局、バリアが切れるまで待たなきゃならなかったし」

「あの飛とび田たさん。あの時から不思議に思ってたんですけど、どうしてギフトを使わなかったんですか？　そうすれば、バリアの内側まで来られたのに」

「ああっ、そうだった。アタシ、うっかりしてたよ。ジャンプすれは一発だったんだ。エヘヘ」

　二人で笑い合う。ラストの旗取りの際に、直接対決したのはこの二人だから、妙みような絆きずなができたようだ。

「仕方がなかったとは言え、こっちも相手の弱点を突つくようなことばかりしたからな。あのまま別れたら、わだかまりが残っちまうって思ってさ。だったら、あんた達も打ち上げに誘さそって全部チャラにしようと思ったんだ。上手うまくいったようで良かったぞ」

　それにと、オレは付け加える。

「教室を一つ貸してもらって、何度も何度も作戦会議をして。作戦を立てその準備をして、本番、全力で戦って。何か、楽しかったんだ。だから、あんた達にはちょっと感謝してる部分もある。打ち上げに誘さそったのは、そのお礼ってのもあるかな」

　オレは少しだけ声を潜ひそめると、囁ささやくように言った。

「それと会長、あんたの特殊なギフトのことなんだけど、誰にも言ってないから安心していいぞ。ずっと秘密にしてたってことは、その方が都合がいいんだろ？　さっき鶴つる巻まきにも言っといたから、あいつの口から洩もれることもないだろうしな」

「そこまで配はい慮りよしてくれたのですね」

　会長が、ほうと息を吐はいた。

「貴方あなたは、確かにギフトを持たない無能力者。いえ、ＮＯ力者です。でも、ギフトよりもずっと素す晴ばらしい力と、魅み力りよくを持った方です」

　会長は、何故なぜかせつな気げにため息をつき呟つぶやいた。

「……飛とび田たさんが、少し羨うらやましいですね」

「えっ、つばさが？　どうしてだよ？」

「だって、貴方あなたみたいな方が、恋こい人びとなのですから」

「何だ、会長も勘かん違ちがいしてたのかよ」

　オレは苦く笑しようする。

「オレ達は別に付き合っちゃいないよ。単なる幼おさななじみってだけ」

「えっ、そうなのですか？」

　誤解されたままでは厄やつ介かいだから、オレはそれを証明して見せる。

「お[image: ～][image: ～]い、つばさ。オレ達、付き合ってねーよな？」

「うん、付き合ってないよー」

　こっちを向いてそう答えると、つばさはまた鶴つる巻まきと楽し気げに話を始める。

「な？」

「そうですか。ただの幼おさななじみで、お付き合いしていないのですか。うふふ」

　会長は謎なぞの微笑ほほえみを浮うかべた。何故なぜか瞳ひとみがキラキラと輝かがやいていた。

「勝負は終わってしまいましたが、貴方あなたとは今後も親しん睦ぼくを深めていければいいと思います。その……わたくしのこと、会長とではなく、名前で呼んでいただけませんか？」

「じゃあ、新にい垣がきさん」

「いえ、名前でお願いします」

「由ゆ梨り絵え……さん？」

「呼び捨てで結構です。貴方あなたが、飛とび田たさんを呼ぶ時のような感じで」

　期待のこもった眼まな差ざしが何だか痛い。

「じゃあ、由ゆ梨り絵え。これでいいか？」

「はい、ありがとうございます。航こう平へい……さん」

　会長……もとい、由ゆ梨り絵えは嬉うれしそうに微笑ほほえみ、そして恥はずかしそうに頰ほおを押おさえる。

「失礼いたします。少し、頭を冷やしてきませんと」

　由ゆ梨り絵えは作戦本部を出ていった。

「どうしたんだ？」

　オレはさっぱり意味が分からない。

　そもそも、どうして名前で呼ばれることにこだわるのかもだ。花か音おんちゃんと言い、由ゆ梨り絵えと言い……一体何なんだ？

「う[image: ～][image: ～]つ[image: ～][image: ～]ぎ[image: ～][image: ～]せ[image: ～][image: ～]ん[image: ～][image: ～]ぱ[image: ～][image: ～]い[image: ～][image: ～]」

　背後からおどろおどろしい声がした。見ると、花か音おんちゃんがすぐ後ろに立っていた。何だか様子がおかしい。これまで見せたこともない不ふ機き嫌げんそうな顔で、オレのことを見ている。

「今、会長さんのこと……由ゆ梨り絵えって呼んでましたよね？　それに、会長さんは宇う津つ木ぎ先せん輩ぱいのこと、航こう平へいさんって言ってました」

「あ、そう言えばそうだったな」

　花か音おんちゃんに言われてオレは初めて気付いた。

「一体、どういうことなんですか？　わたしが納なつ得とくできる説明を要求します！」

　ぐいぐいと迫せまってくる。

「ちょっ、花か音おんちゃん。どうしたんだ？　何か様子がおかしいぞ。まるで……」

　そこでオレはハッとする。

「おい、つばさ！　お前、酒なんて持ってきたのか!?」

「ちょっと、言いがかりは止やめてよ。アタシ、お酒なんて持ってきてないよ」

　つばさが頰ほおを膨ふくらめる。

「でも花か音おんちゃん、酔よっ払ぱらってるみたいだぞ！」

「あ、花か音おん。お酒なんて飲んでませんよ」

　答えたのは、花か音おんちゃんと一いつ緒しよに話をしていた伊い福ふく部べだ。

「ただ、このチョコレートを食べたらあんなになっちゃって」

　テーブルのチョコレートを一粒つぶつまみ、口に入れる伊い福ふく部べ。と、顔をしかめる。

「わっ、これウイスキー入ってるヤツ？　しかも、結構強きよう烈れつ」

「あ、それはアタシが持ってきたんだ。家の冷蔵庫にあったの。何か、うちのお父さんが外国のお客さんにもらったとかで。そう言えば、パッケージにお酒の絵が描かいてあったかも」

　つばさが、あっけらかんと答える。

「カオちゃん、酔よっ払ぱらっちゃったんだね。あはは」

「あははじゃねーって、早く何とかしてくれよ！」

「ちょっと、聞いてるんですか!?　宇う津つ木ぎ先せん輩ぱい！　ちゃんと説明してください！　そうしないと、そうしないと、わたしだって、わたしだって……」

　すうっと息を吸すい込こむと、

「航こう平へい先せん輩ぱいって呼ぶようにしちゃいますから！」

　それって、脅きよう迫はくになるのか？

「どうなんですか？　ねえ、どうなんですか？」

　花か音おんちゃんが迫せまってくる。何か、目が据すわってて怖こわかった。

（花か音おんちゃん、いくら酔よってたとしたって、何がそんなに不満なんだ？　オレの何が問題なんだ？　ちっとも分からねーぞ！）

　心の中で絶ぜつ叫きようするオレ。

　そんなこんなで、ふざけた校則を巡めぐったオレ達の長いようで短い戦いは終わったんだ。
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　──そして、月曜の朝。

　玄げん関かんを出ると、見慣れた顔がすでにスタンバイしていた。

　もちろん、つばさだ。

「おっは[image: ～][image: ～]、コーヘー♪」

　いつものように、有り余る元気をオレにぶつけてくる。

「おうっ」

　オレは軽く挨あい拶さつをすると、ふわああと欠伸あくびをする。

「あれ、コーヘー。寝ね不ぶ足そく？　ははは、分かった。またゲームなんでしょ？」

「ここしばらく、サバイバルフラッグゲームにかかりきりで、いろいろと中断してたからな。昨日の夜は久しぶりにたっぷり遊んだんだよ」

「アタシも、読みかけだった本をまた読み始めたよ。でも、やっぱり内容が前読んだ時と違ちがってるんだよね。ひょっとして、本の内容を変えちゃうようなギフトを持ってる人が、アタシの本に細工してたりするのかな？」

「それ、全然違ちがうからな」

　オレは軽くつっこみを入れてから歩き出す。つばさもその隣となりを歩く。

　サバイバルフラッグゲームが行われた土曜日から二日がたった。

　由ゆ梨り絵えがちゃんと約束を守ってくれるなら、今日、無能力者保護校則は破は棄きされるはずだ。

　もう、学食でおまけをされることもなくなる。

　ギフトを使ったおしおきを、免めん除じよされることもなくなる。

　下手に皆みんなに気を使われることもなくなる。

　ようやく、普ふ通つうの高校生活が戻もどってくるんだ。

「でもさ、コーヘー。終わってみると、何かちょっと寂さびしいよね」

　つばさがそんなことを言う。

「アタシ、すっごく楽しかったから。作戦本部に集まって、会議とかしてさ。ほら、アタシ、陸上部でいっつも個人種目でしょ？　チームで戦うのって初めてだったから、余計に楽しく思えちゃった」

　その気持ちは分からなくもなかった。もう作戦本部に集まることがないのかと思うと、少しの寂さびしさも感じる。

　だけど、それもゲームに勝てたから思えることだろう。

（本当、よく勝てたよな。オレ達）

　生徒会チームのメンバーのギフトは強力なものばかりだった。

　普ふ通つうに考えれば、勝てる相手じゃない。

　それを勝てたのは、諦あきらめずに情報収集をして作戦を立て、それに皆みなが全力で力を貸してくれたからだ。

　集まったメンバーの頼たよりなさに絶望した時もあったが、諦あきらめなくて本当に良かったとオレは思った。

「そういや、まだちゃんとお前にお礼を言ってなかったっけ」

　そんな前置きをし、オレはつばさに告げた。

「本当、サンキューな」

「えっ、何が？」

　つばさがキョトンとする。

「何って、ほら、オレが圧あつ倒とう的てきな戦力差にショックを受けて、公園で腐くさってた時があっただろ？　あの時、お前が来て励はげましてくれたじゃねーか。そのお礼だよ」

　その後、ブラを落としたハプニングなんかもあったけど、それは思い出さないことにした。

「ああ、あったね[image: ～][image: ～]。そんなこと」

　ほんの十日程前のことなのに、つばさは随ずい分ぶん前のことのように言う。どんだけ忘ぼう却きやく力が高いんだ。こいつは。

「アタシは別に、励はげましたってつもりはないんだよな。コーヘーと一いつ緒しよなら絶対に勝てるって思ってたから、それを伝えたかっただけ。でもそれで、コーヘーが元気になってくれたならアタシも嬉うれしいな」

　オレに顔を向けると、つばさは笑え顔がおで言った。

「コーヘーが落おち込こんだ時、つらい時は、アタシが元気をあげるからね。だってだって、コーヘーのこと、大好きだから」

　笑え顔がおで、つばさは言った。

　夏のひまわりを飛とび越こえて、太陽みたいな笑え顔がおだった。

　普ふ通つうなら、オレはつばさの『大好き』って言葉になんてそんな反応しない。

　つばさの好きは、友達の好き。色いろ恋こい沙ざ汰たとは無関係。それを分かってるからだ。

　だけど、何だろ？　何か、オレの胸がドキンと跳はねた。

　公園で、つばさに励はげまされた時と同じように。

（オレ、やっぱドキドキしてる？　つばさに、ときめいてんのか？）

　もちろん、オレは全力でその妙みような思考を否定した。

　だって、相手はつばさだ。そんなこと、絶対ありえない。

　サバイバルフラッグゲームで勝った高こう揚よう感かんが、まだ残ってるんだ。きっとそうに決まっている。

「ああ、眠ねむい。早く学校行って、授業が始まるまで一ひと眠ねむりしよっかな」

　わざとらしくオレはそう言うと、歩く足を速めた。
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　早足で歩いたせいか、いつもより幾いく分早く学校へ到とう着ちやくした。その頃ころには、オレの胸も平常運転だった。

　やっぱり、単なる気の迷いだったんだと、オレは納なつ得とくする。

　昇しよう降こう口で上うわ履ばきに履はき替かえ、廊ろう下かを歩く。生徒会の掲けい示じ板ばんには、真新しい張り紙がされていた。





『無能力者保護校則撤てつ回かいのお知らせ』




　先日、決定し施し行こうとなった無能力者保護校則は、本日の朝をもって、完全に撤てつ回かい、破は棄きすることとする。

　２年Ｃ組宇う津つ木ぎ航こう平へいさんは、紛まぎれもなく何のギフトも持たない稀け有うな人間、ＮＯ力者である。

　しかしながら、彼かれは自ら苦難を乗り切る力を持ち、それはギフトを持った者に勝まさるとも劣おとることはない。

　校則で守ろうというのは、生徒会のエゴであり、また彼かれに対して大変失礼なことであった。

　彼かれを深く知ることなく、勝手な校則を作ってしまったことをここに反省し、また、生徒の皆みなさんには、余計な混乱を与あたえたことを深く謝罪する。

　全校生徒、ひとりひとりが、彼かれを特とく別べつ扱あつかいせず、普ふ通つうの生徒として接することを望む。





青葉高校生徒会　











「コーヘー。保護校則、ちゃんと破は棄きになってるよ。これで本当に、元通りだね！」

　張り紙を指差しはしゃぐつばさ。

「しかも、ＮＯ力者だって。これって、コーヘーが作った言葉だよね？」

「ああ、そうだな」

　オレは苦く笑しようしながら頷うなずいた。

（由ゆ梨り絵え、何考えてんだよ。こんな全校生徒に見せる張り紙に、ＮＯ力者なんて言葉を使うなんて）

　でも、彼かの女じよなりのユーモアなのかと思うと、オレは笑えた。これをきっかけに、ＮＯ力者って言葉が学校中に浸しん透とうするのも悪くない。

『無能力者』

『ＮＯ力者』

　発音は似ているが、字にすると全然違ちがう。ＮＯ力者の方が断然、肩かたの力が抜ぬけていてオレは好きだ。

　そんなことを考えていると、ポケットのスマホが鳴なり響ひびいた。

　オレはスマホをポケットから引っ張り出す。由ゆ梨り絵えからだった。土曜日の打ち上げの時、電話番号を交こう換かんしてあったのだ。

「もしもし」

『あっ、航こう平へいさん。お早はようございます。今、どちらですか？』

「玄げん関かんの掲けい示じ板ばんの前。丁度、張り紙を見てたとこだよ。約束どおり、校則を破は棄きしてくれてサンキューな」

『いえ、こちらこそ。本当にすみませんでした。勝手な校則を作ってしまったりして』

　丁てい寧ねいに謝あやまられる。

「でも、由ゆ梨り絵え。ＮＯ力者って、いいのか？　ふざけてるって怒おこられねーか？」

『はい、大だい丈じよう夫ぶです。ちゃんと学校の許可は取りましたから。それに、わたくし、その言葉が何だか気に入ってしまいました。他ならぬ、航こう平へいさんが作った言葉なので、是ぜ非ひとも使いたかったのです』

　何だか少し照てれ臭くさい気分になる。

『ところで、航こう平へいさん。お時間があれば、今から一人で生徒会室へ来てくれませんか？　実は、お伝えしたいことがありまして』

「別にいいぞ。今からだな」

　そう言って、オレは通話を終わらせる。

「カイチョー、何だって？」

「何か、生徒会室に来て欲ほしいってさ。校則破は棄きの関係で、何か手続きとかあんのかもな」

「ふ[image: ～][image: ～]ん、大変だね。アタシも一いつ緒しよに行こうか？」

「いや、一人でいいらしいぞ。お前は教室に行ってろよ」

「じゃあそうする[image: ～][image: ～]」

　つばさとは、校舎三階で別れた。

「お昼休みに、多目的スペースでね。テルっちや花か音おんちゃんも来るはずだから」

　つばさが自分の教室へと向かう。

　オレは、引き続き階段を上り、生徒会室のある最上階、五階までやって来た。

　特別教室ばかりの五階は、いつもどおり静かだった。

　廊ろう下かを歩き、生徒会室に到とう着ちやくする。一応ノックをしてから、オレは引き戸を開いた。

「おっす、来たぞ。由ゆ梨り絵え」

「航こう平へいさん！」

　生徒会室にいたのは、由ゆ梨り絵え一人だけだった。

「あれ、お前一人なんだな。他のメンバーは？」

「今朝は招集をかけていません。伊い福ふく部べさんには、校則破は棄きの張り紙をするのを手伝ってもらいましたが、もう自分の教室に帰ってもらいました」

「そうなんだ。で、オレに伝えたいことって何？　校則破は棄きの手続きでオレのサインかなんかがいるのか？」

「いいえ、違ちがいます」

「じゃあ、一いつ緒しよに校長に話に行くとか？」

「いいえ。学校側への説明は、休み中にすべてわたくしが済ませておきました。航こう平へいさんのお手をわずらわせたりはいたしません」

「あっそ」

　となると、オレにはもう思い当たることがない。

「じゃあ……何？」

　オレは素す直なおに尋たずねる。

「はい、その……。わたくし、土曜日、日曜日と考えました。果たして、いつお伝えするべきなのかと。本来なら、もっとお互たがいに親しん睦ぼくを深めてからというのが筋なのでしょうが、どうしても、航こう平へいさんには知っておいてもらいたくて」

　そんな前置きをしてから、由ゆ梨り絵えは大きく深呼吸をした。

　朝の生徒会室。差さし込こむ朝日を背中に受けながら、由ゆ梨り絵えは、潤うるんだ瞳ひとみでオレを見つめた。

　そして、オレが予想もしなかった……予想できるはずもない、驚きよう愕がくの一言を口にした。




「わたくし、貴方あなたに恋こいをしてしまったみたいです」
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　──昼の多目的ホール。

「マ、マジかよ！」

　バナナを片手に持った輝てる夫おが、驚おどろきの声を上げる。手を握にぎり締しめ、バナナがぶちゅっと潰つぶれるぐらいに驚おどろいていた。

「そんな、会長さんが……。宇う津つ木ぎ先せん輩ぱいのことを……」

　こちらは、花か音おんちゃんだ。箸はしが完全に止まっている。

　もちろん、皆みなの驚おどろきは痛いぐらいに分かる。誰だれよりも驚おどろいたのはもちろん、告白されたオレ自身なんだから。

　あまりに衝しよう撃げき的過ぎて、午前中の授業なんてろくすっぽ頭に入らなかった。それどころか、先生の言葉だって聞きき逃のがした。

　そのせいで、桜さくら下した先生の《電魔王の眼差しエレキトリツクゲイザー》の餌え食じきになってしまった。無能力者保護校則が完全に破は棄きされたことを体で味わえたのは嬉うれしかったが、それでもかなり痛かった。

　結局、こういった経験がまるでないオレが悩なやみを一人で抱かかえていられるはずもなく、昼休みに集まったつばさ、輝てる夫お、花か音おんちゃんに、相談をしたってわけだ。

「で、航こう平へい。何て返事したんだよ？」

「そ、そうです。宇う津つ木ぎ先せん輩ぱい、何て返事をしたんですか!?」

　花か音おんちゃんまでもが、熱心に聞いてくる。

「いや、それが。オレはどうしていいか分からず固まってたら、由ゆ梨り絵えの方が、こう言ったんだ。すぐに返事はいらないって。ただ、気持ちを知って欲ほしかっただけだって」

「へえ、新にい垣がきって。見かけによらず、いじらしいんだな」

　輝てる夫おが感心したように呟つぶやいた。
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　もちろんつばさもこの場にいたから、航こう平へいの衝しよう撃げきの報告は聞いていた。

　何のリアクションも取らなかったのは、航こう平へいの母親が作った弁当をもりもり頰ほお張ばっていたからだった。

（そっかー。カイチョー、コーヘーのこと好きになっちゃったんだ。びっくりー。でもでも、コーヘー、サバイバルフラッグゲームでは大だい活かつ躍やくだったもんね。好きになっちゃって当然かも）

　口の中のものをゴクンと飲のみ込こんでから、つばさは航こう平へいに告げようとする。

『試ためしに付き合っちゃえばいいじゃん』

　って。

　だけど、何故なぜかその言葉は出なかった。

　つばさの中の何かが、その言葉を発することを押おしとどめていた。

（あれ？　どうしてだろ？　コーヘーとカイチョーが付き合うって考えたら、何だかおかしな気分になっちゃったよ。胸がムカムカって言うか、何て言うか……）

　自分の心の動どう揺ように、正直驚おどろいていた。

（コーヘーのこと、取られちゃうって思ったのかな？　でも、コーヘーがカイチョーと付き合ったとしたって、別に三人で遊べばいいだけだから何の問題もないはずなのに）

　やっぱり胸のムカムカは取れなかった。

　普ふ通つうなら、それが乙おと女め心ごころが引き起こした軽い嫉しつ妬と心しんのようなものだと気付くことだろう。

　航こう平へいに対しての好きが、ただ友達に対しての好きとは違ちがっていたということを。

　それでも、つばさはやっぱりつばさだった。

　本物の天然少女だった。

　さらに、今日、航こう平へいの母親が作った弁当のおかずが悪かった。

　エビフライにカニクリームコロッケにトンカツ。

　そう、大量の揚あげ物ものだったのだ。

　つばさは思った。

（あっ、これだ！　アタシ、急いでバクバク食べてたから、胸ヤケしちゃったんだ。もっとゆっくり食べなきゃね）

　とまあそんな感じに勘かん違ちがいの解かい釈しやくをしたつばさは、航こう平へいに向かって遠えん慮りよなく言い放った。

「コーヘー、試ためしに付き合っちゃえばいいじゃん。カイチョー、すっごく美人だよ。おっぱいだって大きいし」
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　つばさの爆ばく弾だん発言に、オレは大いに慌あわてふためく。

「お、お前！　適当なこと言うんじゃねーよ！」

「そうです。おっぱいの大きさなんかで決めちゃ駄だ目めです！　ちゃんと考えて答えを出さないと！」

　そこで、周りの注目を浴びてしまっていることに花か音おんちゃんは気付いた。もちろん理由は、大声で『おっぱい』なんて叫さけんだからだ。

「ああ、わたし……なんてことを」

　花か音おんちゃんは顔を真っ赤にして小さくなる。

「なあ、輝てる夫お。花か音おんちゃん、どうしたんだ？」

「お前なあ、鈍にぶいにも程ほどがあるってもんだぞ」

　輝てる夫おが呆あきれたようにため息をついた。それからつばさに顔を向ける。

「あと、飛とび田たも飛とび田ただぞ。航こう平へいが告白されたって話を聞いて珍めずらしく神しん妙みような顔してたから、ようやくお前も気付いたのかなって思ったのに」

「えっ、アタシがどうしたの？」

　キョトンとするつばさ。

「ああっ、もうっ！　この鈍どん感かんコンビが！　自分達で考えろ！」

　イラだった様子で輝てる夫おがそっぽを向いた。

　まったくもって意味が分からない。

「それで……、宇う津つ木ぎ先せん輩ぱいは……一体どうするんですか？」

　花か音おんちゃんが、今にも泣きそうな顔でオレに聞いてくる。

「どうするって……」

　オレは、改めて由ゆ梨り絵えのことを考えてみた。

　最初は、オレのことをかわいそうだって言う嫌いやな女でしかなかった。でも、いろいろあって今は和解したと言えよう。

　誰もが認める美人。つばさの言うとおり、プロポーションはかなりいい方だ。

　内容はともかくとして、短期間で新校則を決定、施し行こうさせるその力量には、正直感心もしている。

　だけど、試ためしに付き合おうとは思えなかった。試ためしにって部分がオレには無理だ。

　やっぱり、付き合うなら本当に好きな人と付き合わなきゃとオレは思う。そうじゃなきゃ、相手にだって失礼だし。

（本当に好きな人……か）

　オレは何となくつばさを見ていた。

　公園で励はげましてもらった時から、つばさにドキドキさせられることが幾いく度どかあった。

　その度に気の迷いと自分に言い聞かせてきたものの、本当にそうなのかと自問する。

（ひょっとして、オレは無意識につばさのことを……好きになってるのか？）

　昔から一いつ緒しよにいすぎて、それが当たり前になってて、気付けなかった想おもい。

　そんなものが、オレの心の中にあるんじゃないかとふと思った。

　が……。

「あ、コーヘー。そのエビフライ、食べないならアタシにちょーだい。大だい丈じよう夫ぶ、胸ヤケしないようにゆっくり食べるから」

　オレの返事も聞かず、勝手に弁当箱からエビフライを箸はしでつまんでいくつばさを見ていたら、そんな考えにも自信が持てなくなってしまう。
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（無能力者保護校則が撤てつ回かいされて、いつもの日常が戻もどってきたんだ。何も焦あせることない。ゆっくりと、自分の気持ちと向き合っていけばいいさ）

　自分の心を整理すると、オレは花か音おんちゃんの質問に答えた。

「本当に好きな人が見つかるまで、オレは誰だれとも付き合わないよ」

「そうですか」

　花か音おんちゃんが、ホッと息を吐はき出だす。

「良かった。まだ、チャンスがあるってことですね」

「チャンス？」

「いえ、何でもありません。何でも」

　慌あわてた様子で、花か音おんちゃんは中断していた自分の弁当に取とり掛かかる。

「なあ、輝てる夫お」

「教えないからな！　自分で考えろ！」

　また冷たく突つき放はなされる。

「何なんだよ」

　オレが文句を言った時だった。ポケットで、スマホが鳴った。

「もしかしてカイチョー？　正式に付き合ってとか言われるんじゃないの？」

「怖こわいことを言うなよ」

　つばさを睨にらんでから、オレは画面をチェックする。『父』の一文字だった。

　父さんは、昨日から出張に出ていて、今晩帰ってくる予定になっていた。

　出張先で何かあったのかと、オレは少し心配になって通話ボタンを押おす。

「もしもし」

『おお、航こう平へいか。悪いな、突とつ然ぜん電話なんかかけて』

「丁度昼休みだから大だい丈じよう夫ぶだけど。何の用？」

『いや[image: ～][image: ～][image: ～]、実は父さん。また感じたんだ。航こう平へい、お前、わりと近くにとんでもなく驚おどろくことになるぞ。いや、航こう平へいだけじゃない。父さんも母さんも、それから凪なぎも驚おどろくようだ。覚かく悟ごしておくようにな』

「父さん、連れん絡らくが遅おそいって。そういうことなら、今朝電話をくれなくっちゃ。もうとっくの昔に驚おどろいた後だよ」

　そう答えるオレだったが、

『今朝？　何を言ってるんだ？　父さんのギフトが発動したのは、ついさっきだぞ。思いのほか仕事が早く終わったから、会社の同どう僚りようと一いつ緒しよに温泉に入ったんだ。その時に感じたんだよ』

　となると、父さんがギフトで予知したオレの驚おどろきは、由ゆ梨り絵えからの告白とは無関係ということになる。

『とにかく、覚かく悟ごしておくんだぞ。いいな』

　それだけ言うと、父さんは通話を切った。相変わらず無責任な予知のギフトだった。

「おじさん、何だって？」

「例のギフトが発動したんだよ。オレがとんでもなく驚おどろくことになるってさ」

　と、オレ達たちの座すわるテーブルに駆かけ寄よってくる生徒がいた。

「た、大変だよ！」

　小こ柄がらな女子生徒だ。少年のような顔立ちで、ニット帽ぼうをかぶっている。ニット帽の左右の端がピンと尖とがっていて、まるで動物の耳のようだ。

「何、のんびりしてんだよ！　とんでもないことになったって言うのに！」

「いや、ってゆーか。お前、誰だれ？」

　オレの質問に、女子生徒は大おお袈げ裟さにため息をつく。

「あああ、もうっ！　これなら分かるよね！」

　コホンと咳せき払ばらいをすると、女子生徒は無理に声を低くし、芝しば居いがかった口調で言った。

「ワガハイだ、宇う津つ木ぎ航こう平へい」

「お、お前……乾いぬいか!?」

　オレ、そして輝てる夫おは、同時に叫さけんだ。




「お前！　女子だったのか！」×２




「何だよ！　最初にちゃんとボクの写真は見せただろ!?」

　確かに、最初に乾いぬいから渡された生徒手帳の一番後ろにあった生徒証明書の写真をオレ達は見た。じっくり観察していれば、女子の制服にも気が付いたかもしれない。だけど、その少年のような顔立ちとベリーショートの髪型からてっきり男子だと思い込んでしまった。

　そもそも、柴しば犬いぬに憑ひよう依いしている時の口調が男子っぽいのが悪い！　自分のことワガハイだなんて呼ぶ女子がどこにいるんだよ！

「森もり本もと輝てる夫おのパンツだけを透とう明めいにしないようにする特訓に付き合わされた時、どんだけデリカシーない連中なんだよって呆あきれてたけど、まさか、ボクのこと男子だと思ってたなんて」

「えっ、じゃあ俺おれ、女子をあんな恥はずかしい特訓に参加させたってことなのか？」

　輝てる夫おが急に恥はずかしがる。

「やべーな。俺おれ、完全変態じゃないか」

「はいは[image: ～][image: ～]い、アタシも特訓の時、いたんだけど」

　つばさが元気よく言う。

「いや、別に飛とび田たはいいんだよ。何か、そういうの大だい丈じよう夫ぶそうだから」

「何それ、アタシだって女の子だよ」

　つばさがむくれた。

「しかし、まさか乾いぬいが女子だったなんてな」

　オレは、乾いぬいの姿を改めて眺ながめた。

「宇う津つ木ぎ航こう平へい、お、お前が、ギフトを使ってない姿を見たいって言うから、無理して来てやったんだぞ。感謝……しろよ」

　恥はずかしそうにそっぽを向く乾いぬいに、つばさがタックル並みの勢いで抱だきつく。

「イヌっちは、女の子だったんだね。犬の時も可愛かわいいけど、今はその何百倍も可愛かわいいかも」

「ちょっ、飛とび田たつばさ！　恥はずかしい！　離はなせって！」

　つばさの抱だき締しめから逃のがれようと手足をジタバタさせる乾いぬい。確かに小動物っぽくて可愛かわいいかもしれない。

（そうか、父さんが言ってたのはこのことか）

　確かに、とんでもなく驚おどろいた。

　由ゆ梨り絵えの告白に匹ひつ敵てきするぐらいの驚おどろきだ。

　だけど、待てよと思い直す。父さんは、オレだけじゃなく自分も、母さんも凪なぎまでもが驚おどろくことになるって言っていた。

　だとしたら、乾いぬいが女子だって驚おどろきはそれには当てはまらない。

（何だよ。さらなる驚おどろきが待ってるって言うのか？）

　うんざりとした気分のオレに、つばさの可愛かわいい可愛かわいいホールドから逃にげた乾いぬいが駆かけ寄よる。

「宇う津つ木ぎ航こう平へい！　いいからこれを見ろ！　さっき、放送されたものだ。ボク、咄とつ嗟さにメモリーに保存しといたから！」

　そう言うと、乾いぬいはスマホを取り出した。操作し、何かの動画を表示させる。

　オレ、つばさ、輝てる夫お、花か音おんちゃんが画面を覗のぞき込こむ。

「あ、アタシこの人知ってる！　総理大臣だよね？　日本で一番偉えらい人なんだよ！」

　つばさが、小学生レベルの知識を自信たっぷりに披ひ露ろうする。

　つばさの言うことは正しかった。映っていたのは、現在の日本の首しゆ相しようである渡部わたなべ総理大臣だった。

「ちょっと静かにして！　声が聞こえないから！」

　つばさを叱しかると、乾いぬいはボリュームを最大にあげた。

　渡部わたなべ総理の音声が響ひびいた。





『──本時刻より、我わが国くにに存在する総勢、12名の無能力者を保護の対象とします。それにともない、彼かれら無能力者を差別することなく、慈じ愛あいと奉ほう仕しの精神をもって接することを国民の新しい義務とします』






　渡部わたなべ総理は、カメラを見つめると揺ゆるぎなき信念と共に声を張り上げた。





『この、無能力者保護法を、国民ひとりひとりが理解し、受け入れることを強く希望します！』






「なあああにいいいいいいいいい！」

　オレは、学校中に響ひびき渡わたるような声で叫さけんだ。

　由ゆ梨り絵えの告白、乾いぬいの正体、それらの驚おどろきが吹ふき飛とんでしまう程ほどの、それはそれはとてつもない、超ちようド級きゆうの驚おどろきだった。

　特とく別べつ扱あつかいされることなく、普ふ通つうに過ごせるオレの好きな日常。

　それを取とり戻もどすのは、まだまだ先になりそうだった。





ちゃんちゃん　　












　　　　　あとがき




　主人公が特殊な能力を持っている物語は数多くあります。

　なので、今回はその逆に挑戦してみました。

　ズバリ、主人公だけが特殊な能力を持っていない物語です。

　エスパーだらけの世界で、何の能力も持たない主人公が地道な努力とハッタリと悪知恵で苦難を乗り越える話は、書いていてすごく楽しかったです。

　でもまあ、この物語に出てくる特殊な能力はけっこうしょーもないものが多いんですけどね。あったところで大して使い道がないような。

　ちなみに、ＮＯ力者（無能力者）の存在を１０００万人に１人としていますが、宝くじの１等の当選確率もこれぐらいだそうです。宝くじによっては、２０００万分の１というものも。

　なるほど、どうりでちっとも当たらないわけだ。

　そんなこんなで、僕としては超超超超超超久しぶりの長編＋一人称（そうでない部分もあるけれど）でした。

　ＮＯ力者である航こう平へいと、彼を取り巻くキャラ達を気に入っていただけたら嬉うれしく思います。

　イラストのＵう３み５こ様。ありがとうございました。

　最後のシーンにしか登場しない、『乾いぬいアキラ』人間バージョンまで可愛くデザインしていただき感激しています（個人的には一番好きなキャラです）。

　しかし、あれですね。最後の最後に大おお風ぶ呂ろ敷しきを広げてしまいましたね。

『無能力者保護校則』の次には、『無能力者保護法』が登場してしまいました。

　一冊読み切りの作品なので続きなんてちっとも考えていませんが、最後には『無能力者保護国際条約』ぐらいまでいってしまうんじゃないかな～と思っていたりします。


阿あ智ち太た郎ろう　　　
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阿あ智ち太た郎ろう

10月３日生まれ。長野県出身、埼玉県在住。趣味はボードゲーム。好きなタイプは、ドラフトゲームとダイスゲーム。協力型ボードゲームをソロプレイするのも好き。その際は１人で何役もこなしている。さすがに寂しいので、一緒に遊んでくれる人を探している。
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イラスト／U35うみこ

島根県出身、神奈川在住。11月17日生まれ。

だんだん暖かくなってきて嬉しいです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「阿智太郎先生」係

「U35先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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